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　いきなり私事で恐縮ですが、来年（2023年）3月末をもって定年退職を迎えます。大学
院生として研究を始めて43年、教員として大学に籍を置くようになって35年になります。こ
の間、いつも頭の中にあった言葉は「紡ぐ（つむぐ）」です。

　私の中で紡ぐことは2つあります。1つはやはり「研究」に関することです。でも、これは
私が紡ぐのではなく、植物たちが紡いでいることです。私は、これまで「野生植物の生活史

（life history）の進化」を大きなテーマとして研究をしてきました。とても素朴な、でも奥が
深い研究と思っています。研究の対象としてきた植物たちは特別なものではなく、タンポ
ポ、スズランなど一般の方々が一見してわかる植物たちです。でも、タンポポはタンポポとし
て、スズランはスズランとして、途絶えることなくその種（species）を見ることができるのは、
その植物が繁殖というシステムを通じて綿 と々紡がれているからです。ご存知のようにタン
ポポの種子は綿毛が付いていることにより、遠くに飛んでいきます。でも、それは分布域を
拡大できる一方、風まかせのためどこに飛んでいくかは、決められません。それでも、タンポ
ポがタンポポであり続けるのは、その種が持つ生活史がきちんと機能しているからです。ス
ズランも初夏に開花する花がとてもいい匂いを出します。その匂いに誘き寄せられて虫が
やってきます。虫がやってくるのは花の蜜や花粉を食料とするためで、決して植物の花粉

を運ぶためではありません。でも、同じ場
所で生きている昆虫の特性をうまく利用
して花粉を運んでもらい、スズランは種子
を作ります。また、スズランは種子だけで
なく、地下茎でも繁殖します。なので、鉢
植えのスズランを庭に移植したらすごく
増えた！という経験をお持ちの方も多い
と思います。このように、植物たちはそれ
ぞれが生育する環境に適応して、「種を
紡ぐ」戦略を進化させてきたのです。植

秋山財団：巻頭言

「紡ぐ（つむぐ）」

大原　雅
（北海道大学大学院地球環境科学研究院　教授

秋山記念生命科学振興財団　理事）

楽しいフィールド調査
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物が好きでこの世界に入った
自分でも、その生きざま（生活
史）の多様性、複雑性、巧妙
さ？に魅了されてきました。
　もう1つの紡ぐことは「教育」
です。大学は、研究だけではな
く、教育を行う場です。大学と
いう場に職を頂いたことは、私
をご指導くださった多くの先生
方のお陰しかありません。しか
し、その一方で、自分に教育の
何ができるのだろうか？と悩む
ことも少なくありませんでした。ましてや、上で述べたように、長い年月をかけて進化してきた
植物の生活史研究、決して短い期間ではありませんが、凡人の自分が40年間の研究で
成し遂げられることなど多くありません。でも、そこで行き着いた答えは、「最高の中継ぎ投
手になろう！」でした。とにかく、頂いた時間を大切にして、まず自分が一生懸命に研究を
すること。少しでもしっかりしたデータを取って、論文として公表すれば、いつかきっと役に
立つこともあるに違いない。そして、その研究姿勢や、研究の楽しさを研究室の学生たち
と分かち合うことで、大学における研究や大学生活の楽しさが伝わるのではないかと考え
たのです。私の研究室ではこれまで100名ほどの学生が一緒に研究をしてくれました。教
え子の中には、研究職に就いているOG、OBもいますが、多くはそうではありません。でも、
教え子たちが、お父さん、お母さんになり、子供が「大学に行きたい」、「大学院に進学した
い」と言った時に、「いいよ。自分たちも楽しかったから！」と言ってもらえたら本望と思って
います。いい中継ぎ投手になれたかどうかの結果は自分で確認することはないかもしれま
せんが、少しでも自分の経験、知恵を紡ぐことができていたら幸せです。
　秋山記念生命科学振興財団は、「いのちをつなぎ、いのちを育む」研究活動・市民活
動を支援する財団です。私自身も2006年（平成18年）に「北海道における低地林林床
植物集団の持続的保全に関する生態遺伝学的研究」というテーマで、秋山財団より研
究助成をいただきました。そして、これを転機としてこれまで行ってきた植物の生活史研究
を基礎として北海道の自然環境の保全へと活動を発展させることができました。本年の
みならず、過去に研究助成、ネットワーク形成事業助成で採択された方々におかれまして
は、申請された研究、事業を充実させていただくことは勿論ですが、秋山財団からの支援
を受けたことが、北海道の将来への貢献と発展につながる端緒となり、最初は細い糸で
も、それを未来に向けて長く、太く紡いでくださることを強く期待しております。

学生とのフィールド調査
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１. 財団法人秋山記念生命科学振興財団設立趣意書
〔生命科学の必要性と本財団の性格〕
　我国は、今や世界の最長寿国の仲間入りをし、街には商品が満ちあふれ、国民は健
康的で文化的な生活を享受し、この繁栄は永遠に続くかのように見える。
　しかしながら、再生産不可能な有限資源の消費を基盤とする現在の社会システムは、
極めて脆弱なものと言わざるを得ないであろう。
　将来を考えてみると、エネルギー資源の枯渇、食糧生産のための土地の不足などが
顕在化することは、それ程遠くない課題であり、更に人口増加、工業生産力の増大が進
めば、それは加速度的に早まるものと予想される。
　このような「有限の壁」を克服し、人類永遠の健全な営みを支える社会システムに移
行するための各種方策を模索することは、緊急かつ重要な課題であると思われる。
　とりわけ再生産生物資源の円滑なリサイクルによる物質循環とエネルギー変換システ
ムの研究に深く関連する「生命科学」（ライフサイエンス）の振興は、未来を開く鍵である
と思われる。
　生物学をはじめ自然科学が著しく発展して来た今日、物理学、化学、医学、農学、薬
学などの隣接分野や工学、理学、数学なども加わり壮大な分野へ広がりつつある「生命
科学」の研究は、多大な成果を人類にもたらすものである。
　本財団は、これらの認識に立ち、萌芽期にある「生命科学」の基礎研究を促進し、そ
の成果を応用技術へ反映させることで、新しい社会開発の方策を模索することが出来
ると確信する。
　殊に地域開発の歴史が浅く、経済の低迷する北海道に於いて、新しい科学の研究に
基づいた新技術を駆使することは、国内及び国際的視野に於いて先駆的であり、新し
い地域社会開発の実現を促進し、本道における科学技術、研究開発の振興、関連事業
の創出、道民福祉の向上に寄与することが本財団設立の終局的な意図である。

〔事業目的〕
　本財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨
励し、且つ研究者の人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を
応用技術の開発へ反映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民
の福祉の向上に寄与することを目的とする。

〔事業内容〕
　本財団は、先に述べた事業目的を達成するため、次の事業を行う。
　　⒈　道民の健全な社会生活環境の建設、及び心身の健康維持、増進に関連する

生命科学の基礎研究に対する助成
　　⒉　生命科学の研究者の国内留学または海外留学に対する助成
　　⒊　生命科学の海外研究者の招聘に対する助成並びに国内研究者の海外派遣

に対する助成
　　⒋　生命科学の進歩発展に顕著な功績のあった研究者に対する褒賞
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　　⒌　生命科学に関する研究成果の刊行に対する助成
　　⒍　生命科学の研究に必要な文献及び研究論文等を収集し、閲覧及び研究に

必要な情報の提供サービス
　　⒎　生命科学に関する講演会の開催、並びにその企画に対する助成
　　⒏　先端技術関連の研究及び、開発に対する助成並びに研究開発委託
　　⒐　その他本財団の事業目的を達成するために必要な関連事業

　～本財団設立に際して～
　来たる昭和66年、株式会社秋山愛生舘の創業100年を迎えるにあたり、その創業の
精神に触れるとき、北海道の開発と共に歩み続けて来たこの意義をあらためて感ずる。
　殊に明治の開拓期及び第二次世界大戦後の復興期は、厳しい気象条件や生活条
件の中で、病気と闘うことを余儀なくされた時代であった。
　こうした受難な時代を克服し、道民の医療、保健衛生を守る立場から、株式会社秋
山愛生舘は、代 「々奉仕の精神」を受け継ぎ今日の医薬品総合卸業に至っている。
　創設以来、「人命の尊重」と「健康を守る」という人類永遠の願いを理念とし、地域に
根ざした「まちづくり」推進のために試みた幾多の諸事業の結晶である。
　また、医学、薬学の振興に向けて人材育成の視点から、地元の教育・教育機関に対
する奨学金の助成等、その活動領域は、広く社会全般に求めて来たと言える。
　このように道内の医療全体の振興の為に、創業精神を貫く姿勢は、私たちにとって今
後力強く前進する為の規範であると思える。
　この規範に基づき、来たるべき時代に対応すべく先人の知恵と精神をここに受け継
ぎ、新しい流れを創出しようとするものである。
　近く21世紀の北海道を展望するとき、道民の価値観及び生活様式の多様化と人口
の高齢化に対応出来る、新たな高度福祉社会の建設は必至である。
　とりわけ、国際化、情報化社会の潮流の中で、医学、薬学をはじめ医療技術の進歩
は、この建設に向けて今まで以上に大きな役割を担うものと思われる。
　また、一方「人間の生命」全般に関する研究テーマの進化と拡大を促す自然科学の
基礎研究及び先端技術の研究開発等をはじめ、国際的水準に有する「生命科学の研
究」は、健康的で豊かな北海道開発をより着実に推進させるものであろう。
　こうした今後の北海道開発の課題に対し、創業の精神をもって、健康に裏付けされ
た、明るい未来社会を築くため、ここに秋山記念生命科学振興財団を設立し、生命科学
の振興と地元の人材育成及び地域産業の振興に貢献するとともに道民福祉の向上に
寄与していきたい。
　本財団の設立は、北海道大学薬学部に対する研究助成を、いつの日か再開させた
いという先代会長秋山康之進の生前の願いを、より公共的な形として実現しようとする
ものでもあり、ここに株式会社秋山愛生舘創業100年記念事業としても意義づけようと
企図するものである。

　　昭和61年11月30日　　設立者　札幌市中央区南1条西5丁目7番地
	 秋　　山　　喜　　代　　　
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２. 目的
　この法人は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を
奨励し、かつ、人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その結果を応用技
術の開発へ反映させることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉
の向上に寄与することを目的とする。

３. 性格と設立の経緯
　⑴	公益財団法人（助成型財団）
　⑵	1987（昭和62）年 1月 8日　	北海道知事の認可を受け財団法人として設立	

（設立者：秋山　喜代）
　⑶	1987（昭和62）年 4月 9日　北海道知事から試験研究法人の認定を受ける。
　　	2008（平成20）年 2月 7日　	北海道知事から租税特別措置法施行令第40条の 3

第 1項第 1号の 3、第 3号又は第 4号までの適用
の認定を受ける（更新）

　　	2008（平成20）年11月 7日　	北海道知事から特定公益増進法人の認定を受ける
（更新）

　　	2009（平成21）年11月20日　	北海道知事から公益財団法人としての認定を受ける。
　　	2009（平成21）年12月 1日　	公益財団法人秋山記念生命科学振興財団として	

設立登記。
　⑷	代表理事　秋山　孝二

４. 事業内容
・健康維持・増進に関連する生命科学の基礎研究に対する助成
・生命科学の研究者の国内留学又は海外留学に対する助成
・生命科学の海外研究者の招聘の助成及び国内研究者の海外派遣に対する助成
・生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒章
・生命科学に関する講演会の開催及びその企画に対する助成
・先端技術研究・開発に対する助成及び研究開発の委託
・地域社会の健全な発展を目的とする活動並びに担い手育成及びネットワーク構築
に対する助成

・地域社会の健全な発展への貢献者に対する褒章
・その他公益目的を達成するために必要な事業
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【理事：10名・監事：3名】� 2021年6月18日付	（五十音順・敬称略）
役			名 氏				名 主		な		る		現		職
理				事 秋　山　孝　二 秋山不動産有限会社　代表取締役会長
理				事 秋　山　　　基 株式会社トライ　代表取締役
理				事 麻　田　信　二 元北海道副知事
理				事 石　本　玲　子 プラウ　クリエーティブディレクター
理				事 上　田　　　宏 北海道大学　名誉教授
理				事 大　原　　　雅 北海道大学大学院地球環境科学研究院　教授
理				事 小　磯　修　二 前釧路公立大学　学長
理				事 佐　藤　昇　志 札幌医科大学　名誉教授
理				事 森　美　和　子 北海道大学　名誉教授
理				事 渡　辺　泰　裕 北海道科学大学　学長
監				事 神　　　正　義 株式会社コムラッド・ファシリティーズ	営業部長
監				事 中　村　憲　昭 中村憲昭法律事務所　弁護士
監				事 中　村　泰　道 税理士法人北前会計　CEO公認会計士

【評議員：11名】�� 2021年6月18日付	（五十音順・敬称略）
役			名 氏				名 主		な		る		現		職
評	議	員 青　尾　　　謙 岡山大学学術研究院	准教授／公益財団法人助成財団センター　参与
評	議	員 池　上　智　彦 有限会社池上コンサルティング　取締役社長
評	議	員 稲　葉　　　睦 北海道大学大学院獣医学研究院　教授
評	議	員 井　上　文　喜 秋山不動産有限会社　代表取締役社長
評	議	員 尾　島　孝　男 北海道大学大学院水産科学研究院　教授
評	議	員 栗　原　清　昭 社会福祉法人つばめ福祉会　理事長
評	議	員 坂　本　純　科 NPO法人北海道エコビレッジ推進プロジェクト　代表
評	議	員 佐　藤　美　洋 北海道大学大学院薬学研究院　教授
評	議	員 角　田　貴　美 株式会社オフィス Bee　代表取締役
評	議	員 髙　岡　晃　教 北海道大学遺伝子病制御研究所　教授
評	議	員 湯　浅　優　子 スローフード・フレンズ北海道　前リーダー

年度
区分

1987～2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 合　計
件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円 件 万円

賞 秋山財団賞 25 5,000 1 200 1 300 1 300 1 300 29 6,100
新渡戸・南原賞 10 500 － － － － － － － － 10 500

助

成

研究助成　一般
奨励　

アレルギー特別
957 67,325

12
19
3

1,200
950
300

16
19
3

1,600
950
300

18
15
3

1,800
750
300

18
18
2

1,800
900
200

1,103 78,375

交流助成 19 580 － － － － － － － － 19 580
招聘助成 44 1,175 － － － － － － － － 44 1,175
刊行助成 1 30 － － － － － － － － 1 30
講演等助成 113 5,290 － － － － － － － － 113 5,290
社会貢献活動助成 93 4,206 － － － － － － － － 93 4,206
ネットワーク形成
事業助成 78 10,642 10 835 11 989 12 960 10 823 121 14,249

合					計 1,340 94,748 45 3,485 50 4,139 49 4,110 49 4,023 1,533 110,505

５. 事業の実績

６. 役員等
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【研究助成選考委員：15名】	� 2021年4月1日付	（五十音順・敬称略）
役			名 氏				名 主		な		る		現		職
選	考	委	員 市　川　　　聡 北海道大学大学院薬学研究院　教授
選	考	委	員 稲　葉　　　睦 北海道大学大学院獣医学研究院　教授
選	考	委	員 小　川　晴　子 帯広畜産大学獣医学研究部門　教授
選	考	委	員 貴　島　祐　治 北海道大学大学院農学研究院　教授
選	考	委	員 酒　井　隆　一 北海道大学大学院水産科学研究院　教授
選	考	委	員 佐　藤　久　美 北海道科学大学薬学部　教授
選	考	委	員 鈴　木　　　拓 札幌医科大学医学部　教授
選	考	委	員 西　　　剛　秀 北海道医療大学薬学部　教授
選	考	委	員 西　川　祐　司 旭川医科大学病理学講座　教授
選	考	委	員 東　　　秀　明 北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所　教授
選	考	委	員 樋　口　豪　紀 酪農学園大学獣医学群　教授
選	考	委	員 福　井　　　学 北海道大学低温科学研究所　教授
選	考	委	員 舩　橋　　　誠 北海道大学大学院歯学研究院　教授
選	考	委	員 増　田　隆　一 北海道大学大学院理学研究院　教授
選	考	委	員 渡　辺　雅　彦 北海道大学大学院医学研究院　教授

【研究助成特任選考委員：2名】� 2021年4月1日付	（五十音順・敬称略）
役			名 氏				名 主		な		る		現		職

特任選考委員 谷　口　正　実 湘南鎌倉総合病院免疫・アレルギーセンター　センター長
特任選考委員 藤　枝　重　治 福井大学医学部附属病院　教授

【ネットワーク形成事業助成等選考委員：4名】� 2021年4月1日付	（五十音順・敬称略）
役			名 氏				名 主		な		る		現		職
選	考	委	員 荒　谷　明　子 有限会社メノビレッジ長沼　代表取締役
選	考	委	員 内　山　　　到 公益財団法人北海道環境財団　協働推進課長
選	考	委	員 加　藤　知　美 NPO法人北海道NPOサポートセンター　理事
選	考	委	員 杉　山　逸　子 NPO法人 iCare ほっかいどう　代表
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7. 賛助会員
　賛助会員制度とは、財団の目的及び事業に賛同した方々に、財政面を通じて財団の
基礎の充実と事業の拡大を支援していただくための制度で、会員には、「法人」と「個
人」の二種類があります。
　2021年4月1日現在、次の方々が会員となっておられます。

［法人会員：5法人］	 （五十音順・敬称略）
株式会社	エイ・ケイ・ケイ
エーザイ	株式会社	札幌コミュニケーションオフィス
株式会社	エス・ディ・ロジ
大鵬薬品工業	株式会社	札幌支店
学校法人	東日本学園

［個人会員：7名］	 （五十音順・敬称略）
大 	 	 原 	 	 あ か ね 菊 	 	 地 	 	 浩 	 	 吉
栗 	 	 原 	 	 清 	 	 昭 田 	 	 尻 	 	 稲 	 	 雄
谷 	 	 中 	 	 重 	 	 雄 八 	 	 島 	 	 壯 	 	 之
吉 	 	 岡 	 	 潤 	 	 三

8. 寄附

［寄附者］	 2021年4月1日～2022年3月31日（受付順・敬称略）
年　　月　　日 寄				附				者				名
2021年 4 月 5 日 古 	 	 川 	 	 俊 	 	 弘
2022年 1 月24日 森 	 	 美 	 	 和 	 	 子

（法人0／個人2）
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⑴　貸借対照表（2022年 3 月31日現在）	 （単位：円）

科　　　目 決算額
Ⅰ		資産の部
　１．流動資産
　　　　　現	　　　　	金	　　　　		預　　　　	　金 33,877,698
　　　　流動資産合計 33,877,698
　２．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　　基　　本　　財　　産　　積　　立　　預　　金 1,780,042,813
　　　　　有　　　　　　価　　　　　　証　　　　　　券 2,254,926,960
　　　　　土　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地 91,779,600
　　　　　建　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物 75,332,647
　　　　基本財産合計 4,202,082,020
　　（2）特定資産
　　　　　施　　設　　修　　理　　積　　立　　預　　金 34,904,179
　　　　特定資産合計 34,904,179
　　（3）その他固定資産
　　　　　構　　　　　　　　　築　　　　　　　　　物 2,393,450
　　　　　什　　　　　　器　　　　　　備　　　　　　品 10,308,684
　　　　　電　　　　話　　　　加　　　　入　　　　権 305,760
　　　　　ソ　　　フ　　　ト　　　ウ　　　エ　　　ア 212,040
　　　　その他固定資産合計 13,219,934
　　　　固定資産合計 4,250,206,133
　　　　資産合計 4,284,083,831
Ⅱ　負債の部
　１．流動負債
　　　　　預　　　　　　　　　り　　　　　　　　　金 0
　　　　流動負債合計 0
　　　　負債合計 0
Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産
　　　　　積　　　　　　立　　　　　　預　　　　　　金 1,603,542,813
　　　　　受　　　　　　贈　　　　　　土　　　　　　地 91,779,600
　　　　　受　　贈　　投　　資　　有　　価　　証　　券 2,254,926,960
　　　　　受　　　　　　贈　　　　　　建　　　　　　物 61,801,738
　　　　指定正味財産合計 4,012,051,111
　　　　（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ） 4,012,051,111
　２．一般正味財産 272,032,720
　　　　（ う ち 基 本 財 産 へ の 充 当 額 ） 190,030,909
　　　　（ う ち 特 定 資 産 へ の 充 当 額 ） 34,904,179
　　　　正味財産合計 4,284,083,831
　　　　負債及び正味財産合計 4,284,083,831

９. 会計報告
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　　正味財産増減計算書（2021年 4 月 1 日～2022年 3 月31日）	 （単位：円）
科　　　目 決算額

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　　　基　　本　　財　　産　　運　　用　　益 79,725,824
　　　　特　　定　　資　　産　　運　　用　　益 1,465,576
　　　　受　　　　　　取　　　　　　会　　　　　　費 590,000
　　　　受　　　　取　　　　寄　　　　附　　　　金 2,448,333
　　　　雑　　　　　　　　　　収　　　　　　　　　　益 357
　　　　経常収益計 84,230,090
　　⑵　経常費用
　　　　事　　　　　　　　　　業　　　　　　　　　　費 73,981,492
　　　　管　　　　　　　　　　理　　　　　　　　　　費 3,615,443
　　　　経常費用計 77,596,935
　　　　　評価損益等調整前当期経常増減額 6,633,155
　　　　　評価損益等計 0
　　　　　当期経常増減額 6,633,155
　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　　　経常外収益計 0
　　⑵　経常外費用
　　　　　経常外費用計 0
　　　　　　当期経常外増減額 0
　　　　　　当期一般正味財産増減額 6,633,155
　　　　　　一般正味財産期首残高 265,399,565
　　　　　　一般正味財産期末残高 272,032,720
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　　積　　　　　立　　　　　預　　　　　金 0
　　　　基　　本　　財　　産　　評　　価　　益 2,781,200
　　　　　基　本　財　産　有　価　証　券　評　価　益 0
　　　　　基　本　財　産　土　地　評　価　益 2,781,200
　　　　基　　本　　財　　産　　評　　価　　損 431,728,440
　　　　　基　本　財　産　有　価　証　券　評　価　損 431,728,440
　　　　一　般　正　味　財　産　へ　の　振　替　額 △	2,428,333
　　　　　一　般　正　味　財　産　へ　の　振　替　額 △	2,428,333
　　　　　　建　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物 △	2,428,333
　　　　　当期指定正味財産増減額 △	431,375,573
　　　　　指定正味財産期首残高 4,443,426,684
　　　　　指定正味財産期末残高 4,012,051,111
Ⅲ　正味財産期末残高 4,284,083,831
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⑵　収支計算書（2021年 4 月 1 日～2022年 3 月31日）	 （単位：円）
科　　　目 決算額

Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　　　基　　本　　財　　産　　運　　用　　収　　入 79,725,824
　　　　特　　定　　資　　産　　運　　用　　収　　入 1,465,576
　　　　会　　　　　　費　　　　　　収　　　　　　入 590,000
　　　　寄　　　　附　　　　金　　　　収　　　　入 20,000
　　　　雑　　　　　　　　　収　　　　　　　　　入 357
　　　　事業活動収入計 81,801,757
　２．事業活動支出
　　　　事　　　　業　　　　費　　　　支　　　　出 67,562,441
　　　　管　　　　理　　　　費　　　　支　　　　出 3,129,776
　　　　事業活動支出計 70,692,217
　　　　　事業活動収支差額 11,109,540
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　　　基　　本　　財　　産　　取　　崩　　収　　入 0
　　　　特　　定　　資　　産　　取　　崩　　収　　入 33,438,603
　　　　投資活動収入計 33,438,603
　２．投資活動支出
　　　　基　　本　　財　　産　　取　　得　　支　　出 0
　　　　特　　定　　資　　産　　取　　得　　支　　出 34,904,179
　　　　特　　定　　資　　産　　売　　却　　損 0
　　　　固　　定　　資　　産　　取　　得　　支　　出 0
　　　　投資活動支出計 34,904,179
　　　　　投資活動収支差額 △	1,465,576
Ⅲ　財務活動収支の部
　１．財務活動収入
　　　　財務活動収入計 0
　２．財務活動支出
　　　　財務活動支出計 0
　　　　　財務活動収支差額 0
　　　　当期収支差額 9,643,964
　　　　前期繰越収支差額 24,233,734
　　　　次期繰越収支差額 33,877,698
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財務諸表に対する注記

１．重要な会計方針

　　（1）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の市場価額等に基づく時価法によっている。
　　（2）固定資産の減価償却の方法
　　　　減価償却の方法は定率法によっている。
　　（3）土地の評価基準及び評価方法
　　　　決算日の時価（路線価格）によっている。
　　（4）消費税等の会計処理
　　　　消費税及び地方消費税の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
基本財産
基本財産積立預金 1,780,042,813 0 0 1,780,042,813
有　価　証　券 2,686,655,400 431,728,440 2,254,926,960
土　　　　　地 88,998,400 2,781,200 91,779,600
建　　　　　物 79,723,271 0 4,390,624 75,332,647
小　　　　計 4,635,419,884 2,781,200 436,119,064 4,202,082,020
特定資産
施設修理積立預金 33,438,603 34,904,179 33,438,603 34,904,179
助成準備引当預金 0 0 0 0
小　　　　計 33,438,603 34,904,179 33,438,603 34,904,179
合　　　　計 4,668,858,487 37,685,379 469,557,667 4,236,986,199

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
（単位：円）

科　　目 当期末残高 うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財産
からの充当額

うち負債に対応
する額

基本財産
基本財産積立預金 1,780,042,813 1,603,542,813 176,500,000 0
有　価　証　券 2,254,926,960 2,254,926,960 0 0
土　　　　地 91,779,600 91,779,600 0 0
建　　　　物 75,332,647 61,801,738 13,530,909 0
小　　　　計 4,202,082,020 4,012,051,111 190,030,909 0
特定資産
施設修理積立預金 34,904,179 0 34,904,179 0
助成準備引当預金 0 0 0 0
小　　　　計 34,904,179 0 34,904,179 0
合　　　　計 4,236,986,199 4,012,051,111 224,935,088 0

４．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
（単位：円）

内　　　　　容 金　　　額
経常収益への振替額
減価償却費計上による振替額 2,428,333

合　　　　　計 2,428,333
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収支計算書に対する注記

１．資金の範囲について

　　	資金の範囲には、現金預金、未収入金、未払金、前払金、前受金、立替金及び預り金を含
めることにしている。なお、前期末及び当期末残高は２に記載のとおりである。

２．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。
（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期末残高
現 金 預 金 24,225,592 33,877,698
前 払 金 3,100 0
立 替 金 31,142 0
未 払 金 0 0
預 り 金 26,100 0
合 計 24,233,734 33,877,698

５．固定資産の取得価額・減価償却累計額及び当期末残高
（単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高
建 物 225,987,291 150,654,644 75,332,647
構 築 物 4,833,000 2,439,550 2,393,450
什 器 備 品 19,701,537 9,392,853 10,308,684
一 括償却資産 1,530,829 1,530,829 0
ソ フトウエア 669,600 457,560 212,040

６．重要な会計方針の変更
　　特になし



第2章　事業活動

1．褒章事業

2．助成事業
（1）研究助成
（2）ネットワーク形成事業助成

3．贈呈式

4．その他の事業活動
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1．褒章事業

秋山財団賞 受賞研究：免疫疾患制御を目指すサイ
トカインシグナル伝達機構の解明
〈受賞記念講演演題〉
免疫疾患制御を目指す�
サイトカインシグナル伝達機構の解明

� 松
まつ

田
だ

　 正
ただし

（北海道大学大学院薬学研究院�教授）

はじめに
　私たちの身体は約270種類37兆個の細胞からできているといわれますが、それぞれの
細胞は細胞外からの様々な情報を受けとり、増殖分化を経て最終的機能分化を終えます。
最終分化した細胞もまた様々な細胞外シグナルにより組織、器官での機能を坦います。
このような細胞間情報伝達を担う液性蛋白としてサイトカインがあります。異なる細胞
群がこれらサイトカインのバランスのもとに恒常性を保つことが、免疫、神経、内分泌
系にみられるような生体の高次機能を形成し、維持するために非常に重要となっていま
す。特にリンパ球やマクロファージなど免疫系細胞間の情報交換を担うサイトカインは
主にインターロイキン（IL）と呼ばれ、すでにその数も40種を超えて報告されています。
これらサイトカインおよびその受容体の発見は日本人研究者が世界をリードして進めら
れてきました。サイトカインの作用はサイトカインが標的細胞表面上のサイトカイン受
容体に結合することにより、細胞内信号（シグナル）伝達系が活性化され、核に伝わり、
作用を担う標的の遺伝子発現を誘導します。特に受容体に恒常的に結合するチロシンリ
ン酸化酵素JAKキナーゼとその基質蛋白である転写因子STATから構成されるJAK/STAT
シグナル伝達系は、サイトカインの主要な細胞内シグナル伝達系として知られています
（図1）。JAK/STAT
シグナル伝達系を
構成する両蛋白は
哺乳動物において
はJAK1，JAK2，
JAK3、TYK2と
いった4種のJAK
ファミリー蛋白と
STAT1,	 STAT2,	
STAT3,	 STAT4,	
STAT5A,	STAT5B,	
STAT6の7種STAT
ファミリー蛋白が
知られています。
また、サイトカイ 図１.サイトカインのユニークなシグナル伝達系（JAK-STAT経路）と２つのヘルパーT細胞集団の発見
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ンの作用は多様性を有し、種々のサイトカイン間での作用の重複性やクロストークと
いった特徴があり、互いの作用を抑制、あるいは増強するといった現象も観察されます。
1986年にMosmannとCoffmanは免疫系T細胞集団を、その産生するサイトカイン群によ
り二つのヘルパーT細胞集団（Th1とTh2）に分類できることを発見し、両T細胞集団の
バランスと免疫疾患との関係が明らかとなり、免疫学に大きなパラダイムシフトを引き
起こしました。この発見により、サイトカインの異常産生やシグナル伝達異常はアレル
ギーや自己免疫など種々の免疫疾患の発症、さらにはがんをはじめとする種々の病気の
発症に深く関わっていることが次々と明らかになってきました（図1）。その結果、サイ
トカインの作用を阻害することが疾患治療に直結し、現在の臨床現場での抗体医薬の躍
進へとつながりました。ここでは、これまで行ってきたインターロイキン6（IL-6）の
研究に端を発し、そこから見えてきたサイトカインシグナル伝達系制御と疾患治療に向
けての展開について概説したいと思います。

1．インターロイキン6（IL-6）のシグナル伝達分子STAT3活性化制御機構の解明
　1986年、大阪大学細胞工学センター岸本忠三先生の研究室の平野俊夫先生のグルー
プに参画し、マイトジェンや抗原刺激したヒトリンパ球培養上清中にEpstein-Barrウイ
ルスで形質転換したB細胞株に対して、細胞増殖には影響を与えないが、抗体産生を誘
導するサイトカインとしてB細胞刺激因子BSF-2の遺伝子クローニングに成功しました
［1］。その後、BSF-2はIFN-β2,	26kDa蛋白、ハイブリドーマ/プラズマサイトーマ増殖
因子と呼ばれていた種々のサイトカインと同一分子であることが明らかとなり、B細胞
以外にも作用して多彩な生物活性を発揮することからIL-6と命名されました。さらに、
IL-6依存性の細胞増殖を示すマウスハイブリドーマ株を樹立し、ヒトIL-6に対するモノ
クローナル抗体や中和抗体を作製することによって現在、臨床現場で頻用される炎症
マーカーであるIL-6の検出/測定法の基礎を確立しました［2］。それらを利用しながら、
世界中の研究者と共同研究を進め、図2に示すようにIL-6は免疫系のB細胞やT細胞のみ
ならず、造血系幹細胞、神経細胞、肝細胞、皮膚ケラチノサイト、破骨細胞など多種多
彩な細胞集団に作用する多機能サイトカインであることを明らかにすることができまし
た［3,4,5］。また、IL-6と病気との関連においてもIL-6の発現異常が自己免疫性炎症疾

図2.IL-6/STAT3シグナルの多彩な機能と疾患との関連
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患である関節リウマチ、リンパ増殖性疾患であるキャッスマン病、あるいは多発性骨髄
腫/形質細胞種の発症に重要な役割を果たしていることも明らかにすることができまし
た［6,7,8］。実際にIL-6の異常産生が、これら疾患発症しうることを明らかにするため、
ヒトIL-6を過剰に発現を示す遺伝子改変マウスを作製しますと、IL-6遺伝子改変マウス
では自己抗体産生を伴う、抗体産生細胞の異常蓄積を認めるとともに、最終的に移植可
能な形質細胞腫が発症することもわかってきました［9,10］。これら一連の初期の研究
は現在の100カ国以上で治療に使われ、国内でも約1万人以上の患者に投与されている
関節リウマチ治療薬トシリズマブ開発の礎となりました。
　北海道大学赴
任後は、IL-6処
理した細胞にお
いて惹起される
受容体下流シグ
ナル伝達機構と
その制御メカニ
ズムの解明が創
薬に繋がるもの
と考え、IL-6を
中心にサイトカ
インシグナル伝
達機構の研究を
さらに進めるこ
とにしました。
IL-6が受容体で
あるIL-6Rα鎖に結合しますと、IL-6とIL-6Rα鎖の複合体をシグナル伝達分子である
gp130（IL-6Rβ鎖）が認識し、その後gp130に会合するJAKキナーゼさらにその基質で
あるSTATが活性化され、核へとシグナルは伝達されます。IL-6受容体下流で中心的な
役割を果たす主要なSTAT蛋白であるSTAT3に焦点を当て、その活性化制御機構やそれ
を担う新規分子群の同定を行いました（図3）	［11］。レポーター遺伝子を用いたSTAT3
シグナルモデル系や種々のIL-6シグナル測定系を構築し、STAT3制御蛋白の同定を行い
つつ、酵母ツーハイブリッド法を用いての新規STAT3結合タンパク質の遺伝子クローニ
ングも進めました。その結果、TC-PTP、STAP-2、ZIPK、DAXX、DUSP22、BART、
KAP1、Y14、PDLIM2など数多くのSTAT3特異的新規結合タンパク質を同定すること
に成功し、報告いたしました。そのうちTC-PTPホスファターゼはSTAT3脱リン酸化に
より転写活性を制御し、ZIPキナーゼ（ZIPK）はSTAT3をリン酸化し、その転写活性を
増強します。また、核内蛋白DAXXやKAP1/TRIM28はSTAT3の核内転写制御分子とし
て働き、BARTやY14はSTAT3の核移行や核貯留を制御します。さらに、PDLIM2は
STAT3をユビキチン化し、STAT3蛋白質の量的制御を担います［12］。

2．STAT3リン酸化酵素TYK2の機能および疾患/治療との関連
　当時九大におられた下田和哉先生（現宮崎大）らとJAKキナーゼのひとつTYK2の欠
損マウスを作製することにより、TYK2がウイルス感染防御に関わるインターフェロン
やナチュラルキラー細胞の分化を担うIL-12といったSTAT1やSTAT4を利用するサイト
カイン群の機能に重要な働きを有することを報告しましたが、TYK2欠損マウスの表現

図3.IL-6シグナル伝達制御分子群ならびにサイトカインシグナル伝達系と創薬標的
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型は他のJAK	欠損マ
ウスの出生後致死、
あるは重篤な免疫不
全といった表現型に
比べて、出生および
成長にも全く問題な
く、軽微なものでし
た［13,14］。ところ
が、2006年に、ヒト
でのTYK2の変異が報
告され、ヒトTYK2欠
損では皮膚・肺にお
ける反復性感染症、
アトピー性皮膚炎、
血清IgEの高値を3主
徴とする高IgE症候
群の原因遺伝子であ
ることがわかりまし
た。さらに、TYK2
欠損マウスで観察さ
れなかったIL-6やIL-10などSTAT3を利用するサイトカインのシグナルの阻害があるこ
とがわかってきました。室本竜太先生らを中心にTYK2がSTAT4の関与するヘルパーT
細胞集団Th1だけでなく、2005年に発見されたSTAT3を利用する新たなヘルパーT細胞
集団Th17分化にも重要な役割を担い、種々の炎症性疾患の発症/増悪化に重要であるこ
とを種々のマウス病態モデルを使って世界に先駆け報告いたしました（図4）	
［15,16,17,18］。例えば、TYK2欠損マウスにおいてはTh1/Th17の関連が示唆されるメチ
ル化蛋白投与による遅延型アレルギーモデル、イミキモド誘導性の自己免疫性慢性皮膚
炎である乾癬モデル、DSS（デキストラン硫酸ナトリウム）およびTNBS（2,4,6-トリニ
トロベンゼンスルホン酸ナトリウム）誘導性炎症性腸炎モデル、など種々の炎症性疾患
モデルでの発症が軽減されることや、抗コラーゲン抗体投与による関節炎モデルでの炎
症病態の形成が阻害されることを明らかにしました。合わせて、低分子TYK2阻害剤投
与により、イミキモド誘導性乾癬モデルでの皮膚炎増悪化が抑制されることも報告でき
ました。これらの研究は、近年、様々な疾患で世界的に検討された全ゲノム関連解析
（GWAS）において、代表的な自己免疫疾患である関節リウマチ、炎症性腸疾患、乾癬、
多発性硬化症、全身性エリテマトーデス（SLE）において、TYK2あるいはIL-12受容体・
IL-23受容体などのTYK2関連分子が疾患感受性遺伝子として同定されたことや、現在始
まっている乾癬、SLEや大腸炎に対するTYK2阻害剤デュクラバシチニブの治験への展
開をみても先駆的研究となりました［19］。

3．STAT3結合アダプター分子STA-2蛋白の機能解明と疾患治療への応用
　細胞内シグナル伝達系はリン酸化酵素JAKキナーゼやSTATなど転写因子などの機能
分子と、そのような機能をもたない足場蛋白と呼ばれるアダプター分子群により非常に
緻密に制御されています。	アダプター蛋白群にはSH2ドメインやPTBドメインなどリ
ン酸化チロシン残基を認識するドメインやプロリンに富む配列を持つ蛋白と結合する

図4.TYK2を利用するサイトカインと炎症性疾患との関連
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SH3ドメイン、さらにリン脂質結合モチーフとして膜結合性を示すPHドメインなど特
徴的な構造を有しています。アダプター蛋白はこれら構造ドメインを介して様々な機能
分子の活性を制御するばかりでなく、アダプター蛋白同士の相互作用によってもシグナ
ル伝達系を調節しています。	2001年、当時久留米大におられた吉村昭彦先生（現慶應大）
らとSTAT3会合分子として新規アダプター蛋白STAP-2（Signal-transducing	adaptor	
protein-2）を同定し、さまざまな細胞内シグナル伝達を制御する重要な分子であること
を世界に先駆けて報告してきました（図5）	［20,21］。STAP-2蛋白は、403アミノ酸によ
り構成されており、N末端側からPHドメイン、SH2ドメイン、C末領域にはYXXQ、
STAT3結合モチーフを有するプロリンに富むドメインが存在し、その発現は多くの組織
において認められます。STAP-2には、295アミノ酸によりなるもうひとつのSTAPアダ
プターファミリー蛋白であるSTAP-1が存在し、STAP-1は造血系特異的な発現を示しま
す。STAP-2の多彩な発現パターンから、STAP-2が種々の組織・細胞系列でのシグナル
伝達系への関与が考えられました。特にSTAP-2欠損マウスでは敗血症モデルでの肝急
性期蛋白誘導が低下し、STAP-2がIL-6刺激による転写因子STAT3のリン酸化・活性化
を増強することに起因することや、関根勇一先生（現京都薬科大講師）らを中心に、
STAP-2発現はアレルギー応答を担うマスト細胞の高親和性IgE抗体受容体下流シグナル
伝達を制御し、アレルギー反応を抑制する機能を有すること、細菌由来リポ多糖LPS	
刺激でのマクロファージのTLR4受容体シグナル伝達を亢進させること、Epstein-Barrウ
イルス感染B細胞でのがん遺伝子LMP1の働きを抑制することなどを報告しました
［22,23,24］。さらに、免疫応答の中枢を担うT細胞においてもその細胞接着やケモカイ
ンによる細胞遊走、過剰なT細胞活性化を防ぐための活性化細胞死（AICD）を制御す
ることも明らかになりました［25,26,27］。さらに、大阪大学の織谷健司先生（現国際
医療福祉大）や一井倫子先生らとSTAP-2が造血幹細胞移植時に見られるB細胞造血スト
レスを制御することも報告しました［28］。一方で、STAP-2ががん細胞の増殖や増悪化
にも作用することが明らかとなり、これまで、乳がん細胞や前立腺がん、メラノーマ、
慢性骨髄性白血病（CML）細胞の増殖調節や腫瘍形成への関与などを報告しました
［29,30,31,32,33］。例えば発生や細胞増殖に関わる上皮成長因子受容体（EGFR）は乳が

図5.アダプター分子STAPファミリー蛋白による様々なシグナル伝達系の調節
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んや前立腺がんなど様々な上皮系がんで、その変異が確認されており、EGFRシグナル
の亢進はSTAT3やMAPキナーゼを介したがん細胞の増殖を促進するため、抗がん剤開
発においては重要な標的となっています。鍛代悠一先生らはSTAP-2がEGFR蛋白の細胞
内での安定性を高めることでEGFRシグナルの活性化を促進すること、またその下流分
子であるSTAT3と複合体を形成することでSTAT3依存的な遺伝子発現を促進することを
報告しており［32］、現在、新規創薬を目標にSTAPタンパク質由来低分子ペプチドを用
いたがん細胞増殖阻害効果を検討しています。また、柏倉淳一先生らが中心にもうひと
つのSTAPファミリー蛋白であるSTAP-1欠損マウスを作成することによって、STAP-1
がNKT細胞の機能に重要であること［34］、阪大の一井先生らとともにCMLがん幹細胞
維持に関与することを報告しました（図5）	［35］。これらの発見からSTAPファミリー蛋
白の発現量や機能を制御することにより、がんや自己免疫疾患などを人為的に操作でき
る可能性を提唱しています。

おわりに
　近年、IL-6受容体や下流のシグナル伝達分子欠損患者の同定から、細胞レベルのみな
らず、生体レベルでのIL-6シグナルの多彩な機能が再認識されています。IL-6受容体
gp130の遺伝子変異は冠状動脈硬化症や心筋梗塞と関連すること、STAT3の変異は重症
のアトピー性皮膚炎、皮膚膿症、肺炎を伴う高IgE症候群の原因であることも明らかに
され、IL-6/STAT3シグナルは生活習慣病やアトピー皮膚炎など種々の疾患関連サイト
カインシグナルとして世界の注目を浴びています。また、IL-6受容体阻害薬である関節
リウマチ治療薬トシリズマブをはじめとするIL-6アンタゴニストの臨床現場での使用拡
大によりIL-6の免疫応答、急性期応答、上皮細胞のバリア恒常性維持における重要な役
割や、高コレステロールや高密度リポタンパク質（HDL）の血清濃度上昇、体重増加
といった副作用から読み取れてきた、脂質や糖、鉄の代謝調節、ミトコンドリアの機能
制御や精神神経疾患であるうつ病や痛みにおけるIL-6の新たな機能の同定へと、更なる
発見が続いています。さらに、トシリズマブはキメラ抗原受容体（CAR）T細胞療法に
伴い発現するサイトカインストーム（サイトカイン放出症候群）治療薬としても承認さ
れており、現在、新型コロナウイルス感染症の重症化抑制効果によりコロナ治療薬とし
ても承認されました。JAK	キナーゼ阻害薬バリシチニブもまた、第3の新型コロナ治療
薬として承認され、TYK2阻害薬もこれらに続く高い可能性も秘めています。しかしな
がら、JAKキナーゼ下流のIL-6シグナルを標的とした特異的低分子性阻害薬獲得とその
臨床応用への道はいまだほど遠く、その実現を心より願っております。
　以上、40年近くにわたる研究の一旦をご紹介しましたが、これらの研究は上記しま
した多くの共同研究者とともに行われてきました。ここに、これら共同研究者の皆様に
心より感謝申し上げます。
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（1）研究助成
〈一般助成〉
　100名の申込者の中から、独創性豊かな基礎研究を重視し、次の18名の方々に助成しました。
	 （受付順・敬称略）

氏名 共同研究者 研究テーマ 贈呈額

1
旭川医科大学医学部

教授　中
なか

山
やま

　 恒
こう

角舎	学行（広島大学原爆
放射線医科学研究所	講師）

乳がんの早期診断を可能にする低酸
素検出型リキッドバイオプシーの基
盤創出

100万円

2
旭川医科大学先進医工学研究センター

講師　寺
てら

澤
さわ

　 武
たけし

武輪	能明（旭川医科大学先
進医工学研究センター	教授）
井上	雄介（旭川医科大学先
進医工学研究センター	講師）
佐藤	康史（旭川医科大学先
進医工学研究センター	助教）

自己組織でできたステント付き心臓
弁グラフトに関する研究 100万円

3
北海道大学大学院医学研究院

助教　河
こう

野
の

通
みち

仁
ひと

T細胞細胞内代謝に注目した強皮症
の新規治療開発 100万円

4
北海道医療大学薬学部

准教授　佐
さ

藤
とう

浩
こう

輔
すけ

化学修飾ヌクレオシドによる新規核
酸‐タンパク質架橋反応の開発 100万円

5
北海道大学大学院医学研究院

准教授　夏
なつ

賀
が

　 健
けん

大場	雄介（北海道大学大
学院医学研究院	教授）
長山	雅晴（北海道大学電
子科学研究所	教授）

表皮水疱症に対する疾患修飾療法の
開発 100万円

6
北海道大学大学院医学研究院

講師　佐
さ

藤
とう

正
まさ

晃
あき

大川	宜昭（獨協医科大学
先端医科学研究センター	
准教授）

高速立体スキャン顕微鏡による樹状
突起活動の	in	vivoイメージング 100万円

7
北海道大学大学院獣医学研究院

准教授　山
やま

口
ぐち

聡
そう

一
いち

郎
ろう

井上	龍生（北海道大学獣
医学部	学部学生）

唾液中への高いリン酸分泌能を有す
るウシ耳下腺を用いた新規リン酸輸
送体の同定

100万円

8
北海道大学大学院情報科学研究院

准教授　小
こ

柳
やなぎ

香
か

奈
な

子
こ

渡邉	日出海（北海道大学
大学院情報科学研究院	教
授）

リアルタイム選別による未知DNA配
列解読－北海道イネゲノム難解読領
域への応用－

100万円

9
旭川医科大学病理学講座

助教　後
ご

藤
とう

正
まさ

憲
のり

西川	祐司（旭川医科大学
病理学講座	教授）

プロリン代謝酵素PRODHの発現低
下が肝細胞癌に与える影響の検討 100万円

10
北海道大学大学院薬学研究院

准教授　佐
さっ

々
さ

貴
たか

之
ゆき

極長鎖脂質による口腔粘膜上皮バリ
アの形成 100万円

11
北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター

講師　松
まつ

野
の

啓
けい

太
た

北海道で発見された新規ナイロウイ
ルス感染症の実態調査のための技術
開発

100万円

12
札幌医科大学医学部

特任助教　村
むら

田
た

憲
けん

治
じ

塚原	智英（札幌医科大学
医学部	准教授）
金関	貴幸（札幌医科大学
医学部	講師）
江森	誠人（札幌医科大学
医学部	講師）

抗肉腫遺伝子改変T細胞療法に向け
た抗原・TCRペア網羅的解析プラッ
トフォームの開発

100万円

2．助成事業
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氏名 共同研究者 研究テーマ 贈呈額

13
北海道大学大学院獣医学研究院

助教　戸
と

田
だ

知
ち

得
とく

異常な神経活動の増加が脳内炎症を
誘導するメカニズム解明 100万円

14
北海道大学大学院先端生命科学研究院

専任講師　菊
きく

川
かわ

峰
たか

志
し

毒物耐性スクリーニングを用いた膜
輸送タンパク質の革新的機能改変 100万円

15
北海道大学大学院工学研究院

准教授　小
お

笠
がさ

原
わら

泰
やす

志
し

植物病原菌が利用する新規細胞壁生
合成経路の解析と応用 100万円

16
北海道科学大学薬学部

准教授　立
たつ

浪
なみ

良
りょう

介
すけ

大豆有用成分を利用した細胞内外に
おける抗酸化防御機構の開発 100万円

17
札幌医科大学医学部

講師　井
い

戸
ど

川
がわ

雅
まさ

史
し

時野	隆至（札幌医科大学
附属フロンティア医学研究
所	教授）

ゲノム網羅的非コードRNA探索と発
現スプライシング解析による癌病態
解明と診断治療応用

100万円

18
北海道大学大学院地球環境科学研究院

准教授　小
こ

泉
いずみ

逸
いつ

郎
ろう

イワナの模様：白い斑点に隠された
秘密 100万円

※所属・役職等は申込時のものです。	 （18件：1,800万円）

〈奨励助成〉
48名の申込者の中から、独創性豊かな基礎研究を重視し、次の18名の方々に助成しました。
	 （受付順・敬称略）

氏名 研究テーマ 贈呈額

1
北海道大学大学院農学研究院

助教　北
きた

岡
おか

直
なお

樹
き 除虫菊における天然殺虫成分の生成機構に関する研究 50万円

2
北翔大学生涯スポーツ学部

講師　髙
たか

田
だ

真
しん

吾
ご 心疾患における骨格筋異常の発症機序解明 50万円

3
北海道大学大学院歯学研究院

助教　長
は

谷
せ

川
がわ

智
とも

香
か ミネラル代謝異常に伴う骨格異常の病態解明 50万円

4
北海道大学北海道大学病院

医員　菊
きく

地
ち

　 央
ひろし 腫瘍血管の異常性を標的とした進行性膀胱癌の新規治療法開発 50万円

5
旭川医科大学解剖学講座

助教　古
ふる

部
べ

瑛
え

莉
り

子
こ
外傷性脊髄損傷の病態解析およびカリクレイン関連プロテアーゼ
６に焦点をあてた治療法開発 50万円

6
北海道大学大学院医学研究院

助教　打
うち

浪
なみ

雄
ゆう

介
すけ

肝胆膵領域での安全な陽子線治療を目指した胃・十二指腸の動き
に関する基礎的検討 50万円

7
北海道医療大学薬学部

講師　金
きん

　 尚
さん

永
よん 北海道産植物（ヒトリシズカ）を用いた新規香粧成分の開発研究 50万円

8
東京農業大学生物産業学部

助教　黒
くろ

田
だ

真
まさ

道
みち

不妊魚のゲノム構成と倍数性がシナプトネマ複合体形成に与える
影響の解明 50万円
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氏名 研究テーマ 贈呈額

9
北海道循環器病院

医師　相
あい

川
かわ

忠
ただ

夫
お
新型コロナウイルス感染症による心筋障害の画像診断装置を用い
た包括的評価法の確立 50万円

10
旭川医科大学医学部

特任助教　澤
さわ

本
もと

一
かず

樹
き
レドックス調節因子NRF2発現制御に基づく肥満・糖尿病治療法
の開発 50万円

11
北海道大学大学院薬学研究院

助教　勝
かつ

山
やま

　 彬
あきら

平面の脱却を基本概念とするねじれたカルボキサミドを用いた創
薬基盤素子の開発 50万円

12
北海道医療大学薬学部

講師　坪
つぼ

郷
ごう

　 哲
てつ

プロテアソーム阻害活性物質ピロリジラクトンのcis-デカリン骨
格のフロー合成 50万円

13
札幌医科大学医学部

助教　山
やま

本
もと

　 聡
そう 納豆菌が分泌するRSウイルス不活化物質の同定 50万円

14
札幌医科大学医学部

助教　上
うえ

原
はら

康
やす

昭
あき

サルコイドーシスにおける破骨細胞様多核巨細胞の機能解析及び
病態の解明 50万円

15
北海道大学環境健康科学研究教育センター

特任准教授　福
ふく

永
なが

久
ひさ

典
のり

マイクロビームPIXEを用いた妊婦毛髪試料の環境中有害重金属
類の新規評価法の確立 50万円

16
北海道大学大学院医学研究院

特任助教　半
はん

田
だ

　 悠
はるか

EMT下でのミトコンドリア機能および形態が細胞運動へ与える
影響の分子的解析 50万円

17
北海道大学大学院歯学研究院

助教　吉
よし

澤
ざわ

知
とも

彦
ひこ 延髄最後野ニューロンのグルコース感受機構の解明 50万円

18
北海道大学北海道大学病院

医員　岡
おか

本
もと

迪
みち

成
なり 膠芽腫における低酸素下糖代謝メカニズムの検証 50万円

※所属・役職等は申込時のものです。�	 （18件：900万円）

〈アレルギー特別助成〉
3名の申込者の中から、独創性豊かな基礎研究を重視し、次の2名の方々に助成しました。
	 （受付順・敬称略）

氏名 共同研究者 研究テーマ 贈呈額

1
北海道大学大学院医学研究院

講師　鈴
すず

木
き

　 雅
まさる

AIM/CD5Lの気管支喘息・アレル
ギー病態における役割の解明 100万円

2
札幌医科大学医学部

助教　山
やま

本
もと

圭
けい

佑
すけ

大和田	築（札幌医科大学
耳鼻咽喉科	大学院生）
小島	隆（札幌医科大学フロ
ンティア医学研究所	教授）
高野	賢一（札幌医科大学
耳鼻咽喉科	教授）

ヒト鼻粘膜上皮細胞を用いた
HMGB1を標的とするアレルギー性
鼻炎治療薬の検討

100万円

※所属・役職等は申込時のものです。	 （2件：200万円）
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（２）ネットワーク形成事業助成
　北海道の新しい公共の担い手（社会起業家）の育成を目的として、分野横断的な課題に対してネットワークを
形成し、解決に取り組むプロジェクトの支援。主眼は人材育成、ネットワーク構築。3年間の継続助成。
　ネットワーク形成事業助成【A】9件の中から2件を新規助成しました。また、8件のプロジェクトについて継続
助成しました。

【新規】
〈ネットワーク形成事業助成【A】：“地域をつなぐ”プロジェクト〉
　北海道において、さまざまな領域で直面する社会的課題を解決するために取り組む社会変革プロジェクトを対
象とします。SDGsを意識し、さまざまな人々が「プラットホーム」を形成し分野横断的な「ネットワーク」を構築し
ながらプロジェクトを推進して、地域の新たな公益の担い手として自立を目指す「プロジェクト」を支援します。

（受付順・敬称略）
プロジェクト名 プロジェクト概要 代表者 贈呈額

1
市民主体の対話によるまちづくりのための

プラットホーム構築
～北海道で市民ファシリテーターを

増やそう～

北海道でこれまでの行政主導のまちづ
くりから市民の意思に基づく市民主体
の対話によるまちづくりへと変えてい
くために市民ファシリテーターを増や
すためのプラットホームを構築する。

宮
みや

本
もと

　 奏
かなで

NPOファシリテー
ションきたのわ	
代表

98万円

2 さっぽろ里山会議

札幌中心地に隣接する里山を舞台（プ
ラットホーム）に農林業と都市生活と
の具体的なつながりを再構築し、ヒト
社会と自然環境の健全な関わり、暮ら
し方の概念・価値観を多分野多世代で
捉え、実践するプロジェクト。

永
なが

田
た

勝
まさ

之
ゆき

さっぽろ里山会
議、NPOあおいと
り、小別沢町内会
長、半農半建築家

100万円

※プロジェクト名・プロジェクト概要・代表者は申込時のものです。	 （2件：198万円）
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【継続】
2019年度に採択となったプロジェクト（2021年度終了）
〈ネットワーク形成事業助成【A】：“地域をつなぐ”プロジェクト〉

（受付順・敬称略）
プロジェクト名 プロジェクト概要 代表者 贈呈額

1 高校生を育て地域をつなぐ「みらいナレッジスクール」プロジェクト

高校生に対して、自分自身の未来を熟
考して創造する機会を作ることを目的
に、高校生と地域社会や職業とのつな
がりを形成し、自身で人生を切り拓き
生命を輝かせる力を蓄える学びを提供
する。

棚
たな

橋
はし

伸
のぶ

男
お

一般社団法人未来教
育サポート
代表理事

100万円

2 誰にとっても暮らしやすい北海道～性的マイノリティの視点から～

性的マイノリティの方を含め、誰でも
が自分らしく暮らし、仕事や社会活動、
学習などを通して社会参加できるネッ
トワークを形成し、北海道の活性化、
財政的発展に寄与する。

和
わ

泉
いずみ

知
とも

美
み

一 般 社 団 法 人	
ENISHI	代表理事

0万円

3 産後の母たちの「体力回復・健康増進」を応援！

産後の母たちは、心身ともに大きなス
トレスがかかっている。このストレス
は、運動することで改善させられる。
このプロジェクトは出産を経験した女
性が、いまストレスのさなかにある産
後母たちの運動指導をする循環を作る
ことを目的とする。

寅
とら

嶋
しま

静
しず

香
か

ハハラボラトリー	
理事

100万円

※プロジェクト名・プロジェクト概要は申込時、代表者は2021年6月現在のものです。�	 （3件：200万円）

〈ネットワーク形成事業助成【B】：“いのちをつなぐ”プロジェクト〉
（受付順・敬称略）

プロジェクト名 プロジェクト概要 代表者 贈呈額

1
食が地域を熱くする！
～地域農業パートナーシップで創る

グラウンドワーク～

旭川のご当地グルメ「あったか旭川ま
ん」を基軸に、地域農業の課題解決、
製品開発、食の研究及び食育活動を行
うプラットホームを形成し、地域農業
や産業の活性化、まちづくりを推進す
るコミュニティやネットワークを構築
する活動を行う。

廣
ひろ

瀨
せ

夏
なつ

花
か

北海道旭川農業高等
学校	食品科学科3年

25万円

※プロジェクト名・プロジェクト概要は申込時、代表者は2021年6月現在のものです。	 （1件：25万円）
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【継続】
2020年度に採択となったプロジェクト（2022年度終了）
〈ネットワーク形成事業助成【A】：“地域をつなぐ”プロジェクト〉

（受付順・敬称略）
プロジェクト名 プロジェクト概要 代表者 贈呈額

1 離島社会存続に向けた水源林の生態系サービス活性化

人口および水源の減少が進む天売島に
おいて、「近自然森づくり」と「生態
学的混播・混植法」による水源林の整
備・再生を行い、搬出される木材でシ
ーカヤック艇庫を建設する。

岡
おか

村
むら

俊
とし

邦
くに

NPO法人近自然森
づくり協会	
理事長	兼	北海道
事務所長

100万円

2 発進！北海道まるごとキッズ元気プロジェクト！

幼少年期の運動習慣はその後の健康を
維持し、豊かな人生を送るための基盤
をつくる。ネットワークを地域につな
ぎ、幼少年の体力を向上させ、北海道
の明るい未来を創る活動。

作
さく

田
た

文
ふみ

子
こ

一般社団法人子ど
も体づくり協会	
代表理事

100万円

3
「産後ケア推進プロジェクト」
十勝から発信！！

次も産みたくなる北海道

2019年12月に産後ケア法案が公布され
たが、十勝では希望の母子が産後ケア
を受けられる体制が整っていないのが
現状である。十勝の母子に関わる専門
職が連携し、質の保証された産後ケア
を提供できるシステムを構築する。

前
まえ

川
かわ

　 泉
いずみ

開業助産所いずみ
さんち「母子保健
推進の家」　所長

100万円

3 支え合える“居場所”となる地域×農業×福祉のコミュニティづくり

農作業や動物とのふれあい、そしてそ
こに集まる人同士の交流を通じ、障が
いのある人もそうでもない人も、日ご
ろから安心できて災害時は支え合える
“居場所”としてのコミュニティを創出
する。

青
あお

木
き

明
あき

子
こ

NPO法人とあさ村
代表

100万円

※プロジェクト名・プロジェクト概要は申込時、代表者は2021年6月現在のものです。�	 （4件：400万円）
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　本日はコロナ禍の中、皆さまにはこのようにリアルに今年度贈呈式にお運び頂き、例年にも
増して心から感謝と御礼を申し上げます。
　受賞者・受領者の皆さま、この度は誠におめでとうございます。今年は皆さまと財団関係
者のみのご出席に限定させて頂き、万全の予防策で今日の日を迎えました。この場がただ
の式典・セレモニーではなく、秋山財団設立以来、年一度の「交流の場」と位置付け、今日
ご臨席の皆さまにも是非その辺の意のあるところをお汲み取り頂ければ幸いです。
　3年前の昨日は北海道胆振東部地震、今年は、新型コロナウイルス感染の蔓延、記録的
高温による熱中症、集中豪雨、57年ぶりに1年の延期を経ての東京オリンピック・パラリンピッ
ク等、怒涛の日々 でした。コロナ禍の1年半の間、私たちの財団活動は、昨年は贈呈式を中
止、今年度助成事業は淡 と々作業を進め採択を決定し、同時に、8月にはリモートによる昨
年の受領者の「交流会」を開催他、理事会・評議員会はハイブリッド形式を導入し、運営の
振り返りも行う貴重な時間となりました。特に再確認したのは、国際情勢でパンデミックばかり
でなく、2015年「パリ協定」、「SDGｓ」の採択、「EUサスティナブルファイナンス行動計画」、

「タクソノミー」により、数年前から財団の資金運用環境の激変でした。
＜事業実績＞
　このようなコロナ禍の中、お陰様で基本財産の運用は順調で予定通りの事業予算を確
保できました。それにより、2021年度、秋山財団賞1件300万円、研究助成38件2,900万円、
ネットワーク形成事業助成10件823万円、合計49件4,023万円 となり、34年間の累計事業
実績は、合計1,533件、総額11億505万円となりました。これも偏に財団を支えて頂いた多く
の皆さまの賜物と深く感謝申し上げます。
＜財団が取り組む課題＞
　この場を借りて、今、秋山財団が取り組む幾つかのテーマについてご報告致します。
　1．財団理念の継承と事業の発展的具現化
　　　 　多様な市民、学生、研究者、市民活動団体、関係者に財団理念や事業内容を

紹介するツールとして、ＨＰ上でのブログの積極的な活用を通じた双方向のコミュニ

3．贈呈式
　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団の2021年度贈呈式が、令和3年9月7日札幌
プリンスホテルで開催されました。

挨　拶

公益財団法人秋山記念生命科学振興財団�理事長

秋山　孝二
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ケーション向上です。
　　　 　事業では、このところ話題になっている「ダイバーシティ」、とりわけ日本社会全般で

立ち遅れる「ジェンダー差別解消」の動きに注目しています。一財団の影響力は限ら
れてはいますが、当財団でも以前から議論になっている女性研究者への支援（今年
の研究助成38件の内女性3件）は、当財団設立者が女性という出自もあり、具体的
な事業展開を目指し、理事会・評議員会・選考委員会のジェンダーバランスと共に、
研究助成申請・採択における女性比率向上の具体策の議論を進めて参ります。

　2．「アウトリーチ活動」の新たな展開
　　　 　今後の財団事業の方向性として、全道地域を対象とした若い世代、研究者、地

域づくりの担い手、地元の教育機関、受領者との更なる連携強化を推進する所存
です。当財団は、2013年度からこの活動を本格的に実施し、財団の重要な事業とし
て位置付けており、特に『防災』をテーマに、避難所における課題に注目したり、今後
ともフィールドの違いを越えて広い視点から課題解決に向けたコラボレーションを実
現して参ります。この10年を振り返ってみても、原発事故等の災害、コロナ等のパンデ
ミックにおいて発せられるメッセージに対して、いわゆる「専門家」「研究者」と市民と
の距離・違和感とでも言うのでしょうか、専門分野の方々のメッセージが心に響いて
来ない、届かない状況を多くの市民が感じています。日頃からのアウトリーチ活動を通
じて、市民はもちろんのこと研究者ご自身にとっても有益な場となることを期待します。

　　　 　終わりに、昨今の社会課題に対して、現政権をはじめとする政治の世界での『科
学的知見』の欠如は深刻で目を覆うばかり、また国際社会における日本の埋没、劣
化を感じているのは私ばかりではないでしょう。生命科学を基盤とした秋山財団らし
い新しいステージでの「アウトリーチ活動」を提起し、この実現の為にもここにお集り
の研究者・市民の皆さま、財団関係者の皆さまの更なるご協力・ご提案をお願いした
いと思います。

　　　 　重ねて、本日の受賞・受領、誠におめでとうございます、今後のご参会の皆さまの
ご活躍を心から期待しています。
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　秋山財団の理事を務めさせていただいております、北海道大学の大原と申します。
　改めまして、本日、秋山財団から財団賞を受賞されました北海道大学大学院薬学研究
院の松田正先生、また、一般助成、奨励助成、ネットワーク形成事業助成に採択されました
皆様にお祝いを申し上げます。皆様、このコロナ禍において、本日のご出席に関しましては大
変悩まれたことと思いますが、ご出席いただき、本当にありがとうございます。財団としても、こ
の「贈呈式」の開催にあたりましては、大変苦慮いたしました。
　昨年度はこの「贈呈式」を中止するという決断をさせていただきました。しかし、その一方
で、財団としては、受領された皆様にお目にかかれる機会、そして、受領者同士が一堂に会
する場がなくなってしまったことを大変残念に思っておりました。そこで、昨年、助成を受けた
方々に関しては、なんとか財団との繋がりを持っていただきたいという思いで、オンラインでの
受領者の交流会を開催させていただきました。出来るだけご専門とは異なる分野の方 と々
接点を設けるために、事前に参加者を6、7名のグループに分け、理事長、歴代の選考委員
長の先生方がファシリテーターとなり、交流する試みも実施いたしました。本日も、ご出席いた
だけない受領者の方 も々たくさんいらっしゃいますので、また、オンライン交流会などを企画さ
せていただくことがありましたら、是非、ご参加のご協力をよろしくお願い致します。
　一方、この贈呈式に何度もご出席されている理事、評議員の皆様におかれましても、本日
の贈呈式のスタイルは、これまでとは全く方式が異なり、受領者の皆様が登壇されるのでは
なく、秋山理事長には「結婚式のキャンドルサービス」のように、皆様のテーブルを回っていた
だきました。コロナ禍であるが故に、諦めてしまうこともありますが、できることは少しでも、前向
きに実施できたらと思っております。これも、過去の贈呈式のスタイルに戻ったとしても、そのう
ち、「あー、そういえば、そんな贈呈式もあったね」と言える日が来ることを切に願っております。
　とにかく、皆様におかれましては、コロナでさまざまな研究、そしてネットワーク活動に支障
が出ているかと思いますが、これを乗り越えて、素晴らしい成果を上げていただくことを、期待
しております。本年の助成を受領されたこと、そして、本日、贈呈式にご出席いただきましたこ
と、改めて、お祝いと感謝を申し上げて、ご祝辞とさせていただきます。

祝　辞

秋山記念生命科学振興財団　理事
北海道大学大学院地球環境科学研究院　教授

大原　雅
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　本年度の秋山財団賞、ならびに各種研究助成の選考経過概要について、選考委員会委
員を代表して報告いたします。まず、このたび、秋山財団賞を受賞される松田正先生、ならび
に各研究助成をお受けになる皆様に心よりお祝いを申し上げます。おめでとうございます。

　最初に「秋山財団賞」について紹介いたします。本年度は5名の方が受賞候補者として推
薦されました。全ての候補者の推薦書を選考委員・全員が審査して評価を行い、評価の集計
結果に基づいて合議をいたしました。その結果、出席委員全員一致で、北海道大学大学院
薬学研究院・教授・松田正（まつだ　ただし）先生を2021年度・秋山財団賞受賞者に決定いた
しました。受賞テーマは「免疫疾患制御を目指すサイトカインシグナル伝達機構の解明」です。
　私たちの体内では、IL-6というサイトカインが、生理・病理の双方で極めて重要、かつ多彩な
役割をもっております。松田先生は、「IL-6/STAT3シグナル伝達経路の制御」をはじめとする
一連の先駆的研究、免疫疾患の病態や発症機序の研究で、まさに世界をリードする成果を
あげてこられました。さらに、ご自身の手で基礎研究成果を免疫疾患治療薬の開発・実用化
へと導いてこられました。
　松田先生は、北海道大学で約20年間にわたってこうした研究を展開するとともに、関連研
究領域の活性化や、若手研究者の育成、あるいは市民への啓蒙・啓発活動にも取り組んでこ
られました。先生のお仕事は、私たち市民社会の健康の維持・増進、ならびに生命科学研究
や科学技術産業の振興を支える大きな功績と申せます。
　（この後、ご講演をいただきますので、皆さんと一緒に楽しませていただきます。）

　続いて「研究助成」です。本年度、「一般研究」は100件、「奨励研究」は48件、総数で昨
年比1.2倍を超える多くの応募がありました。各申請を2名の選考委員が個別に審査し、主に
は研究内容を対象とし、加えて申請者の当該研究に対する想いや情熱、さらにアウトリーチ活
動への理解・意欲などを充分に考慮して評価を行いました。選考委員会ではその評価を基
に、上位の申請について慎重かつ充分な議論を行いました。その結果、「一般研究」、「奨励
研究」ともに、予定件数を若干上回る、それぞれ18件を採択することで意見の一致に至りまし
た。採択したテーマは幅広い分野・領域にまたがっております。いずれも様 な々意味で北海道
に根ざし、ユニークかつ優れた内容の研究計画です。

財団賞・研究助成選考経過報告

研究助成選考委員長
北海道大学大学院獣医学研究院　教授

稲葉　睦
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　最後は「アレルギー特別研究助成」です。この研究助成は、臨床アレルギー学の発展に貢
献された、日本アレルギー学会・前理事長の、故秋山一男先生のご遺志を受けて2016年度か
ら実施しております。本年度は3件の応募があり、特任選考委員2名からなるアレルギー特別
助成選考委員会にて審査の結果、アレルギーの仕組みの基礎研究、ならびにアレルギー治
療薬作用機序の研究の2件が採択されました。これらも市民社会の健康と健全につながる大
きな支援になるものと期待をいたします。

　以上が「選考経過の概要」でありますが、少し付け加えます。

　先ほども触れましたが、選考委員会では研究助成の審査・評価に際して、その基本的な姿
勢を、毎年、改めて議論しております。生命科学のホットな話題、大きな成果が期待できる、ある
いは地域・国際社会の健康・健全や発展に効果が期待できる研究、こうした研究の価値を認
めることはもちろんです。しかし、ごく小さな一端であれ、生命現象の未知の仕組みの解明に
挑む研究、誰も思いつかなかったユニークなアイディアや、好奇心を刺激してくれるような題材
でのチャレンジングな研究、さらには、「なるほど、これこそ北海道の研究だ」という研究などな
ど、そういう「面白い」研究、ちょっと「尖った」研究の支援を大切にしたい。そういう思いを共有
して、書面審査と合議を行いました。
　先に「充分な議論」と申し上げましたが、実際に相当の熱い議論があった、と申し上げます。
繰り返しますが、もちろん、生命科学の基礎的素養を充分に備え科学的に優れた計画である
ことは必然です。その上で、果たして「ワクワクする」「ぜひ北海道のこの人にやってもらいた
い」こういう主観を加えた熱い議論をし、財団の理念を活かせたことを選考委員会として幸い
とし、また誇りとしたいと思います。
　一点、残念だったのは、女性研究者からの申請自体が少なかったことです。これは選考委
員会でも話題となりましたが、社会の大きな問題として捉える必要があります。
　もう一点は「アウトリーチ活動」への理解です。科学研究の成果は、研究者自身の満足や
科学技術の発展を通しての社会還元はもちろんですが、加えて、生命科学に対する市民の
理解を深め、研究者自身を含め市民社会を賢くする、そして善い人間社会の形成につながる
こと、これらを決して忘れてはいけないでしょう。例えば、長く続くコロナ禍のなかでは、自然科学
についての教育の不充分さや、為政者の認識・理解の欠如を感じる場面が少なくありません。
市民、特に次世代に対する「アウトリーチ活動」の大切さは、こうした現状を、研究者が個々の
立場から少しずつ変えていくことにあるはずです。審査にあたっては、この点で充分な理解と
意欲をもっていることを重視しました。
　研究助成を受けられる皆様におかれましては、本財団研究助成の趣旨を改めてご理解い
ただきつつ、それぞれの研究に果敢に挑み、一層深めるべく研鑽されますよう心よりお祈り申し
上げます。
　最後に、財団賞の受賞と研究助成の採択を改めてお祝い申し上げます。おめでとうござい
ます。
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　本日、財団賞、研究助成、ネットワーク形成事業助成を受賞・受領される皆様、誠にお
めでとうございます。
　本年度のネットワーク形成事業助成の選考経過について選考委員会を代表いたしま
して、ご報告申し上げます。「ネットワーク形成事業助成」は、北海道において社会的課
題の解決に向けて、さまざまな領域のＮＰＯ、事業者、専門家、市民が関係性を紡ぎなが
ら新しい公共の担い手として、共通の目標に向かってすすむプロジェクトを応援するもの
です。
　未曾有のパンデミックの終息が見通せない中、相次ぐ災害、気候変動、格差などの社
会問題が山積しています。北海道では、高齢化、地方の人口減少、医療福祉人材の不
足など私たちが知恵を出して解決していかなければならない多くの課題があります。こう
した課題に市民の独創的なアイディアで、時代を先取りするネットワークを形成して向き
合い、持続可能な地域を目指し、北海道を元気にして未来につなごうという意欲的なプ
ロジェクトを応援するのが、この「ネットワーク形成事業助成」です。3年間にわたる助成
で着実に質的なステップアップを目指す計画であるかどうかも見極めながら選考にあたり
ました。
　2021年度ネットワーク形成事業助成には、9件の応募がありました。
　4月13日、選考委員4名全員出席のもと選考委員会を開催し、一次選考をおこないま
した。申込書に書き込まれた、それぞれ背景の異なる“地域をつなぐ”プロジェクトへの熱
い思いを感じながら、活動計画・到達目標の組み立て、収支計画の妥当性、ネットワーク
構築への意欲、地域社会に新しい時代を提起するものであるか等、選考基準に従って
評価をおこない、様々な角度からの考察を忌憚なく出し合いました。
　9件の応募案件は、それぞれに積み重ねてきた活動を基点としてネットワークを広げる
ことで社会的課題の解決に向かうプロセスが描かれ、SDGsの目標を意識したものでし
た。意欲的な提案が多く見られましたが、3年間の助成終了後の自立についても評価を
行いました。課題解決の道筋がわかりやすいプロジェクトもあれば、アウトカムの設定が見
えにくい提案もあり、選考委員の活発な議論で絞り込みを進めました。最終的には、従来
の地域社会の枠組みの限界を突破し、新たな公益の担い手として北海道の未来を切り
開く可能性をみてとれる提案3件について2次選考を行うことを決めました。

ネットワーク形成事業助成選考経過報告

ネットワーク形成事業助成等選考委員長
NPO法人北海道NPOサポートセンター　理事

加藤　知美
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　5月13日、選考委員4名全員出席のもと、2次選考をおこない、プロジェクトの代表者や
責任者に面接を実施しました。3分間のプレゼンに続いて選考委員からの質問に応じ
ていただき、各25分間でネットワーク形成による地域課題解決の意欲などをつぶさに伺
いました。面接終了後の審議では、採択案件の決定が難航しましたが、最終的に2件の
採択を決定しました。
　また、同日、2019年度、2020年度採択の各4件の継続プロジェクトについて、半期ごと
の報告書と企画書を基に協議しました。長引く新型コロナウイルスの影響により対面の
活動や集会が制約される中、さまざまな工夫をこらして目標達成に向けた努力がみられ
ることに敬服しつつも、活動計画の遅れは否めず年度をまたいでの繰越金の活用にも応
じることとしました。一部活動が停滞しているプロジェクト、新型コロナウイルスによる制約
を受けるプロジェクトについては、減額や繰越金を充当することとし、全8件の助成金額
を決定しました。
　ネットワーク形成事業においては、人と人との新たなつながりが力となります。オンライン
を併用したとしても、対面でのコミュニケーションならではの発見や気づきは、とりわけ地
域社会の課題解決には欠かせないものです。新型コロナウイルスの一日も早い終息を願
うばかりです。
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4. その他の事業活動
（1）刊行物の発行

　次の資料を発刊し、関係各部に配布した。
・秋山財団年報VOL.34・令和2年度（600部）

（2）施設の維持管理（秋山メモリアルハウス竣工�1994年10月31日）
　施設を財団事務局の業務に恒常的に使用するほか、基本財産の維持・管理のた
め保守整備に努めた。

（3）情報化体制整備
　当財団ＨＰ、公募案内ポスターの配布及びアウトリーチ活動などを通じて、助
成公募のより一層の周知に努めるとともに、贈呈式などの動画・写真を公開して
積極的な情報開示を図った。
　更にＨＰを活用し、助成受領者や若い世代をはじめとする多様な研究者、市民、
高校生とのコミュニケーションを重視した双方向性を強化した。

（4）アウトリーチ活動の取り組み
　2021年度は、理事、監事、評議員、選考委員、研究者、ネットワーク形成事
業助成プロジェクトの協力を得て、財団自らがアウトリーチ活動の取り組みを
行った。この活動は、中学生、高校生、大学生などの若い世代をはじめ、幅広い
市民との相互交流のプラットホーム（ステージ）形成を目的として2013年度よ
り本格的に実施したが、当初の想定を超える大きな反響を頂き、財団を介した「人
材育成」、新しいネットワーク構築の手ごたえを実感した。特に、若い世代との
新しい繋がり、拡がりに今後の財団事業の方向性、果たすべき役割に大きな展望
を見出している。

［2021年度�アウトリーチ活動の報告］
①「海洋生物から抗ウイルス薬を見つけたい」プロジェクト
　日　時：2021年5月17日（月）～7月1日（木）
　場　所：オンライン
　プログラム：	当財団	酒井研究助成選考委員によるアウトリーチ活動。「海洋生

物から抗ウイルス薬を見つけたい」プロジェクトを通して海洋天
然物に秘められた力と魅力を伝える活動を実施。

②2021年度	ネットワーク形成事業助成交流セミナー
　日　時：2021年7月9日（金）13：30～16：30	
　場　所：オンライン
　プログラム：	NW受領者25名、ファシリテーター（評議員1、選考委員4）が出

席。各プロジェクト紹介後、グループトークを実施し、受領者相
互を繋ぐ交流・情報交換を行った。

	
③2020年度	研究助成受領者オンライン交流会
　日　時：2021年8月3日（火）13：30～15：00
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　場　所：オンライン
　プログラム：	2020年度研究助成受領者33名、ファシリテーター（理事1、評議

員3）が出席。秋山財団賞受賞者メッセージ、受領者からのメッ
セージの他、グループトークを実施し、受領者相互を繋ぐ交流・
情報交換を行った。

④秋山財団	贈呈式
　日　時：2021年9月7日（火）13：30～
　場　所：札幌プリンスホテル	国際館パミール（札幌市中央区南2条西12丁目）
　プログラム：	贈呈式、財団賞受賞記念講演、自由交流会。

⑤ESG投資研究会
　日　時：	2021年10月4日（月）・10月15日（金）・11月9日（火）・	

12月8日（水）・2022年1月17日（月）・2月7日（月）・2月17日（木）
　場　所：オンライン
　プログラム：	公益法人に対するESG投資の理解促進及びESGに配慮した運用機

会・商品の提供を行うことを目的に公財）公益法人協会が立ち上
げた研究会に理事長が出席。10/15の特別講演会には桜井、岩崎
も参加。

⑥2021年度	中学生向け体験教室「親子のための体験薬剤師」
　日　時：2021年10月31日（日）
　場　所：北海道科学大学　手稲前田キャンパス
　プログラム：		北海道科学大学、財団共催によるアウトリーチ活動。中学生・保

護者を対象とした、親子のための体験薬剤師を実施。薬剤師の仕
事＆生命科学の実験ワクワク体験教室を開催。

⑦助成サミット2021	第2回
　日　時：2021年11月18日（木）
　場　所：オンライン
　プログラム：		NPO法人北海道市民環境ネットワーク（きたネット）ほか環境

助成サポートチーム主催のセミナー。「パナソニックNPO/NGO
サポートファンドfor	SDGsから学ぶ、環境市民団体に必要な支
援とは」について他財団との意見交換を実施。秋山理事長、岩崎
が出席。

⑧医療・防災産業創生協議会
　日　時：	2021年9月16日（木）・11月16日（火）・11月25日（木）・12月16日（木）	

2022年1月14日（金）・3月24日（木）・3月25日（金）
　場　所：オンライン
　プログラム：		自然災害やパンデミックの頻発、「基幹産業」のメルトダウンと

工業生産力モデルの限界、高齢化等による日本社会の持続可能性
の低下などの問題認識のもと、国民の命と富を守り、次の時代に
適った産業創生を実現することを目的設立。理事長が出席。
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⑨寒冷期の災害に備えよう！体験会
　日　時：2021年12月4日（土）
　場　所：長沼町	旧・北長沼小学校
　プログラム：	ネットワーク形成事業助成等選考委員	荒谷明子氏によるアウト

リーチ活動。講師に北海道看護大学教授	根本昌宏氏を迎え、学
校設立のための寒冷時期における避難体験を実施。

⑩まちづくり講座	～夢をふくらませ動いてみよう！～
　日　時：2022年1月29日（土）・2月5日（土）・2月12日（土）
　場　所：長沼町	あざらしとしろくまホール
　プログラム：	ネットワーク形成事業助成等選考委員	荒谷明子氏によるアウト

リーチ活動。講師にワーカーズコープ北海道の石本依子氏、オブ
ザーバーにNPO旧小熊邸倶楽部	東田秀美氏、NPOファシリテー
ションきたのわ	宮本奏氏を迎え、市民が協同労働（ワーカーズ
コープ）の仕組みについて学びながら、まちづくりの夢を実現に
向けて動き出すきっかけになることを目的とした集中講座を実施。

⑪第3回	SDGsクリエイティブアワード
　日　時：2022年1月29日（土）
　場　所：オンライン
　プログラム：	世界が抱えている課題や、地域での協働アクションをあらゆる方

法で表現した動画作品の募集（2021.6.14～9.26）・表彰（2022.1.29）
を通じて、SDGsに取組んでいる人々を支援し、世界中で対話や
アクションの輪を広げる活動に理事長が参加。オンライン表彰式
には岩崎もウェビナー参加。

⑫SDGs	Quest	みらい甲子園北海道エリア大会
　日　時：2022年3月30日（水）
　場　所：オンライン
　プログラム：	高校生が持続可能な地球の未来を考え行動するために、SDGsを

探究し、社会課題解決に向けたアイデアを考える機会を創発し、
そのアクションアイデアを発表・表彰する大会。募集（2021.10.20
～12.17）・表彰（2022.3.30）。北海道ファイナル（セレモニー）
にはオンラインで岩崎が代理出席。秋山記念生命科学振興財団賞
を発表。



2021年度

（2021年9月）

秋山財団 助成金受賞者・受領者の皆さま

《贈呈書授与式》

《受付の様子》

総合司会　秋山財団 井上評議員

秋山理事長よりご挨拶



秋山財団賞の贈呈
松田先生には贈呈書と記念品のクリスタルを贈呈

加藤 ネットワーク形成事業助成選考委員長より選考経過報告稲葉 研究助成選考委員長より選考経過報告



（左から）秋山孝二理事長、北大・夏賀健先生、札医大・井戸川雅史
先生、秋山財団賞北大・松田正先生、科学大・立浪良介先生、森美
和子副理事長

（左から）佐藤昇志理事、秋山理事長、北大・河野通仁先生、旭医大・
後藤正憲先生、北大・菊川峰志先生、北大・山口聡一郎先生、小磯
修二理事

研究助成（一般）の贈呈



（左から）秋山理事長、旭医大・村田憲治先生、旭医大・中山恒先生、
北大・小泉逸郎先生、北大・松野啓太先生、上田宏理事

（左から）石本玲子理事、秋山理事長、北大・小柳香奈子先生、北大・
佐藤正晃先生、北大・佐々貴之先生、北大・戸田知得先生、加藤知美
選考委員長



研究助成（奨励）・
アレルギー特別助成の贈呈

（左から）大原雅理事、秋山理事長、旭医大・寺澤武先生、医療大・佐
藤浩輔先生、北大・小笠原泰志先生、稲葉睦選考委員長、秋山基理事

（左から）秋山理事長、北大病院・岡本迪成先生、北翔大・髙田真吾先生、
循環器病院・相川忠夫先生、北大・打浪雄介先生、市川聡選考委員



（左から）秋山理事長、北大・福永久典先生、札医大・山本聡先生、北大・
半田悠先生、北大病院・菊地央先生、医療大・金尚永先生、佐藤美洋評
議員

（左から）秋山理事長、旭医大・澤本一樹先生、北大・吉澤知彦先生、医
療大・坪郷哲先生、北大・勝山彬先生、札医大・上原康昭先生、渡辺雅
彦選考委員



（左から）角田貴美評議員、杉山逸子選考委員、秋山理事長、栗原清昭
評議員、ファシリテーターきたのわ・宮本奏様、さっぽろ里山会議・永
田勝之様、荒谷明子選考委員

ネットワーク形成事業助成の贈呈

（左から）秋山理事長、北大・鈴木雅先生、東京農大・黒田真道先生、札
医大・山本圭佑先生、北大・北岡直樹先生、中村泰道監事、神正義監事
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《祝辞》

秋山財団賞受賞 松田　正 様の記念講演

《秋山財団賞�受賞記念講演》

秋山財団 大原理事による祝辞と閉会のご挨拶
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《交流会》



第3章　研究助成金受領者からのメッセージ

≪2021年度 一般助成≫
1 ．中山　　恒	 2 ．寺澤　　武	 3 ．河野　通仁

4．佐藤　浩輔	 5 ．夏賀　　健	 6 ．佐藤　正晃

7．山口聡一郎	 8 ．小柳香奈子	 9 ．後藤　正憲

10．佐々　貴之	 11．松野　啓太	 12．村田　憲治

13．戸田　知得	 14．菊川　峰志	 15．小笠原泰志

16．立浪　良介	 17．井戸川雅史	 18．小泉　逸郎

≪2021年度 奨励助成≫
1 ．北岡　直樹	 2 ．髙田　真吾	 3 ．長谷川智香

4．菊地　　央	 5 ．古部瑛莉子	 6 ．打浪　雄介

7．金　　尚永	 8 ．黒田　真道	 9 ．相川　忠夫

10．澤本　一樹	 11．勝山　　彬	 12．坪郷　　哲

13．山本　　聡	 14．上原　康昭	 15．福永　久典

16．半田　　悠	 17．吉澤　知彦	 18．岡本　迪成

≪2021年度 アレルギー特別助成≫
1 ．鈴木　　雅	 2 ．山本　圭佑

［受付順・敬称略］



59

研 究 者：中山　恒
旭川医科大学医学部薬理学講座
教授

研究テーマ：乳がんの早期診断を可能にする低
酸素検出型リキッドバイオプシーの
基盤創出

研究成果要旨
　正常な血管網を欠く腫瘍組織では、厳しい低
酸素環境が形成されており、低酸素応答の顕著
な活性化が認められる。われわれは、このような体
内環境を模倣する、乳がんスフェロイドの長期低
酸素培養を行い、乳がんの早期診断に用いること
のできる分子指標の同定を試みた。まず、乳がん
細胞株MB231細胞のスフェロイド作製条件を検

討し、細胞外マトリックスを添加する新たな培養方
法を確立した。この方法を用いることで、直径
500µm以上のスフェロイドが多数形成されるように
なり、腫瘍組織をよく模倣した試料から、分子生物
学的解析に十分な材料を調製することが可能に
なった。次に、スフェロイドの表面抗原を、FACSを
用いて検証したところ、CD44の発現が減少するこ
とが明らかになった。さらに、定量PCRを用いた解
析から、低酸素に応じて発現が上昇する遺伝子
群がスフェロイドで多種発現していることが明らか
になった。現在、スフェロイドの大規模培養を行い、
培地内に含まれる液性因子や核酸の同定を進め
ており、今後これらの分子が乳がんの早期診断に
有効であるか、臨床検体を用いて検証したい。

　現所属に着任してから、一年半が過ぎた。着任
した時に、空気がきれい！お米がおいしい！星空
が美しい！なんて素晴らしいところに来たんだろう、
と深く感じ入ったことを思い出す。それから二冬を
乗り越えた今、あれほど感動した数々のことをあま
り感じなくなっている。一年半で環境が変わるはず
もないので、知らず知らずのうちに自分が変わった
のだ。研究活動に目を向けてみる。細胞を観察し、
遺伝子を抽出する。実験
記録をつけ、論文を読む。
おおよそこのようなことを
毎日行っている。普段はこ
れでよしと思っているが、よ
くよく考えてみるとそこに大
きな感動はなく、ルーティン
になっていることに気づく。
これではいけない、実験
科学者は日々の実験の
中で、高い集中力と鋭い
観 察 眼を持つ必 要 が
あったはずだ。細胞の形
は変わっていないだろう
か、遺伝子の収量はいつ

もと同じだろうか。ちょっとした違いに気づくことが大
きな発見につながることは、先人たちの足跡が示し
ている。三年目に向かうこの春、鈍ってしまった五
感を研ぎ澄まし、きらりとした何かを見つけられるよ
う、研究にも日常生活にも新たな気持ちで向き合い
たい。

心機一転の春

安孫子初代教授と研究室のメンバー。
薬理学講座の伝統の重みをひしひしと感じる（右端が筆者）。
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研 究 者：寺澤　武
旭川医科大学先進医工学研究
センター�講師

研究テーマ：自己組織でできたステント付き心臓
弁グラフトに関する研究

研究成果要旨
　重症弁膜症患者に対し臨床では人工心臓弁
への置換術が行われる。人工弁には機械弁と異
種生体弁が用いられるが、機械弁は抗血栓性が
低く、異種生体弁は抗血栓性が高いが、抗原性
抑制処理に依る劣化により耐久性が問題となる。
我々は鋳型となる人工物を皮下に留置しその周
囲に生じる結合組織でグラフトを作製する生体内
組織形成術により、抗血栓性と耐久性を兼ね備え

る自己組織由来の心臓弁（バイオバルブ）の実用
化を目指している。
　本研究では、バイオバルブの鋳型のデザインに
より血行動態の改善を図ることを目的とした。設計
した鋳型をヤギ皮下に3か月埋入後摘出し、12個
中11個で完全なバイオバルブを得た。模擬循環
回路による既存生体弁との比較ではバイオバルブ
の逆流率は7.4％で既存弁の2.2%より高いが、圧
較差は約1/4で優位だった。ヤギへの弁移植実
験における心エコー評価では肺動脈弁として有
効に機能した。バイオバルブは既存弁より圧較差
が優れ、有効な弁として機能した。今後、さらに鋳
型の改良を進め逆流率を改善し臨床応用につな
げる。

　私は旭川医科大学 先進医工学研究センター
で、自己組織から形成される人工心臓弁の開発
に携わっています。この研究に取り組む契機になっ
たのは約10年前、子供が心内膜床欠損症という
心臓弁と中隔がうまく形成されない疾患を患って
出生したことです。当時の担当医から、「将来おそ
らく機械弁へ交換する必要があるね。弁は手術で
形成したけど、身体の成長にともなって弁は大きく
ならないから。」と説明されたように記憶していま
す。全くの素人であった私は人工心臓弁を調べ、
機械弁は生涯にわたる薬の服用が必要で、感染
した場合は再交換のリスクがあること。生体弁は、
劣化により5～10年程度で再交換が必要なことを
知り、とても衝撃を受けました。当時私はメーカーで
自動運転車の研究開発をしておりましたが、全く背
景が異なる私でも何か次世代の心臓弁開発でお
役に立てることはないかという思いで、当時、国立
循環器病研究センターの中山泰秀先生にご相談
に伺った日が思い出されます。
　医療の現状は、まだまだ手の打ちどころがない
疾患や、生き永らえさせることはできても十分な
QOLの向上が見込めない現状があり、医学研究
の必要性を痛感しております。私たちの技術は鋳
型とよぶ人工物を生体皮下に埋込するだけで移
植用の心臓弁形成できるため高度な設備は不要
で、北海道の地にこそ相応しい技術だと考えてい

ます。患者さんの希望につなげられるよう、早急に
臨床応用を目指していきます。

からだのなかで移植用心臓弁をつくる

ラボメンバーと移植用組織体の形成と評価実験中
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研 究 者：河野　通仁
北海道大学大学院医学研究院�
免疫・代謝内科学教室�助教
（2022年4月1日より北海道大学
病院リウマチ・腎臓内科�助教）

研究テーマ：T細胞細胞内代謝に注目した強皮
症の新規治療開発

研究成果要旨
　全身性強皮症は全身の臓器の線維化を特徴
とする自己免疫性疾患のひとつである。約15％に
肺動脈性肺高血圧症（PAH）を合併し3年生存
率は50％程度と予後は非常に悪いが、現時点で
強皮症に特異的な治療はない。間質性肺炎の急
性増悪などには免疫抑制剤が使用されるが易感
染性という副作用が必発である。本研究では強

皮症ではIL-17産生CD4陽性細胞（Th17）と制
御性T細胞（Treg）のバランス異常に注目して研
究を行った。
　まず健常者ならびに強皮症患者の末梢血単核
球を分離し、フローサイトメトリーを用いてTh17、
Tregの割合を検討したところ、健常者でTh17が
増加していた。次に抗炎症性代謝産物であるXに
注目し、Xの 有 無 でマウスnaive T細 胞 から
Th17、Tregへ分化したところTh17の分化はXに
より抑 制され、Treg分 化は促 進された。また
RNAseqやメタボロミクスを用いてそのメカニズム
を検討したところ、複数の代謝経路の変化が明ら
かとなった。現在肺高血圧症モデルを確立し、X
の治療について検討を行っており、今後の治療応
用が期待される。

　生物が生きていくには栄養、エネルギーが必須
であるのと同様に、細胞が生存していくのにも栄
養、エネルギーが必要です。私は細胞の中でどの
ように栄養、エネルギーが利用され、それがどのよう
に代謝されているかに注目して研究を行っていま
す。近年細胞によりどの代謝経路を利用している
かが全く異なり、その代謝を変化させることで、細
胞の生存や増殖、機能、分化を制御できることが
明らかとなってきました。これまで
に我々はT細胞の分化に解糖
系やグルタミノライシスが重要で
あること、それらが自己免疫性
疾患の新規治療ターゲットとなる
ことを明らかにしてきました。免疫
とは、外部から異物が侵入して
きたときにそれを排除しようとする
システムですが、自己免疫性疾
患は、その免疫が暴走し、自分
を攻撃してしまうことで起きる病
気です。新型コロナウイルス感
染症も重症化の際には免疫の
暴走がおき、自己免疫性疾患と
似た状況になっていることがわ
かってきています。
　現在、悪性疾患に対する細

胞内代謝をターゲットとした治験が進められていま
す。我 も々自己免疫性疾患において細胞内代謝
を制御することで新規治療を開発することを目的
に研究をすすめています。志のある優秀な仲間とと
もに、これまでとはメカニズムの異なる治療を開発
し、難治性自己免疫性疾患の患者さんの未来に
繋がるような新規治療開発を目指し、日々 精進して
まいります。

細胞内代謝

細胞内代謝を研究しているグループメンバーとともに（筆者は上段中央）
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研 究 者：佐藤　浩輔
北海道医療大学薬学部生命物理
科学講座薬品分析化学分野
准教授

研究テーマ：化学修飾ヌクレオシドによる新規核
酸－タンパク質架橋反応の開発

研究成果要旨
　本研究では阻害剤としても分子ツールとしても
利用可能な核酸－タンパク質間を架橋する新たな
コンセプトを提供することを最終目的とし、新規な
化学修飾ヌクレオシドによる核酸－タンパク質架橋
反応の開発を行った。
　その結果、新たにピリミジン骨格及びピリジン骨

格を持つ新規ヌクレオシドを各１種ずつ合成するこ
とに成功した。これらのヌクレオシドはいずれもヌクレ
オシド塩基部としてのピリミジンまたはピリジンのヨー
ド体と共通の糖部であるグリカールとのHeck反応
により合成することが可能であった。これらのヌクレ
オシドの反応性を検討したところ、いずれもこれまで
と同様にSH基との高い反応性を示した。また、ピリ
ジン骨格を持つ新規ヌクレオシドはNH2基とも反応
することを明らかにした。これらのヌクレオシドはオリ
ゴヌクレオチドへ導入するためのホスホロアミダイト
ユニットとし、DNA中の任意の箇所への導入を
行った。今後はこれらの化学修飾DNAを用いた
各種タンパク質との架橋反応を検討する予定であ
る。

　まずは添付の写真をご覧ください。これは私が
以前に化学合成した新規の蛍光物質の水溶液
である。左の少し緑色に近いのは酸性溶液、右の
青く見えるものはアルカリ性溶液である。私は現
在、北海道医療大学薬学部で「機器分析学」とい
う講義を3年生に行なっている。この中の「蛍光光
度法」という単元の講義で用いている溶液であ
る。以前は実物を見せることはせず、私の研究でも
蛍光物質を作っているよ、という口頭での紹介程
度に（さらっと）話していたのだが、ある時、講義後に

「先生の研究している蛍光はどのようなものです
か？」というコメントをもらったことがあった。そこで、
写真の溶液を調製し、次の講義の最初に学生の

目の前で光らせてみた。その時は「へ～」という感
じで終わった（私も「まあ、こんな反応だよね」と思っ
た）。ところが、彼らが高学年になっても、その時の
話をしてくる学生が（たくさんではないが）複数いる
ではないか！現在では、毎年この溶液を見せpHに
よりなぜ色が異なるのか、という話を講義の際にし
ている。（講義内容も覚えているかは別論である
が）やはり実体験で印象に残るということは大切な
のだな、と再認識した次第である。薬学部で言う
と、実習や卒業研究において、短い期間でどれだ
けのインパクトを学生に残せるか、ということになる
かと思う。その実体験が少しでも残り、学生の糧と
なるように、今後も教育・研究に励んでいきたい。

「実体験のインパクト」

どちらも同じ蛍光物質が溶けています
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研 究 者：夏賀　健
北海道大学大学院医学研究院皮
膚科学教室
准教授

研究テーマ：表皮水疱症に対する疾患修飾療
法の開発

研究成果要旨
　水疱の治癒過程をex vivoで観察するために、
美容用に採取された腹部のヒト皮膚片にシリンジ
を用いて陰圧をかけて水疱作成を試みたが、再
現性のある水疱は観察されなかった。このため、マ
ウスによる実験を行うこととした。まず、基底膜の観

察のためにマウス皮膚から表皮のみを酵素で除
去し、表皮側からwhole mountで真皮成分の細
胞外マトリクスを観察したところ、基底膜の主要な
分子である4型コラーゲンに配向性があることが
判明した。また、新生仔野生型マウス皮膚にシリン
ジで陰圧をかけて水疱を作成し、この部分の皮膚
を採取してex vivoで水疱治癒過程を観察できる
か試みたが、in vivoの状態とは異なり、表皮細胞
の上皮化はみられなかった。このため、in vivoで
の水疱治癒過程のlive imagingの条件を現在
検討している。生体マウスの水疱蓋を取り除いて
同部位のみ核染色を行って観察したところ、毛包
の深さまで描出されることが判明した。

　私は痛みに鈍感な人間である。壁についたシー
ルの残滓をみたら、水ぶくれになるまで指で擦り続
けてしまう。海のキャンプでランタンを素手で握って
しまったときも、海水で冷やして痛み刺激をむしろ
高めるほどである。そのときは古代から因幡の白兎
が、私の水ぶくれだらけの手のひらに舞い降りた。
そういうことがあってかなかってか、私は気がつくと
水ぶくれ専門の医学研究者になっていた。表皮水
疱症は、皮膚が生まれつき弱く全身に水ぶくれを繰
り返す病気で、日々 傷の痛みに苦しめられる。根治
療法がなく、患者さんは傷口に包帯を巻いて処置
するほかない。研究者の端くれの私は、この病気
の治療法を開発しようと日夜取り組んでいる。ある

日ふと私は水ぶくれがどのように治るのか、どの成
書や論文にも書かれていないことに気づいた。そ
こで一念発起、大学院生のお尻を叩いてネズミと
戯れさせ、水ぶくれが毛を作る細胞から治ることを
解明して無事論文発表までこぎつけた。ところが
どっこい、シールやランタンで苦しめられた私の指
先や手のひらには毛がないではないか。毛を作る
細胞がないときには代わりに汗を作る細胞から水
ぶくれが治ると想定されるのだが、ネズミの皮膚に
はほとんど汗を作る細胞がないのでうまく証明でき
ない。まさに一歩進んで二歩下がる痛みを抱えな
がら、やはり鈍感な私は研究を続けている。

水ぶくれとの因縁

水ぶくれは毛を作る細胞から治る
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研 究 者：佐藤　正晃
北海道大学大学院医学研究院神
経薬理学教室�講師

研究テーマ：高速立体スキャン顕微鏡による樹
状突起活動のin�vivoイメージング

研究成果要旨
　海馬は学習や記憶に関わる脳部位であり、その
ニューロンの樹状突起の活動を明らかにすること
は学習の脳内過程を理解する上で重要である。
本研究では、マウス海馬の錐体細胞を観察対象
として、生体内でニューロンの細胞体と樹状突起
の活動を同時に可視化できる蛍光顕微鏡システ
ムの確立を行った。高速なxy平面画像の取得が

できるスピニングディスク共焦点レーザー顕微鏡
に、z軸の焦点を電気的に変化させることのできる
電気可変焦点レンズを組み合わせて、深さの異な
る複数の焦点面をスキャンすることのできる蛍光
顕微鏡システムを構築した。また錐体細胞の樹状
突起の活動を鮮明に画像化するために、ニューロ
ン特異的なプロモーター下に蛍光カルシウムセン
サータンパク質あるいは蛍光膜電位センサータン
パク質を発現するアデノ随伴ウィルスベクターを注
入して、視野内の少数の細胞のみが標識される
条件を決定した。今後はマウスがバーチャルリアリ
ティ環境で空間学習するときの樹状突起活動のイ
メージングへと発展させる計画である。

　私が行っている脳の「イメージング」は、生きた動
物の脳内の神経細胞の構造や機能を、顕微鏡で
直接見て理解する研究手法です。「百聞は一見
に如かず」と諺にあるように、医学や生物学の疑問
は実際に対象を見れば解決するものが意外に多
く、イメージングは現代の科学において極めて強力

な研究手法となっています。私はイメージングの研
究を長年行っていますが、今でも飽きるということは
なく、実験の技術はむしろ年々上達しているように
さえ感じます。カスタムパーツを組み合わせた自分
だけの顕微鏡を自在に操作して、視野の中に目的
の細胞を捉えた瞬間の楽しさはイメージングの醍

醐味です。毎日実験を始める前
のワクワク感は、例えるなら休日
に子供達と釣りに出かけて、その
日初めて水面に釣り糸を投げこ
むときの、あの感じに似ています。
イメージングは技術の進歩が速
く、外国との競争も熾烈ですが、
脳にはまだ観察されたことのな
い未開のフロンティアが広がって
います。結局のところ、イメージン
グに限らず良い研究に必要なの
は、自由と楽観主義と遊び心だ
と思うのです。浮世絵で有名な
葛飾北斎は、晩年自らを「画狂
老人卍」と名乗って、死ぬまで自
らの画業の完成に努めたと言わ
れています。私は平凡な一研究
者に過ぎませんが、まだまだ私な
りにイメージングを究め尽くして、
北斎の境地に少しでも近づきた
いと思っています。

イメージングと北斎

四季折々の自然豊かなキャンパスで研究しています
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　昨今、研究費の審査に際しては、何か人の役
に立つ研究であるかどうかがますます重要になっ
てきているように感じています。一方で、生理学とは
健康な状態の体の仕組みを明らかにするもので
すので、その研究成果は、何か解明すれば病気
の治療にすぐに役立つといったものではない場合
がほとんどだと思います。この度、助成を頂いた私
の研究ではウシの唾液がどのように作られるのか
を明らかにすることを目標としていました。生理学
的研究であり、さらにウシというヒトとは異なった動
物の体の仕組みを明らかにするという、人の役に
立つためにはかなりのステップを経る必要がある
研究です。それでも人類の知識を豊かにすること
には極僅かながら貢献していると思います。エッセ
イにおいて本助成への謝辞は無用とのことでした
が、それでもこのような助成金を得にくい、マイナー
な研究領域に対しても助成を行ってくださったこと
に深く感謝申し上げます。もちろん人の役に立つ研
究は素晴らしいのは間違いないですが、人の役に
すぐに立たないような研究にも支援ができるような
社会の豊かさが、日本において維持・発展していく
ことを心から願っています。そして自分も一見すると
人の役に立ちそうにもない研究からあっと驚くよう
な成果が出せるように、今後も精進してまいります。

研 究 者：山口　聡一郎
北海道大学大学院獣医学研究院
基礎獣医科学分野生理学教室
准教授

研究テーマ：唾液中への高いリン酸分泌能を有
するウシ耳下腺を用いた新規リン
酸輸送体の同定

研究成果要旨
　本研究はウシ耳下腺を標本として新規リン酸輸
送体を同定することを目的とする。ウシ耳下腺の
cDNAを次世代シーケンサーにかけたところ、Cl－/ 
HCO3

－交換輸送体の一つであるSLC26A6の高
い発現が明らかとなった。さらにウェスタンブロットと

免疫染色により、SLC26A6はウシ耳下腺腺房細
胞の特に管腔側膜に発現することが示唆された。
ウシ耳下腺腺房細胞の細胞内のCl－濃度測定と
pH測定を行ったところ、Cl－とHCO3

－の交換輸送
活性が測定された。さらに、リン酸の適用により細
胞内Cl－濃度が減少したことから、Cl－とリン酸が交
換輸送される可能性が示唆された。しかし、強制
発現系ではSLC26A6はリン酸を輸送しなかった。
よって、SLC26A6が少なくとも単体でリン酸輸送を
担う可能性は低いことが明らかとなった。ただし、ウ
シ耳下腺腺房細胞で他のタンパク質と相互作用
してリン酸輸送を担う可能性は残されている。ま
た、SLC26A6がウシ耳下腺腺房細胞のHCO3

－輸
送に関与する可能性も新たに示された。

ウシの唾液に関する細胞生理学的研究というマイナーな研究

唾液を垂らすウシ
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研 究 者：小柳　香奈子
北海道大学大学院情報科学研究
院生命人間情報科学部門バイオ
インフォマティクス分野ゲノム情報
科学研究室�准教授

研究テーマ：リアルタイム選別による未知DNA
配列解読－北海道イネゲノム難解
読領域への応用－

研究成果要旨
　近年の技術革新によりDNA配列解読が高速
かつ低コストになった現在でも、ゲノム中には配列
難解読領域があり、未知領域が存在している。こ
の問題に対して最近、Nanopore社のシーケンサ
を用いて、リアルタイム選別により目的DNAを選別

して配列決定を行う手法が提案された（Payne 
2020 Nat. Biotech.）。この手法は、高価格帯の
シーケンサと高性能解析サーバを用いた実験で
の有効性は示されているが、低価格帯のシーケン
サや通常のPCを用いた検証はなされていない。そ
こで本研究では、低価格で汎用的な機器による
実用化を試みた。
　まずシミュレーション解析による条件検討を行っ
た。次に得られた最適条件に基づき、北海道イネ
の品種キタアケのいもち病抵抗性遺伝子Pi-cdを
含む難解読領域（714kb）（Fujino  2019 TAG）
の配列解読を試みた。その結果、解読された配列
のうち25kb以上のものは68%がPi-cd領域由来の
配列となり、選別に成功した。今後は、より高効率
な選別を目指して更なるを改良を行いたい。

　コロナ禍も2年を過ぎ、負の側面をあげたらキリ
がありませんが、個人的に感じたオンライン化の正
の側面を述べたいと思います。
　2020年3月、来月からの授業をオンラインで実施
せよとのお達しに、多くの教員が翻弄されました。
実施して気付いたことは、産休育休時に使えない
か？ということです。大学の授業は代替教員を見つ
けるのが難しく、休暇が取りづらいという問題があり
ますが、オンデマンド授業の活用でこの問題を解
決できないでしょうか。

　授業に続き、様々な会議がオンラインとなりまし
た。個人的には、時間が節約され研究時間は増え
ました。共同研究についても、気軽にオンライン会
議を利用することで、より効率的に進められるように
なったと感じています。
　学会参加については、私は研究者カップルに多
い別居婚で育児をしており、出張に制限がありま
す。しかし今回、小さな勉強会から大きな国際会議
までオンライン実施となり、様 な々会に参加すること
が出来ました。

　最後に、長引く在宅勤務中、
居場所はどこでもよいのでは？と
いう思いが頭をよぎりました。家
族との時間を大切にする人が
増えたとも聞きます。在宅勤務
は研究者のワークライフバラン
スの充実に活用されうると思い
ます。
　以上、既に子供が大きい事、
解析中心の研究スタイルである
事による恩恵も多いと思います
が、コロナ後はリアル＋オンライン
で、より生産的に幸せに研究生
活を送れる社会となるよう期待
しています。

コロナ後の研究生活への期待－一女性研究者から－

DNA配列解読の実験中（右端が筆者）



67

　今でも幼少期の頃を思い出すことがある。裏庭
でオケラを見つけ、物珍しさから手づかみで捕まえ
ようとしたところ、オケラは必死に逃げ出し石の下に
潜り込んだ。当時の私はこの光景をとても奇妙に
感じたものだ。私も自分より大きな生き物を目にし、
身の危険を感じれば全力で逃げ出すだろう。高い
知能を持つとは思えないこの小さな生き物もまた、
身の危険を感じたときに我々人間と同じような行動
をとるのだ。この出来事がきっかけで、昆虫に興味
をもった少年時代の私は、図書館から借りたファー
ブル昆虫記を読むことに夢中になった。後に知った
ことだが、生物には遺伝情
報をもつDNAと呼ばれる共
通する生体高分子があり、
昆虫（ハエ）とヒトの全体の
遺伝子は、約半数近くが似
通った働きをしているらし
い。私が高校に進学する前
後には、クローン羊ドリーの
誕生など、世間一般にも
DNAや遺伝子について注
目が集まっており、学生時代
には分子生物学に興味をも
つようになった。紆余曲折を

経て現在はマウスを用いて癌の研究を行ってい
る。癌はDNAに変異が生じることによって引き起こ
される病気だ。子供の頃の体験は今なお私の人
生に影響している。
　昨年、大学の敷地内を歩いていたとき、道端で
オケラをみかけた。逃げるように茂みの奥へと消え
ていくオケラを横目に北海道にもオケラがいること
に驚きつつ、私は子供の出来事を思い出した。

研 究 者：後藤　正憲
旭川医科大学病理学講座腫瘍病
理分野�助教

研究テーマ：プロリン代謝酵素PRODHの発現
低下が肝細胞癌に与える影響の
検討

研究成果要旨
　癌細胞は自身の代謝経路を変化させ、独自の
代謝ネットワークを構築することでその悪性形質を
発現する。プロリンデヒドロゲナーゼ（proline 
dehydrogenase, PRODH）は非必須アミノ酸の
プロリンの分解に関わる酵素で、癌細胞の増殖調
節に関連することが報告されている。先行実験と

して、ヒト肝細胞癌のPRODHの発現を免疫組織
化学染色で調べると、腫瘍部での発現低下が観
察された。そこで、本研究では肝細胞癌における
PRODHの役割についてex vivoとin vivoの両面
から明らかにする。これまでに、p53ノックアウトマウ
ス由来の肝細胞に複数の癌遺伝子を導入して形
質転換した肝細胞株からPRODH安定発現株を
樹立した。現在、この形質転換細胞を同種マウス
の脾臓から移植し、肝臓で生着および増殖した細
胞の特性について解析を進めている。PRODH
の発現状態の変化は抗癌剤の感受性にも影響を
与える可能性があり、我々の研究成果は、抗癌剤
に対して抑制効果を示さない肝細胞癌のメカニズ
ムを解明するための手掛かりとなるかもしれない。

研究者を志すきっかけとなった幼少期の思い出

癌組織観察中の申請者
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研 究 者：佐々　貴之
北海道大学大学院薬学研究院生
化学研究室�准教授

研究テーマ：極長鎖脂質による口腔粘膜上皮
バリアの形成

研究成果要旨
　生体を異物や病原体の侵入から守り、体内か
らの水分の喪失を防ぐバリア機能は恒常性維持
の根幹を担う。我々はこれまでに生体の脂質の中
でも特に長い炭素鎖を持つ極長鎖脂質が皮膚お
よび涙液のバリア機能、すなわち体表面バリア機
能に必須であることを明らかにしている。体表面の
みならず、口腔も食事等に由来する質・量共に多

様な化学物質および様 な々微生物やウイルスに晒
されている。しかし、口腔粘膜上皮バリアと脂質の
関わりについてはほとんど明らかでない。本研究で
は、口腔粘膜上皮バリア形成における極長鎖脂
質の役割に着目し、ヒトとマウスの口腔粘膜上皮に
どのような極長鎖脂質が存在するのか明らかにす
ることを目的とする。脂質分析の結果、皮膚におい
て体表面バリア機能に関わることが知られている
極長鎖脂質がヒトとマウスの口腔粘膜にも存在す
ることを明らかにした。本研究の成果は口腔粘膜
上皮バリア形成のメカニズムや口腔バリア機能を
強化する薬剤や機能性食品を探索する等の応
用研究・開発につながることが期待される。

　私は極長鎖（ごくちょうさ）脂質を研究しています。
極長鎖脂質とは、その名の通り、極めて長い炭素鎖
をもつ脂質（very-long-chain lipid）のことです。私
たちの体を構成する脂質の大部分は極長鎖では
ありませんが、その一部は細胞内で酵素のはたらき
によって炭素鎖が伸ばされ、極長鎖脂質に作り変え
られます。わざわざ専用の酵素を使い、エネルギー
を消費して極長鎖脂質を合成するのですから、極
長鎖脂質は特別な役割をもっているに違いありませ
ん。私はこの役割に関心をもち、極長鎖脂質の生合
成機構と機能を明らかにする研究に取り組んでい
ます。研究の進歩は技術の進歩によるところが大き
いですが、脂質研究にもこのことが当てはまります。

脂質研究は微量の脂質分子を他の類似した構
造をもつ脂質分子と区別して検出・定量できる質
量分析法によって大きく変わりました。皮膚に小さ
なテープを貼ることによって剥がした角質層といっ
た微量検体からも脂質分析が可能です。組織や
細胞ごとに多種多様な脂質分子が存在し、その
組成は状況によってダイナミックに変化しているこ
とが明らかになってきており、それぞれの脂質の役
割について関心が高まっています。助成していた
だいた本研究課題も質量分析法を利用し、口腔
粘膜の極長鎖脂質の役割に迫ろうとしています。
脂質という入口から生物に備わった機能を明らか
にする研究を継続していきたいと考えています。

脂質研究に携わって

窓辺で稼働中の質量分析器
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　実験室にあるものは「モデル」であって、現実で
はない。現実には、シャーレの中の培養細胞のよう
な細胞は存在しないし、実験室で飼育されたマウ
スのような人間も存在しない。それでも、何かを証
明するために、研究者は一所懸命にモデルを作っ
ては失敗し、時として成功する。私たちが研究して
いるマダニが媒介するウイルス感染症は、野山に
いるマダニで維持されているウイルスが、人や動物
に感染することで発生する。と、いうことは、これらの
ウイルスの「現実」はマダニと人や動物の接触機
会そのものである。札幌の街中に住む人間（や動
物）には、普段、マダニを目にする機会はほとんどな

い。一方で、一歩街から足を踏み出して藻岩山に
でも登れば、マダニはあちこちで人や動物にくっつ
いて血を吸う機会を窺っていることがすぐに理解で
きる。大切なのは、こうして理解した現実をモデル
の中に落とし込むことだと信じているからこそ、愛を
込めて培養したウイルスを冷凍庫にしまって実験
室を少し離れ、野外に調査に赴くのである。野外で
自分の小ささを思い知ったあとで実験室に戻り、研
究のアイデアを練るのもまた大切な時間だ。もちろ
ん、調査に行ったその地その土地で獲れる美味し
い食べ物や飲み物のことも、決して忘れてはいけ
ない。

研 究 者：松野　啓太
北海道大学人獣共通感染症リ
サーチセンター危機分析・対応室
（2021年4月より北海道大学人獣
共通感染症国際共同研究所危機
分析・対応部門）�講師

研究テーマ：北海道で発見された新規ナイロウ
イルス感染症の実態調査のため
の技術開発

研究成果要旨
　2019年に発見されたエゾウイルスは、ヒトに病気
を起こす新規ナイロウイルスである。北海道内でこ

れまでに少なくとも6名の感染者が発見されており、
野生動物での感染も確認されている。そこで、エゾ
ウイルス感染の実態を幅広くヒトや家畜・野生動物
で調査し、公衆衛生上のリスクを正確に把握する
ための技術開発を行なった。1つ目の技術開発と
して、血清検体から直接エゾウイルス遺伝子を検
出するリアルタイムPCR系を開発した。既存の系と
比較したところ、直接検出系は感度が低い傾向
が認められたものの、実用可能性があると考えら
れた。2つ目の技術開発として、エゾウイルス表面
糖タンパク質を培養細胞に発現させ、エゾウイルス
タンパク質を粒子表面に持つVSVシュードタイプウ
イルスを作成している。

ウイルス愛じゃないならこれは何

学生たちを連れてマダニの調査。奥尻島にて。
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　2019年のある日、海外留学先のラボに日本人
研究者が見学に来た。

見学者「はじめまして、血液内科の〇〇です。」
筆者　「はじめまして、整形外科の村田です。」
見学者「整形外科ですか。珍しいですね。。。」
筆者　「そうですね。確かによく言われます。」

　その後の夕食会にて、、、

　見学者「整形外科出身で腫瘍免疫の研究さ

れている方に初めてお会いしました。整形外科っ
て▲▲▲で■■■のイメージなので。」

　さて、▲▲▲、■■■にはどのような言葉を想像
しますか？
　→スポーツ、骨折、腰痛、手術、がんに関心低
い、美容整形（それは形成外科！）、○み会大好
き、宴○大好き、手術後に打ち○げ、忘年会での
余○、などなど。

　みなさん、整形外科医でも手術や
宴○よりがんや免疫に興味がある人
はいるのです！
　現在、当教室には整形外科医で
腫瘍免疫研究者が4人もいます！

（大学院生含む）
　予後の悪い骨軟部肉腫こそ免疫
療法のような新しい治療法が必要で
す！

　ということで、留学を終えて2020年
から当教室に戻り、整形外科医とし
て肉腫免疫療法の研究に取り組ん
でいる肉腫免疫研究者「村田憲治」
をどうぞよろしくお願いいたします。

研 究 者：村田　憲治
札幌医科大学医学部病理学第一
講座�特任助教

研究テーマ：抗肉腫遺伝子改変T細胞療法に
向けた抗原・TCRペア網羅的解析
プラットフォームの開発

研究成果要旨
　骨肉腫を代表とする骨軟部肉腫はまれな悪性
腫瘍だが、若年者に発症することが多く、化学療
法不応例の予後は不良である。近年、「がん免疫
療法」は飛躍的に進化し、ステージ4のがん患者で
も劇的回復を示す症例がみられる。しかし、他の
難治性肉腫疾患に対する既存の免疫療法の奏
効率はいまだ低く、効果的ながん免疫療法を行う

ためには、治療標的として有効な肉腫抗原と攻撃
力の高いエフェクター細胞が必要である。
　我々は、単細胞レベルでのT細胞受容体

（TCR）レパトア解析を用いて腫瘍浸潤Tリンパ球
（TIL）に含まれる肉腫反応性TCRを単離し、それ
をプローブとして用いた新たな抗原・TCRペア同
定方法の開発を行っている。平滑筋肉腫症例に
対してTCRレパトア解析を行った結果、上位5つ
が全体の約30%を占めるクローナリティの高いTIL
であった。その中で4つは活性化マーカーや疲弊
マーカーの発現が高く、腫瘍に反応する可能性が
高いTCRであった。現在、肉腫細胞から作成した
cDNAライブラリーを導入した標的細胞を用いて、
選択したTCRとの反応性を確認し、抗原の探索
を行っている。

整形外科と腫瘍免疫

シングルセル解析の実験風景。失敗が許されない最も緊張する場面
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研 究 者：戸田　知得
北海道大学大学院獣医学研究院
基礎獣医科学講座生化学教室
助教

研究テーマ：異常な神経活動の増加が脳内炎
症を誘導するメカニズム解明

研究成果要旨
　脳には食欲や血糖値を調節する神経細胞があ
り、全身エネルギー代謝の恒常性を維持する。肥
満を起こす食事は脳内炎症を誘導し、脳によるエ
ネルギー代謝恒常性機構を低下する。我々は、視
床下部の神経細胞における細胞質型ホスホリ
パーゼA2（cPLA2）の活性化が視床下部の炎症
を開始させることを発見した（Lee ML, Nature 

Communications, 2021）。cPLA2は神経活動
の増加によって活性化するため、神経活動の増加
が炎症を誘導する可能性がある。また、肥満だけ
でなくうつ病モデル動物や高濃度食塩水の飲水
においても脳の様 な々部位で炎症反応が増加す
ると報告されている。本研究は精神的ストレスなど
による神経活動の増加が炎症を誘導する分子メ
カニズムについてcPLA2を中心に解析を進めた。
しかし、脳内炎症を起こす既報の方法（精神的スト
レスや浸透圧ストレス）でも脳内炎症の増加はわ
ずかであった。脳内炎症が強く出る方法の最適化
を含め現在解析を続けている。また本研究から生
まれたデータについて研究を進め、食欲抑制およ
び満腹感に関係する神経細胞を同定した（Imoto 
D et al., Molecular Metabolism, 2021）。

　私は2016年11月から北海道大学獣医学部の
助教に着任し、学生と一緒に研究するようになりま
した。以前は生理学研究所やYale大学のポスドク
として一人で研究を進めるスタイルだったので、学
生の指導はほぼ初めてです。ありがたいことに毎
年一人ずつ学部学生が私のチームに入ってくれ
て、これまでに5人の学生と一緒に研究していま
す。魅力的な研究室が多い中で私を選んでくれた
ことに感謝するとともに、素晴らしいデータを次 に々
出してディスカッションもしっか
りできる学生の優秀さに驚い
ています。研究所で過ごして
きた私が北大に帰って初めて
知ったチュートリアル教育

（個々が考えながら問題点を
見つけ出し自分の考えを発
表する教育）などのおかげで
しょうか、時代は変わったもの
だと思います。そして教育を
変えれば学生も変わることを
実感します。
　今まで色 な々ところで、うまく
いくラボとうまくいかないラボを
見てきました。どうやらボスが
やる気を出しすぎるとうまくい
かないようです。学生やポスド

クがボスの顔色を伺うことなく自由に発言して、そ
れが認められ、自分の好きなように研究できるラボ
は業績も出ます。そんなボスを目指したいですが、
気がつけば学生に「この実験が必要」「あれはど
うなった？」と言ってしまいます。やる気がないボスも
ダメな気がしますので、せめて学生のやる気を削
いでしまわないボスになりたいです。

学生との研究活動

コロナ以前の飲み会。早くコロナが終息して、みんなで飲みに行きたいです。
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研 究 者：菊川　峰志
北海道大学大学院先端生命科学
研究院生命機能科学研究部門生
物情報解析科学研究分野
講師（2021年6月より准教授）

研究テーマ：毒物耐性スクリーニングを用いた
膜輸送タンパク質の革新的機能
改変

研究成果要旨
　生体膜上には、膜を隔てた物質の輸送を担う
様々な膜輸送タンパク質が存在する。微生物ロド
プシンは、そのようなタンパク質の一種である。色素
レチナールを内包しており、その光異性化反応を
利用して構造を変化させ、膜を隔てた種々のイオ

ンの能動輸送を行う。光で瞬間的に活性化出来
るため、膜輸送機構を詳細に検討できるタンパク質
として多くの研究が行われてきた。しかし、そのよう
な微生物ロドプシンにおいても、機能の相互変換
や、吸収波長の自在な制御は実現していない。私
達は、このような機能改変を行うため、「ランダムに
変異導入したロドプシン」と「毒物を細胞外へ排
出する多剤排出タンパク質」を、大腸菌細胞膜上
で光エネルギー共役させ、機能改変が実現した
場合にのみ、コロニーが形成されるスクリーニング
系の構築を目指している。本研究では、スクリーニ
ング系で必要となる要素技術の確立を試み、1）大
腸菌へのレチナール合性能の付与と、2）ロドプシ
ンと多剤排出タンパク質の融合発現を実現した。

　私は、微生物が持っているロドプシン様蛋白質
を学生の頃から研究している。周知の通り、ロドプ
シンは動物の網膜に存在する蛋白質である。そ
れと良く似た蛋白質が、塩湖に生息する高度好
塩菌に存在することが分かったのは1970年代で
ある。合計４種のロドプシンが、この菌の光応答の

入念な観測によって発見された。これ以後、この
菌は、ロドプシンをもつ例外的な微生物と考えられ
ていたが、2000年頃から、原核、真核を問わず、
様々な微生物から、新しいロドプシンが見出され
るようになった。原因は、ゲノムを読むスピードが格
段に速くなったことである。その結果、新しいロドプ
シンは、微生物の観察によってではなく、ゲノム情
報の中から見つかるようになった。現在では、様々
な微生物の膨大なゲノム情報が、すでにデータ
ベース上に登録されているため、私たちは、パソコ
ンを操作するだけで、世界中の様々な場所に存
在するロドプシンの情報を眺めることができる。あ
たかも世界中を旅しているようで、私は、データ
ベースの検索が気に入っている。これをやり始め
ると、時間を忘れてしまうのである。写真は、この
作業の途中で、偶然見つけた新種のロドプシン
である。遺伝子を全合成し、大腸菌に発現させて
いる。根気と幸運があれば、新しいロドプシンの発
見者になれるのだから止められない。「無理かな」
と思いつつも、２匹目のドジョウを探して、今夜も検
索に没頭してしまうのである。

研究における私の密かな楽しみについて

スペインの海岸由来の新種のロドプシン
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　2020年初頭に始まった新型コロナウイルス感染
症の広がりによって、私たちの生活や社会活動は
大きく変わった。もともと研究活動では海外の研究
者とFaceTimeやSkypeといったオンラインコミュニ
ケーションツールで議論することも多かったが、
COVID-19への対策として急に授業や実習を
Zoomなどのオンライン会議ツールで行うことを求め
られ、最初は戸惑っていたものの、2年間の時を経
てそれなりに使いこなせるようになってきたと感じて
いる。オンライン会議は気軽に行えるため、時差を
無視すれば海外の研究者とのやり取りも頻繁にで
きるようになった。また、クラウド技術の一般化で論
文の共同執筆作業も捗るようになり、共同研究が
非常に進んだ。筆者の研究は実験が主体のた
め、コロナ禍で実験が思うように進まなかったという
弊害はあったものの、今年度は海外のグループと
の研究成果を共著論文の形で世に出すことがで
きた。これは大容量の通信設備が一般的となった
現在だからこそだと思う。とはいえ、オンライン学会
など多人数が参加する会議では、個別の会話が
難しく、新たな人脈形成の点では対面でのコミュ
ニケーションには遠く及ばない。研究も人同士のつ
ながりが大事であり、今後は対面とオンラインの良
い所をうまく活用して研究を進めていきたいと思う。
いずれにせよ、早く事態が収束することを願う。

研 究 者：小笠原　泰志
北海道大学大学院工学研究院�
応用化学部門応用生物化学研究
室�准教授

研究テーマ：植物病原菌が利用する新規細胞
壁生合成経路の解析と応用

研究成果要旨
　ほぼ全ての細菌は、ペプチドグリカンと呼ばれる
高分子を含む細胞壁を持つことで細胞の構造を
維持しています。ペプチドグリカンは細菌にとって
は必須ですが、ヒトなどの真核生物はペプチドグリ
カンを利用しません。ペニシリンなどの抗生物質
は、ペプチドグリカンの生合成を阻害することで、ヒ

トには影響を与えず細菌のみを死滅させます。最
近著者らは、植物病原菌であるザントモナス属細
菌が、これまで知られていた経路とは異なる新規
経路でペプチドグリカンを生合成することを見出し
ました。この経路に関わるMurLと名付けた酵素
は、中間体の立体反転反応を触媒しますが、既知
の酵素と全く類似性がありません。本研究では、
MurLが新規な反応機構で立体反転反応を触
媒することを明らかにしました。また、本経路の阻
害剤の探索も行い、活性成分を部分的に精製しま
した。新規経路はザントモナス属細菌など少数の
植物病原菌のみが利用しますので、ヒトや有用土
壌細菌に影響を与えない植物病原菌特異的な
農薬の設計への応用が期待できます。

コロナ禍での海外との共同研究

共同研究のきっかけとなった海外出張でのラボ訪問の写真（左が筆者）
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　2020年初頭から始まった日本におけるコロナ禍
も2年以上が経過してしまいました。当初期待され
た早期の終息は見込めない状況ですが、ようやく
最近になってワクチン接種や治療薬の開発なども
進み、終息への希望が見えてきているように感じま
す。大学においても様々な変化があった2年間で
すが、良くも悪くもこの変化に対して慣れてきまし
た。講義や研究の打ち合わせは遠隔が主となり、
これまで見ていた学生の顔はZoomの無機質な
氏名のみの画面表示（プライバシー保護とアプリ
ケーション上の問題でカメラはoffです）となり、都度

都度で黒板に書いていた解説は、パワーポイント
資料として事前準備されたものになりました。良く言
えばリアルタイムの臨場感を大事にすること（悪く言
えばIT化全盛の中、昔ながらの黒板中心のスタイ
ル）を目指したい自分にとっては、消化不良のある2
年間でした。そのような状況においても、担当する
学生実習や卒業研究などは実験であることから
極力対面で行いました。そこで感じたのは、技術
の伝承という程大げさなものではなくても、やはり実
物を見せながらお互いの目を見て伝わるものが確
かにあるということです。間もなく新年度が始まろう

としており、様々なこと
を対面中心に戻そうと
している今、学生の顔
を見ながら研究と教
育が出来る状況にな
ることを願っています。

研 究 者：立浪　良介
北海道科学大学薬学部薬学科�
応用薬学部門公衆衛生学分野
准教授（2022年4月より教授）

研究テーマ：大豆有用成分を利用した細胞内外
における抗酸化防御機構の開発

研究成果要旨
　カドミウムの毒性発現要因として酸化ストレスの
関与があり、抗酸化防御能の亢進は毒性抑制に
寄与すると考えられる。γ-glutamyl transferase

（GGT）阻害剤は、グルタチオンの分解と細胞内取
り込みを阻害することにより細胞外のグルタチオン
量を増大すると考えられている。本研究では大豆

成分とGGT阻害剤の併用による細胞内外での抗
酸化防御機構の構築を目的とした。大豆成分のう
ち、サポニンによるカドミウム誘導細胞障害の抑制
作用を確認できた。この際にグルタチオン量が顕
著に増大した。また、GGT阻害剤による細胞障害
の抑制作用も認められた。同時に、GGT阻害剤に
より細胞内グルタチオン量は減少し、さらに活性酸
素種レベルも増大した。これらのことからGGT阻害
剤は、酸化ストレスの亢進を引き起こしながらも細
胞障害を抑制していることが示唆され、酸化ストレ
スに対するGGT阻害剤の二面性が確認された。
現在、サポニンとGGT阻害剤の併用による抗酸
化防御能の増強効果を最適化すべく研究を進め
ている。

コロナ禍２年目の大学

生命科学と薬学の１コマ
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　私は現在「人口あたりの新型コロナウイルス感
染者数の推移」というWebサイト（https://web.
sapmed.ac.jp/canmol/coronavirus/）を公開し
ている。2019年末、中国武漢市で報告された原
因不明の肺炎は、翌2020年1月には世界中へと広
がり、3月にヨーロッパ、アメリカを中心に爆発的な感
染者数の増加を引き起こし、その結果、多数の死
者が発生した。しかし、2020年1月の段階でヨー
ロッパでの感染者数の急激な増加が報告されて
いたにもかかわらず、当時、日本のマスコミは単なる
実数の報告に終始したため、その状況、危険性が
正しく伝わらなかったように思う。例えば、スウェーデ
ンで1日に感染者数が100人発生したというような

報道はあったが、スウェーデンの人口は日本の約
10分の１なので、日本で1000人発生しているのと同
じ状況ということになる。そこで、人口あたりの感染
者数を用いて状況を正しく把握できるようにするた
めにWebサイトを立ち上げたというのが事の始まり
である。サイトの公開後の反響は大きく、各種マスコ
ミにも取り上げていただいたのもあり膨大なアクセ
ス数をいただいている。これは、ある程度の知識の
ある方は、やはり正確な情報を求めていることの表
れであろうと思う一方で、寄せられるコメントを見る
と一般の方に科学的に正確な事実を正しく伝える
ことの難しさも実感することとなった。アウトリーチ活
動の重要性を改めて認識するところである。

研 究 者：井戸川　雅史
札幌医科大学医学部附属フロン
ティア医学研究所ゲノム医科学部
門�講師（2021年4月より准教授）

研究テーマ：ゲノム網羅的非コードRNA探索と
発現スプライシング解析による癌
病態解明と診断治療応用

研究成果要旨
　これまで、蛋白質をコードする遺伝子間のゲノム
領域は何の機能も持たないDNA配列と考えられ
てきた。しかし近年のトランスクリプトームの解析によ
り、そのような領域の多くが転写されmRNAのよう
に発現していることが明らかとなった。なかでも

mRNAと同様の構造を持つ多数の長鎖非コード
RNAが生理現象のみならず、癌や炎症、神経変
性など疾患病態においても重要な役割を果たして
いることが報告され、ヒトの生命現象の複雑性を
説明する論拠となりつつある。そこで我々は、
lncRNAに対するゲノム網羅的なCRISPR/Casラ
イブラリのレンチウイルスプールを複数の癌細胞に
感染させ、lncRNAプロモーターの活性化による
発現亢進を用いたスクリーニングを試みた。その結
果、特定のlncRNAの発現亢進が癌細胞の増殖
能に大きく影響することを見出した。現在、個々の
lncRNAについて機能解析を進めており、他の遺
伝子の発現やスプライシングへの影響が明らかに
なりつつあるところである。

新型コロナウイルスWebサイト立ち上げ所感

人口あたりの新型コロナウイルス感染者数
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研 究 者：小泉　逸郎
北海道大学大学院地球環境科学
研究院動物生態学研究室
准教授

研究テーマ：イワナの模様：白い斑点に隠された
秘密

研究成果要旨
　動物の色や模様は驚くほど多様である。しかし、
その形成過程や適応的意義は不明なことが多
い。私はサケ科魚類が種間・種内での色・模様の
多様性が最も高い生物のひとつであり、色や模様
の機能を調べるモデル生物になると考えている。そ
こで、まずは白斑模様のアメマス（イワナ）を対象に

模様変異パタンを調べた。アメマスの白斑の数、大
きさ、形は個体ごとの変異が大きく、生活史型や体
サイズに応じたパタンも認められた。例えば、河川
で一生を過ごす残留型は白点が小さく数が多い
一方、海に降る降海型は白点が大きく数が少ない
傾向にあった。さらに、降海型では60㎝を超えると
中抜けのドーナツ状の白斑となった。これはヒョウの
模様形成とも共通点があり、反応拡散モデルで説
明できると考えられる。また、真円に近い形の白斑
を持つ個体もいれば、いびつな形の個体もいた。こ
ういった白斑の形がストレスを表しているという仮説
を立て、現在、寄生虫に冒された個体の白斑パタン
を解析している。本研究は、動物の模様から個体
の氏や育ちを類推できる可能性を示唆している。

　秋山財団との最初の付き合いは2015年だっ
た。初めての申請で奨励研究に採択して頂き、受
領者メッセージの機会まで賜った。それで気を良く
して2017年から一般研究に申請したが、ことごと
く不採択であった。最初はただのビギナーズラック
だったのかもしれない。途中、何が求められている
のか分からなくなり申請内容も迷走したような気も
する。なので、一般研究として初めて採択されてと
ても嬉しく思っている。

　今回、どんなメッセージを書こうかと奨励研究
時の年報を見返した。すると20人ほどの研究室メ
ンバーでぎゅうぎゅう詰めになった写真を載せてい
た。今のコロナ禍では考えられない、でも幸せな
写真であった。これをみて、やはり今回も学生たち
と一緒の写真を載せたいと思った。彼らなしでは
楽しく研究が続けられないので。前回の集合写
真とメンバーは全て変わっているが小泉研の伝
統やスピリットは受け継がれている。

　秋山財団も2015年と比
べて役員や事務局員が大
きく変わった。寂しい別れも
あったが、変わらず残って
いるメンバーもおり、志や想
いは一貫している。そして
研究者として何よりも嬉し
いのが、一度採択されても
再び申請できることであ
る。同じ研究者が複数回
申請できる研究助成は少
なく、財団の皆さんにも研
究の進展や近況を伝える
ことができる。これからも競
争はますます熾烈になるだ
ろうが、他の研究者と切磋
琢磨して秋山財団と長い
関係を築いていきたい。

時代の移り変わりと秋山財団との共進化

コロナ禍でもギリギリセーフのフィールド集合写真
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研 究 者：北岡　直樹
北海道大学大学院農学研究院�
基盤研究部門生物機能化学分野
生物有機化学研究室�助教

研究テーマ：除虫菊における天然殺虫成分の
生成機構に関する研究

研究成果要旨
　自然界で植物は害虫など天敵の脅威に晒され
ており、それらに対する巧妙な防御機構を植物は
有している。私たち人間は植物の防御機構を利用
しており、その一つに蚊取り線香や農薬の原料とし
て利用されていた除虫菊の天然殺虫成分「ピレス
リン」がある。本研究では、ピレスリン生合成経路
上の未知酵素であるOPDA異性化酵素の同定

を目指し研究を進めた。初めに、遺伝子発現情報
から酵素の同定を目指した。既知のピレスリン生合
成遺伝子と同様の発現パターンを示す遺伝子の
クローニングを行い、大腸菌を宿主として発現した
組換え酵素を用い活性を調べたが、所望の活性
を有する酵素は見出せなかった。そこで、これまで
の知見から推定することができない新規な酵素に
よってOPDA異性化が触媒されると予想し、網羅
的に酵素の探索が可能な酵素精製法によって
OPDA異性化酵素の探索を進めることとした。除
虫菊の粗酵素抽出液より、数段階の精製を経て、
現在までに酵素活性を有する酵素画分を得てい
る。今後は、大スケールでの精製を行い酵素の同
定を行う予定である。

　富山で高校まで過ごした私は、北海道の自然を
満喫したいという考えもあり、大学入学とともにカ
ヌーを始めました。学生時代は、天塩川、尻別川、
釧路川などの川下りや、川に設置されたゲートをく
ぐりタイムを競うカヌースラロームなど、時間があれ
ば川に行っていました。カヌーを漕ぎ初めの壁の一
つとなったのが、カヌーの先を上流に向けたまま対
岸への渡る技術です。緩やかな流れの川でも、流
れに入ると川の力でフネの先が下流に向いてしま
い上手く渡れません。ここ
で肝要になるのが、川をよ
く観察し、流れに入った瞬
間にフネの先を上に向け
るためパドルを動かすこと
です。さらに、波が高く激し
い川では、波を上手く使う
と、ほとんど力を使わずに
簡単に対岸に渡れます。こ
れができたとき、とても爽快
で、気がつくとカヌーの虜と
なっていました。カヌーの他
の技術でも、「自然をよく観
察し、自然の力を利用する

こと」が鍵となります。
　さて、私は植物の作る有機化合物の研究を主
に行なっています。植物はとても精巧にできており、
我々の予想をはるかに超える仕組みを持っている
と日々 驚かされています。カヌーで波の力を使い対
岸へ渡るように、それら植物の知恵を解明し、さらに
は解明した植物の知恵を農業などに役立てるよう
な研究ができるよう励んでいきたいと思っています。

自然を観察し、自然の力を利用する

馬鈴薯の植え付け後の研究室の集合写真
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研 究 者：髙田　真吾
北翔大学生涯スポーツ学部スポー
ツ教育学科�講師

研究テーマ：心疾患における骨格筋異常の発
症機序解明

研究成果要旨
　心疾患は、質と量の両方で“骨格筋異常”を伴
うことが多く、日常生活動作や生活の質を著しく損
な う 主 原 因 と な っ て い る（Takada S 

（corresponding）. Front Cardiovasc Med 
2020; Am J Physiol Heart Circ Physiol 
2022）。運動療法は、これらの骨格筋異常に対す
る予防や治療にさえ有益である。しかし、しばしば
運動実施できない患者が存在するため、運動療
法の代替法を発見することは重要な課題となって

いる。また、骨格筋異常の発症機序や時期は不明
であり、これらの課題解決は急務である。我々は、
心筋梗塞マウスの骨格筋は超急性期における一
時的な低酸素環境により、キサンチンオキシダーゼ
由来の活性酸素種（XO-ROS）産生が増加するこ
とを見出した。この一過性のXO-ROSの産生増加
の抑制は、心不全の慢性期における骨格筋異常
および運動耐容能の低下の発症を抑制した。一
方で、心不全の慢性期からのXO-ROS阻害剤の
投与は骨格筋異常を改善できなかった。本研究
の結果は、心疾患、特に心筋梗塞後から心不全
に至る過程で生じる骨格筋異常の発症機序とし
て、XO-ROS産生が関与することを明らかにした

（Nambu H, Takada S （corresponding）. 
Cardiovasc Res 2021）。

　当時所属していた研究室の教授が変わり、研
究グループは解体した（未だに古い体制である一
部の医学部の教室に愕然としている）。それに伴
い、異動したことで研究環境・時間が劇的に変化
した。また、職位も変わり、教育やその他業務の時
間が極端に増えた。ふと、指導して頂いた絹川真
太郎先生（現：九州大学循環器内科学）が自分の
現状のように、業務の合間に指導してくれていたこ

とを思い出し、改めて感謝している。また、少しでも
基礎研究が続けられるような環境を与えてくれて
いる絹川真太郎先生（前述）、佐邊壽孝先生（北
海道大学分子生物学）、一緒に研究を行なってく
れる若手研究者や共同研究者の方々にも深く感
謝している。
　一方で、新たな環境でしか出会えなかった先生
方との共同研究は大変刺激的かつ魅力的であ

り、現在いくつかの研究プロ
ジェクトが進行している。置
かれた環境で、自分の信念
である「研究は瑞 し々く、単
純明快に、楽しく」を基本とし
ながら、スタイルも柔軟に変化
させながら研究を続けていき
たい。
　最後に、地震、戦争、コロ
ナウイルスの蔓延等、現代の
課題が多く存在する。世の
中のニーズを考慮し、積極的
なアウトリーチ活動とともに、
自分なりの持続可能な研究
に心血を注ぎたい。

Rollin'�Stone

「いし」
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研 究 者：長谷川　智香
北海道大学大学院歯学研究院硬
組織発生生物学教室�助教
（2021年8月より准教授）

研究テーマ：ミネラル代謝異常に伴う骨格異常
の病態解明

研究成果要旨
　PHEX遺伝子変異に起因するX連鎖低リン血
症性くる病（XLH）は、骨変形・成長異常を呈す
る。XLHで生じる骨格異常の原因は低リン血症
だけでは説明できないことから、我々はXLHモデ
ルであるHypマウス大腿骨で骨格成長の基盤と
なる軟骨内骨化に着目し、解析を行った。その結
果、野生型マウスの大腿骨では、成長板軟骨が

規則的な軟骨カラムを形成し、整然と配列した血
管が軟骨カラム内に向かって侵入することで、軟
骨内骨化が生じていた。一方、Hypマウス大腿骨
では、成長板軟骨が肥厚し不規則な軟骨カラム
が認められるとともに、軟骨カラムへの血管侵入が
抑制される軟骨内骨化異常が生じていた。軟骨カ
ラムへの血管侵入には、血管内皮細胞から産生
される基質分解酵素による軟骨基質の分解が重
要と考えられている。Hypマウスの血管内皮細胞
では、野生型マウスと同様に、MMP9などの基質
分解酵素の産生が認められる一方、軟骨基質に
SIBLING family蛋白が異常蓄積していたことか
ら、これらがHypマウスの軟骨内骨化異常の一因
と推測し、引き続き解析を進めている。

　イギリスの詩人ジョン・キーツが詠んだ詩「Ode 
on a Grecian Urn（ギリシャの古壺のオード）」に

「Beauty is truth, truth beauty.」という一節が
あります。日本語に訳すと、「美は真なり、真は美な
り」。日本における透過型電子顕微鏡生物応用の
パイオニアの先生方が好んでよく口にされたお言
葉とのこと、私のような若造も形態学の世界に足を
踏み入れてから現在に至るまで、師匠である網塚
憲生先生や、そのまた師匠で硬組織微細形態学
の大家である小澤英浩先生から、何度もこの一節
をお聞きしてきました。「アーチファクトのない美しい
組織所見、すな
わち、真実」、で
はないかもしれ
ません。ですが、
「美しい組織所
見からこそ得ら
れる真実」が沢
山あることに間
違いはなく、「真
実を求めるため
の努力を惜しま
ないこと。誠実
であること。」を、

常に心に刻ませてくれる言葉です。形態学の原点
である「生体構造の美しさを感じる感性」を研ぎ澄
まして一枚一枚の画像所見に向き合い、その形態
を正しく捉え、読み解いてゆくには、まだまだ修行が
足りないなと思いつつ、これからもぶれることなく形
態科学を主軸とした骨代謝研究に従事してゆけ
ればと思います。私を、魅力あふれる形態学の世
界に導いてくださった網塚憲生教授と、共に切磋
琢磨する教室員の皆様に、この場をお借りして深
謝申し上げます。

Beauty�is�truth,�truth�beauty.

還暦（！）を迎えた教授と研究室のメンバー一同で
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　わたくしは腎泌尿器科の臨床業務にたずさわり
ながら日々 の研究を行っている。腎泌尿器科が治
療対象としている癌は腎癌、前立腺癌、膀胱や腎
盂尿管に発生する尿路上皮癌などがある。臨床
を行っているなかで、ここ数年で腎癌や前立腺癌
はさまざまな薬物が新規適応となり、その治療成
績の改善は目覚ましいものがある。一方で尿路上
皮癌は、いくつかの新規薬剤が登場してきてはい
るが、劇的な治療効果の改善をもたらした薬剤は
なく転移が生じた癌では予後が不良なままであ
る。手術治療を行った患者さんで、再発・転移が生
じ全身治療を行う際には奏効と長期間の治療効

果を期待して開始するものの、いずれ抵抗性と
なってしまうことが通常である。そのような症例に遭
遇するたびに、長期間奏効するような治療法はな
いのかと常日頃感じている。In vivo実験などの
基礎研究から得られる結果は、そのような難題を
克服することが可能ではないかと期待を抱かせる
ものではあるが、その成果が実際に日常臨床にも
たらされるには数多くの支障がありはるか遠いみち
のように感じてしまう。研究と臨床の両方にたずさ
わる身として、早期に基礎研究の成果を臨床につ
なげられるような道をつくることが自分に必要とされ
ていると感じ日々 邁進している。

研 究 者：菊地　央
北海道大学大学院医学研究院�
腎泌尿器科学教室
医員（2021年4月より助教）

研究テーマ：腫瘍血管の異常性を標的とした進
行性膀胱癌の新規治療法開発

研究成果要旨
　薬物療法後のヒト膀胱癌の臨床検体より腫瘍
血管内皮細胞の分離を行い、不死化因子の導入
を行って継代培養をつづけている。継代培養後に
も血管内皮マーカーのCD31陽性細胞が70%以
上存在していることを確認し、今後フローサイトメト
リーによるpurifyを行い、正常血管内皮細胞との

性質の違いを検証し、ヒト膀胱癌の腫瘍血管を特
異的に阻害できる分子標的を検索する予定であ
る。また、抗がん剤にともなう炎症が腫瘍血管の異
常性亢進をもたらすことを見出しており、抗がん剤
の低容量維持投与により腫瘍の炎症をおさえるこ
とで治療効果改善が可能か検証している。抗が
ん剤の低容量維持投与による治療として、シスプ
ラチンの低容量維持投与による治療効果を検証
したところ、腫瘍血管の正常化と腫瘍組織内の骨
髄由来免疫抑制細胞動員抑制、腫瘍間質の線
維化抑制をもたらし、抗腫瘍効果が増強された。さ
らにIL-8、PTX3などの炎症を反映する分子の発
現が最大耐用量のシスプラチンと比較して抑制
傾向であった。

尿路上皮癌の薬物耐性克服にむけて

腫瘍血管内皮細胞の培養中
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　私は旭川に着任して2022年4月で2年になりま
す。それまで生まれと育ちは大阪、大学は京都の
南にあり、雪とはほぼ縁の無い生活でした。そのた
めか、雪が降れば心がウキウキしだし、人目がなけ
れば年甲斐もなく雪遊びをしたくなります。雪玉を投
げ歩くわけにもいかないので（そもそも雪が固まらな
い！) 、降ってくる雪を黒いダウンの袖口に受け、そ
の形の観察を楽しみます。さすが冬の北海道の外
気温は氷点下が普通で、袖に乗せていてもずっと
観察することが出来ます。雪の結晶の基本骨格で
ある単純な六角形の平板、色 な々モチーフにされ
る樹枝状六花、中には北海
道に来るまで知らなかった
針状の結晶などが見られそ
の種類の多さに圧倒されま
す。旭川は、ほぼ毎日雪が
降っているのではないかと
いうくらい雪が降り、歩道は
白く、両サイドには除雪され
た雪がこんもりしています。
この雪道に日の光が当たる
と雪の結晶に反射し、雪面
はまるでダイヤモンドを散り

ばめたかのように光り輝きます。静かに雪が降った
日は街路樹の白樺の枝にも雪が積もり、まるで白い
桜並木のように見えます。雪道がこんなにも美しい
ものだとは思いませんでした。この白い景色すべて
が（少なくとも表面は） 雪の小さな結晶によって出
来たものだと考えるとても大きな感動を覚えました。
このような小さなものから大きな感動を得られること
を日常生活でも研究でも忘れないように、発見し続
けていけるようにありたいと思います。

研 究 者：古部　瑛莉子
旭川医科大学解剖学講座機能形
態学分野�助教

研究テーマ：外傷性脊髄損傷の病態解析およ
びカリクレイン関連プロテアーゼ6
に焦点をあてた治療法開発

研究成果要旨
　事故や転倒により外傷性脊髄損傷（SCI）となり
神経路が破壊されると、四肢を始めとした支配領
域の運動機能や感覚機能の麻痺が生じる。現在
のところ確立された治療法はなく、ヒトの場合6カ月
以内に回復しない場合は恒久的に機能が失われ
る可能性が高いとされる。近年、トリプシン様セリン
プロテアーゼであるカリクレイン関連プロテアーゼ6

（KLK6）のKOマウスを用いた研究から、KLK6は
SCIの脱髄を始めとした増悪に関わる可能性が
指摘されている。
　本研究において、通常は細胞体と周辺の太い
突起に局在するKLK6が、脊髄を損傷したマウス
では髄鞘のパラノードに発現するようになることを
見出した。この現象はグラム陰性細菌のリポ多糖

（LPS）を腹腔内投与した全身炎症モデルの脊髄
白質においても観察され、炎症時に共通した反応
であることが示唆された。LPS炎症モデルに対し
てミノサイクリンを用いて炎症を抑制したところ、
KLK6のパラノードでの発現は抑制されていた。
今後は髄鞘に発現するKLK6の炎症に対する役
割をより深く検討し、KLK6をターゲットとした治療
法開発へと繋げていきたい。

雪

雪の桜並木（左）と運よく撮影できたシマエナガたち



82

　最近よく耳にする”SDGs”という単語がある。こ
れは”Sustainable Development Goals（持続
可能な開発目標）」の略称で、貧困、飢餓の克服
など世界中で達成すべき17の目標を定めたものら
しい。持続可能性というのは、世界的に注目されて
いる単語のようである。
　ところで最近、研究にも「持続性」が必要だと思
うようになってきた。私の研究分野では、放射線治

療計画や画像データの解析など、パソコンに向か
う業務が多くを占める。したがって時間や場所を選
ばないというメリットがある一方で、オンとオフの境
界が曖昧になってしまう危険性を秘めている（写
真）。細胞やマウスを対象に基礎研究をされてい
る先生方も、17時で研究が終わるということもない
であろう。
　ヒトは24時間働くことはできない。必ず休まなけ

ればならない。したがって、どこか
で意識的に休む、休日は一切研
究にタッチしないという能動的な
姿勢が、持続可能な研究に必要
なのかもしれない。個人的にはこ
のたび秋山財団から研究費をご
支援頂いたものの、まだまだ自由
に使える研究費は限られている。
したがって研究費の点からも持
続可能性のある使い方を心がけ
ているところである。

研 究 者：打浪　雄介
北海道大学大学院医学研究院放
射線治療学教室�助教

研究テーマ：肝胆膵領域での安全な陽子線治
療を目指した胃・十二指腸の動き
に関する基礎的検討

研究成果要旨
　肝胆膵領域のがんにおける新たな治療法とし
て陽子線治療が期待されている。一方でこれらの
腫瘍周囲には胃・十二指腸などの消化管が隣接
しており、治療によって潰瘍・出血などの予期せぬ
副作用が起こりえることをしばしば経験する。副作
用に対する加療が必要になり、がんに対する継続
的な治療を休止せざるを得ない場合もある。肝胆
膵領域への陽子線治療をより安全に行えるよう

に、胃・十二指腸の動きに関する基礎的検討が必
要と考えた。
　申請者らは肝胆膵の悪性腫瘍に陽子線治療
を施行した10症例における検討をおこなった。症
例ごとのCT画像の撮像間隔は中央値6.0分（範
囲：3.3 -27.9）であり、この場合の照射中移動は最
大の場合、胃で中央値10.0㎜（標準偏差：±2.5
㎜）、十二指腸で12.0㎜（標準偏差：±2.9㎜）で
あった。したがって数分単位であっても、最大で10
㎜以上の消化管の移動があることが示唆された。
また、これらの消化管移動によって消化管に投与
される線量の変化を評価した結果、十二指腸で
は治療計画で想定されるよりも最大で5.5 GyE（グ
レイ・イクイバレント）多く照射されている可能性があ
り、このような予期せぬ線量増加は、消化管有害
事象の原因になり得ると考えた。

持続可能な研究生活に向けて

研究のため22時ごろに画面に向かう筆者（病院当直中）
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　私の研究分野は天然物化学であり、植物の作
り出す成分について研究している。北海道の研究
機関に所属していることもあり、研究材料は可能な
限り北海道に自生するものを自ら採集することにし
ている。例年、雪解け後から8月初旬にかけて採集
を行っている。道路わきから森の中までいろいろな
ところで行うのだが、道内での採集の際には3種の
生き物を畏怖し、遭遇しないよう常に細心の注意
を払っている。1つがヒグマ、もう1つがスズメバチ、
そして、マダニである。ヒグマに近づかれないように
鈴を鳴らし、スズメバチに近づかれないように白っ
ぽい服を着用し、マダニの侵入を防ぐためツナギ
作業服を着て袖を絞るなど様 な々工夫を凝らして
いる。
　昨年6月、ついに恐れていたことが起こった。浦
河地方での植物の採集の帰り、家路を急ぎ一人
自家用車を運転していると、急に耳の裏に痛みが
走った。ぴんときて、胸の内がザワザワし始め、おそ
るおそる耳を触ってみると、今までなかったはずの
イボのようなものがある。認めたくはないが明らかに
おかしく、しかし、一人なので確認のしようがない。
落ち着かないまま帰宅し、どうにかして耳の裏の写
真を撮ってみると、そうマダニである。マダニのお尻
だけが映っていた。今まで防ぎきっていたのについ

に噛まれてしまったのである。翌日、場所が悪かっ
たのか、噛まれ方が深かったのか、切開する運び
と相成った。

研 究 者：金　尚永
北海道医療大学薬学部創薬化学
講座生薬学研究室�講師

研究テーマ：北海道産植物（ヒトリシズカ）を用い
た新規香粧成分の開発研究

研究成果要旨
　近年、消費者の安心安全志向の高まりを背景
に、国内化粧品市場でも天然由来のオーガニッ
ク、ナチュラルコスメ市場が拡大している。海外で
も、それまで各国独自で行っていたオーガニック認
証に関して、フランス、ドイツ、イタリア、イギリスの認
証5団体が世界基準のオーガニック認証団体

「COSMOS」を設立するなど、国内外でオーガニッ

ク、ナチュラルコスメ市場が関心を集めている。一
方で、単純に天然動植物原料を使用するだけで
はなく、甲殻類含有成分であるキチン・キトサンを化
学修飾し、化粧品成分として用いるなど、企業や
研究者は天然原料中からの新たな活性成分の
開発なども試みている。
　我々はこれまでに、北海道で採取されたヒトリシ
ズカエキスにヒト線維芽細胞増殖活性を見出して
いたことから、本研究ではその活性成分の探索を
行った。活性の強かった高極性画分の分離を進
めた結果、5種の糖脂肪酸エステルを単離し、続
いてそれらの線維芽細胞増殖活性を評価した。し
かし、いずれも活性を示さなかったことから、他の
活性成分の存在が示唆された。

恐れていたこと

マダニに噛まれた耳（2021年6月撮影）



84

　私の実家は浄土真宗の寺院で、父が住職をし
ている。将来は私が継ぐことになる。僧侶になるに
は仏教系の大学等に進学して資格を取得する
必要があるが、自分の興味を優先して北海道大
学水産学部に入学した。４年生になると主にドジョ
ウ研究をしている荒井克俊教授の研究室に配属

された。当初は「なんでこんな地味な魚を研究して
んの？」と思っていた。だが、そう考えるのは研究背
景を正しく理解していないからだ。「なぜドジョウな
のか？」が分かると研究が楽しくなり、父に頭を下
げて修士まで進学した。修了後は三年次編入で
京都の大谷大学に入学し、他の学生におじさん
扱いされながら仏教について学ばせて頂いた。学
ぶ内容はガラッと変わったが、似た境遇の学生や
尊敬する先生と出会い、どんな人生を歩みたいの
か真剣に考えることができた貴重な二年間だっ
た。卒業後は北大の博士課程へ進学して研究を
再開した。修了後は東京農業大学の海洋水産
学科に教員として着任した。「自分が学生に伝え
られることはなんだろう？」日々 悩みながら過ごして
いる。今年は3月になり自分にとって最初の卒業生
を送りだした（写真：卒業式に学生と）。「先生と研
究できて楽しかったです！」お世辞でもそう言って
くれた時はすごく嬉しかった。これからも一人でも
多くの学生に「研究って楽しい！」と思ってもらうこ
と、そして色 な々ご縁に感謝することを忘れずに生
きていきたい。

研 究 者：黒田　真道
東京農業大学生物産業学部海洋
水産学科水圏生産科学研究室
助教

研究テーマ：不妊魚のゲノム構成と倍数性がシ
ナプトネマ複合体形成に与える影
響の解明

研究成果要旨
　魚類における不妊化は、本来であれば配偶子
形成に使われるエネルギーが体成長に転用され
るため高成長化が期待でき、さらに遺伝子改変魚
が屋外に逃げたとき生態系への遺伝的汚染を未
然に防ぐ重要な生殖統御技術である。不妊の誘
起法には、雑種化や三倍体化が利用されてきた

一方、不妊を回避する個体も確認されており、新た
な対策が求められていた。
　先行研究の不妊ドジョウ雑種の減数分裂観察
では、相同染色体同士が結びつく「対合」に失敗
が多く見られたため、次に続く染色体分配が正しく
進行せず、配偶子形成に異常が生じて不妊にな
ると考えた。一方、対合が失敗する原因には不明
な点も多い。本研究では、対合時に相同染色体
同士を繋ぐ役割をもつシナプトネマ複合体に着目
し、雑種化と三倍体化がシナプトネマ形成に及ぼ
す影響を検証する。これまでに正常な配偶子形成
を行う個体を用いて、ドジョウにおけるシナプトネマ
構造の観察方法について条件検討を行ってきた。
今後は、不妊個体を対象にして実験を行い、シナ
プトネマ複合体の形成異常の有無を検証する。

ご縁に感謝

卒業式に学生と
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　ちょうど2年前の2020年春、私は米国ニューヨー
クのマンハッタンで新型コロナウイルス（以下、コロ
ナ）のパンデミックとそれに伴うロックダウンの真っ只
中にいました。その前年からポスドクとして家族とと
もに留学中でしたが、当時のニューヨークは世界
最悪のコロナのホットスポットであり、コロナ関連以
外の研究活動はほぼすべて中止に追い込まれま
した。家族の安全などを考慮してやむなく留学を中
断し、留学前に行っていた画像診断に関する臨
床研究の経験を生かした診療を再開しました。帰
国した後もコロナの第2波、第3波が押し寄せまし
たが、その中でコロナ感
染に起因すると考えられ
る心筋障害を繰り返し
た18歳の患者さんに出
会いました（Aikawa T, 
et al . Eur Heart J 
2021;42:3804）。この患
者さんとの出会いをきっ
かけにして、コロナで心
臓に後遺症を残した場
合には将来的な心血管
病のリスクになる可能性
があると考え、2021年6
月に国内で初めてコロ
ナの心臓後遺症に特化
した専門外来を開設し

ました。メディアにも取り上げられた専門外来には
道内のみならず道外からも多くの患者さんが受診
され、今回の助成テーマである臨床研究へと発展
させることができました。コロナに感染することで心
臓に後遺症を残し得るほかに、元々持っていた心
血管病が顕在化・悪化する場合もあります。コロナ
の世界的拡大により留学を中断せざるを得なかっ
たこともあり、学問的な興味以上にコロナで困って
いる患者さんの力になりたいという気持ちで診療・
研究に取り組んでいます。

研 究 者：相川　忠夫
北海道循環器病院循環器内科
医師

研究テーマ：新型コロナウイルス感染症による
心筋障害の画像診断装置を用い
た包括的評価法の確立

研究成果要旨
　2019年末から世界中に拡大した新型コロナウイ
ルス感染症に関して、感染が軽快した後の後遺症

（いわゆる Long COVID）に悩む患者が増加して
いる。新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に
関連した心筋障害は、肺炎に伴う呼吸不全や全
身の筋力低下の影響で、心不全症状がマスクさ

れやすく、早期発見のために非侵襲的な画像診
断装置の活用が不可欠である。本研究は、
COVID-19感染軽快後も胸痛や息切れが持続す
る患者を対象に、CTを用いた心筋障害評価法の
有用性について検証することを目的とする。2022
年3月現在で82名の患者にCTでの心筋障害評
価を行った。全例で心筋障害の有無を評価可能
であった。今後は心筋障害評価のゴールドスタン
ダードである心臓MRIとCT所見を比較し、CTを
用いた心筋障害診断能を検証するとともに、CT
撮像後の心血管イベントや他の血栓塞栓症の発
生の有無についての予後調査を行い、CTで検出
した心筋障害の有無と臨床転帰の関連について
も検証する予定である。

運命的な出会い

留学先に向かう飛行機内でいただいたメッセージに勇気づけられました。



86

　関東出身の私は、大学時代、社会人、途中に海
外生活を挟みながら、徐々に北上し、ついに北海
道の旭川までやってきました。これまでで最も寒いと
ころですが、雄大な自然と静かな街並みはとても
心地よいものがあります。個人的に気になっている
事柄をいくつか挙げてみたいと思います。
　まず2021年JAXAが13年ぶりに日本人宇宙飛
行士の募集を開始することを発表しました。日本人
初となる月面探査や宇宙研究開発を担う新規若

手人材の登用を念頭に置いてのことです。宇宙
開発は、自然科学系の全ての研究分野にとって
魅力的な研究対象と言っても過言でないでしょう。
私の専門である臨床薬学をとっても、無重力化で
の薬物動態変動や薬の剤形変化など興味深い
未解決問題は多い。この先、月や火星への移住
が実現するためにはこれら薬学研究の進展は必
要不可欠となるでしょう。
　次に、気候変動問題です。日本も2050年までに

カーボンニュートラルの実現を目
指していますが、現状その道のり
は非常に困難です。大気中の二
酸化酸素を回収したり、貯留し
固 定 する技 術 であるDACや
CCSがどこまで温暖化抑制に寄
与するのでしょうか。科学技術の
進歩により破壊されつつある地
球が、今度はその進歩により救
い出すことができるのかとても興
味深い。
　コロナ禍となり、これらの関心
事について他愛のない雑談をす
る機会が奪われてしまった。今年
こそは、そんな日常が戻ってきて
ほしいと願ってやみません。

研 究 者：澤本　一樹
旭川医科大学糖尿病生活習慣病
予防治療学講座�特任助教
（2021年10月より旭川医科大学内
科学講座病態代謝・消化器・血液
腫瘍制御内科学分野�特任助教）

研究テーマ：レドックス調節因子Nrf2発現制御に
基づく肥満・糖尿病治療法の開発

研究成果要旨
　レドックス制 御 転 写 因 子NF-E2 related 
factor 2（Nrf2）は抗酸化酵素を誘導するマス
ター制御因子である。これまでに、Nrf2を活性化す
ると考えられている機能性食品が発がん・肥満の
抑制に寄与することが報告されている。しかしなが
ら、糖脂質代謝やエネルギー恒常性に与える

Nrf2の役割については未だ不明な点が多い。本
研究の目的は、ウイルスベクターを用いてNrf2を特
異的かつ安定的に活性化させることで肥満状態
における同分子の未知の代謝制御機構を明らか
にすることである。これまでに、Nrf2発現アデノ随
伴ウイルスベクターを作製し、投与後12週以上に
渡ってマウスの肝臓、脂肪組織等の代謝臓器に
おいてNrf2の発現が高いレベルで持続することを
確認した。また、高脂肪食投与下においてNrf2高
発現群では対照群と比較して体重差が無いのに
も関わらず、糖負荷試験では血糖値は低く推移
し、耐糖能の改善を認めた。今後は、脂肪組織の
ベージュ化と各代謝臓器への免疫細胞浸潤につ
き解析を行い、耐糖能改善のメカニズムを明らかに
していく予定である。

私にとって最近の関心事

晩秋の旭岳
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　「有機化学者として研究を続けていくのであれ
ば、自分の考えを構造式で伝えられるような研究を
していきなさい」。これは筆者がアカデミックでの研
究を志した際に、学部生のときの恩師に頂いた言
葉である。有機化合物は構造式で表記するのが
一般的であるが、考えまで表現するということは容
易ではないだろう、と当時思った記憶がある。いく
つかの線とアルファベットのみから構成される構造
式は、有機化合物を構成する原子の繋がりに基
づいて描画される。これらはとてもシンプルである
が、そこには膨大な情報が含まれている。例えば、
文章では数行を使って説明しなければならないよ

うな分子の性質を、有機化学者はその構造式を
一瞥するのみで容易に理解することができる。先
の恩師の言葉は、日々 新たな研究が報告され、無
数の構造式が公開されていく中で、ひと目見てそ
の人の研究哲学を知ることのできるものを目指しな
さいという意味であろうと筆者は現在自分なりに理
解している。シンプルな中にも奥深さを感じられるよ
うな分子を自らの手で生み出し、その研究が世界
の創薬研究の発展に少しでも寄与できる。そのよう
な研究を目指して、この価値観を共有できる仲間と
共に今後も精力的に研究活動を行っていきたい。

研 究 者：勝山　彬
北海道大学大学院薬学研究院�
創薬科学研究教育センター有機
合成医薬学部門�助教

研究テーマ：平面の脱却を基本概念とするねじ
れたカルボキサミドを用いた創薬基
盤素子の開発

研究成果要旨
　医薬品と標的分子との結合の際には、様々な
官能基の三次元的配置が重要であることから、
立体的多様性が創薬化学において重要である。
ベンズカルボキサミドは、医薬品として汎用される
部分構造であるが、その炭素-炭素・炭素-窒素結
合の結合軸に起因した立体異性体が存在する。

これらは容易に相互変換するため、区別されない
ことが多いが、この回転軸の制御により異性体の
分離を可能とすれば、立体的に多様な創薬基盤
素子が開発できるものと考えた。回転抑制の方法
として、アミド酸素原子を、硫黄原子に置換すること
を計画した。種々のチオアミド誘導体を合成し、炭
素-窒素結合の回転により生じる異性体の安定性
を調べたところ、広範な基質において、半減期1ヶ
月以上の十分な安定性を示すことが明らかとなっ
た。また、硫黄原子よりも原子半径の大きいセレン
原子への置換により、より安定性が向上することが
わかった。炭素-炭素結合に起因する異性体につ
いても分離可能であり、調査したすべての基質に
おいて室温で異性化がほとんど進行しないことを
明らかとした。

構造式が示すもの

共に研究を行ってきたメンバーとともに
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　近年、SGDsの観点から有機合成化学は転換
期を迎えている。これまで、有機化学の学問が始
まって以来、フラスコを用いた合成（バッチ法）が中
心的な役割を果たしてきた。一方で、新たな方法と
してフロー法がある。このフロー法の概念は日常に
おいてすでに確立されており、その例として工場で
のベルトコンベア（ライン生産方式）がある。自動車
工場を例に説明すると、出発材料がベルトコンベア
で運ばれてきてロボットAが部品aを取り付け、ロボッ
トBがbを取り付け・・・と幾つもの工程を経て自動車
が生産される。一方で、芸術作品などは一人の人
が最初から最後まで行うというもの（個別生産方
式）もある。現在の有機合成化学は、後者の方であ

りそれが前者に変わろうとしているのである。原料
を管（ベルトコンベア）に通して触媒（ロボット）Ｉが反
応剤iと反応（部品の取り付け）させ、生成物を得
た後、触媒IIが反応剤iiと反応させ、さらに次の化
合物へと変換・・・という工程を経て目的化合物（原
薬など）へと導くというものである。このフロー法は、
ここ数年で実用化レベルまできておりその可能性
が広がりつつある。ライン生産方式でロボット開発
が重要である様にフロー法でも触媒の開発が重
要であり、世界中で競争となっている。まずは、若い
世代に有機合成のライン生産方式であるフロー法
を広め、将来の担い手を育て、日本の高い触媒技
術を維持するための一助となりたいと思う。

研 究 者：坪郷　哲
北海道医療大学薬学部創薬化学
講座（医薬化学）�講師

研究テーマ：プロテアソーム阻害活性物質ピロ
リジラクトンのcis-デカリン骨格のフ
ロー合成

研究成果要旨
　ピロリジラクトンは、理化学研究所の長田先生ら
によって微生物の代謝産物として単離されたプロ
テアソーム阻害活性物質であり、抗がん剤として
の役割が期待されている。我々は、これまでにピロ
リジラクトンに含まれる骨格構築検討において、当
量以上のアルミニウム触媒をジエチルエーテル中

にて用い、シロキシジエンと光学活性N-クロトノイル
オキサゾリドンとを反応させることにより、exo選択的
Diels-Alder反応が進行することを見出している。
そこで、この骨格構築をフロー連続合成に適用で
きないかと考えた。バッチ反応にてモデル基質を用
い様 な々Lewis酸触媒の検討を行ったところ、これ
まで用いていたTMSシロキシジエンは不安定であ
りエノンへと分解することが明らかとなった。そこ
で、より安定なTBSシロキシジエンを反応基質とし
て用いたところ、スカンジウムやイットリビウムなどの
ランタノイド金属触媒を触媒量用いることにより目的
とするexo体が高収率かつ面選択的に得られるこ
とを明らかとした。現在、不均一系触媒の開発とフ
ロー反応への展開を図っている。

有機合成のベルトコンベア化

有機合成（フロー法）に使う装置
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研 究 者：山本　聡
札幌医科大学医学部微生物学講
座�助教

研究テーマ：納豆菌が分泌するRSウイルス不
活化物質の同定

研究成果要旨
　RSウイルス（RSV）は、下気道炎を呈する呼吸
器感染性ウイルスで2歳までにほぼ100％の乳幼
児が感染する。2015年の世界規模の疫学調査
では3300万人に下気道感染症を引き起こし、病
院での死亡数は6カ月未満の乳児で3万人弱と
なっている。RSV感染の重症化、喘鳴の遷延、気

管支喘息の発症・増悪への関与に対して、現在
有効な予測因子や予防・治療法は確立されてい
ない。主な罹患者は子供であるため、食品由来成
分を出発点とした創薬、つまり安全性が高い治療
薬開発のアプローチが求められる。本研究では、
日本の国民食である納豆がRSVの感染性を失わ
せる物質を同定することを目的とした。メタボローム
解析を行った結果、納豆の可溶性画分中に特異
的に存在するいくつかの化合物を同定することに
成功した。現在はこれらの化合物の中に、RSVを
不活化する物質があるのかスクリーニングを行っ
ている。

　本研究は、偶然に納豆があるウイルス（ここでは
言えませんが）を不活化することを発見したことか
ら始まった。納豆はご存知の通り、大豆と枯草菌の
仲間である「納豆菌」を混ぜて加熱させ、発酵さ
せる日本独自の食品である。納豆はその独特の匂
いから海外の人には好かれていないが、体に有用
な食品であることは日本人なら周知の事実であろ
う。なお秋田県には納豆汁なる強烈な匂いを放つ
郷土料理（もちろん美味しいですよ）があります。
　納豆菌は市販の納豆からも、研究者の方なら
ば簡単に分離することが可能で、筆者も実験のた
め分離したところ、わずか10粒
の納豆から恐ろしい数の納豆
菌が分離され、日本酒の仕込
みを行う杜氏が仕込み中は納
豆を食べれないことに妙に納
得した瞬間であった。
　さて、ここから少し実験の話
になりますが、納豆菌はグラム
陽性菌のため大腸菌などのグ
ラム陰性菌に比べて外来遺伝
子の導入効率が極端に悪い。
実験当初はなんとかなるだろう
と思い分離した納豆菌や、生
物資源バンクから取り寄せた

納豆菌に遺伝子の導入を様々試みたが、現在ま
でに目的の遺伝子が入った納豆菌や組み替え体
を得ることに成功していない。せいぜい晩御飯の
お供みたいな感じで登場する納豆（納豆菌）のこと
を、真剣に考える日が続くとは思いもよらなかった。
遺伝子導入効率の改善や遺伝子改変ツールが
乏しいことが現状の問題点である。この問題は納
豆菌そして私が乗り越えなければならない課題で
あるが、納豆だけに粘っこく研究を進めていきたい。

納豆菌

市販の納豆から分離した納豆菌（ザラザラしています）
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　肺胞微石症という肺胞内にリン酸カルシウムを
主成分とする結石が蓄積して呼吸を障害する世
界で1000例程度の報告例しかない珍しい病気が
ある。私が米国シンシナティ大学に研究留学した
際に機序の解明や治療法の開発をテーマとして
研究していた疾患である。私は呼吸器内科医とし
て10年以上診療に携わっていたが一度も実際の
患者さんを診たことがなく、自分の研究がどれほど
世の中にインパクトを与えるのだろうかと疑問を抱く
ときもあった。しかしその研究の過程で思いがけず

病気肺で結石の周囲の多核を持つ巨細胞が骨
にある破骨細胞と同様の骨溶解酵素などを分泌
し結石の分解に関わっていることを発見した。多
核巨細胞自体はいくつかの呼吸器疾患の肺病変
で報告されてはいたが、それらが何をしているのか
はよくわかっていなかった。結果的には骨に類似し
た組成と構造を持つ結石と破骨細胞様の多核巨
細胞がこの病気の肺で奇跡的に出会ったことか
ら、我々は破骨細胞としての機能が発揮されてい
る場面を目の当たりにすることになった。肺におけ

る多核巨細胞の破骨細胞
様の活性が肺胞微石症以
外の様々な呼吸器疾患の
病態に関わっている可能性
が示唆され、今回申請した
研究テーマなどに広がること
となった。生物の身体が上手
いこと生体部品を使いまわし
ていることに感心するととも
に、研究のヒントとは思わぬと
ころに落ちているものだと学
ぶ機会となった。

研 究 者：上原　康昭
札幌医科大学医化学講座
助教

研究テーマ：サルコイドーシスにおける破骨細胞
様多核巨細胞の機能解析

研究成果要旨
　サルコイドーシスは全身性に炎症細胞の異常な
集積による肉芽腫を形成する疾患である。経験的
に免疫抑制剤による治療が行われているが、一部
は治療抵抗性であり致死的な経過をたどる。サル
コイドーシスの病態は様 な々仮説が提唱されてい
るが未だ機序や病態などは明らかとなっていない。
　サルコイドーシスの肺病変に多核巨細胞が存
在することは知られているが、その発生の機序や

機能は明らかになっていない。申請者は肺胞微石
症の研究に携わった際に、肺内の炎症部位に存
在する多核巨細胞が骨溶解酵素や酸の分泌と
いった破骨細胞と同様の機能を持つことを明らか
にした。他の呼吸器疾患に生じる多核巨細胞にも
同様の特徴があるかを確認するために、本研究で
はサルコイドーシスの肺病変における多核巨細胞
の機能を明らかにすることを目的とした。本研究で
はサルコイドーシスの患者肺において肉芽腫病変
に破骨細胞に特徴的なマーカーとして知られてい
る骨溶解酵素である酒石酸耐性酸フォスファター
ゼ（TRAP）及びカセプシンK（CTSK）を発現する
多核巨細胞の存在を明らかにした。今後は病態
における破骨細胞様多核巨細胞の関与を明らか
にすることを目標とし、現在も研究を継続している。

奇病がくれたヒント

肺胞微石症モデルマウス肺から得られた結石の電顕写真
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　「先生はどうして放射線の研究をしているので
すか？」と、以前、ある研修医から問われました。自
分にもたしかに研修医と呼ばれる時期があったは
ずですが、もう随分と昔のような気がしています。し
かし、ある種の懐かしさと悼みをもって、あの頃のこ
とを振り返ることがあります。福島県の公立相馬総
合病院で臨床研修していた日々は生涯忘れられ
ないでしょう。
　あの原子力発電所事故の被災地で、私は不条
理を見ました。原発が爆発し、放射性物質がばら
まかれて、故郷を追われた人達がいました。そし
て、私には故郷に二
度と帰れなかった
方々を幾度も看取る
機 会がありました。

「家に帰りたい」と言
いながら、亡くなった
人も。福島の未来を
案じながら、亡くなっ
た人も。
　だから、私はこの
不条理に対する怒り

を心に抱えながら、これまで放射線研究に取り組
んできました。もっと研究が進み、放射線被ばくに伴
う健康障害リスクが解明、制御されていれば。そし
て、人類がもっと安全に放射線を扱えるようになっ
ていれば。福島の悲劇はもっと小さくできたはずで
す。
　放射線は両刃の剣です。医学分野などで人類
に多大な恩恵をもたらす一方、その有害性もよく知
られています。私は、その鋭い刃を見つめながら、今
後も、放射線被ばくによる健康影響の解明と、放射
線技術を活用した応用研究に取り組む所存です。

研 究 者：福永　久典
北海道大学環境健康科学研究教
育センター�特任准教授（2022年
４月より北海道大学大学院保健科
学研究院�准教授）

研究テーマ：マイクロビームPIXEを用いた妊婦
毛髪試料の環境中有害重金属類
の新規評価法の確立

研究成果要旨
　重金属類のばく露評価は、従来、血中濃度の
測定結果によって行われるのが一般的だったが、
各元素が経時的に体内蓄積され、毒性を呈する
に至るまでのモニタリングが困難であった。また、毛
髪をはじめ各組織・臓器に、金属元素が移行、蓄
積するメカニズムも十分に解明されていない。マイ

クロイオンビームを用いたPIXE（Particle Induced 
X-ray Emission, 粒子励起X線放出）分析は、各
元素固有の特性X線を計測することによって照射
範囲における空間分布情報を網羅的に解析する
ことができる。本研究では、このマイクロビーム
PIXEを用いて、妊婦毛髪試料の環境中有害重
金属類の新しい評価法の確立を目指す。そのサン
プル調製の検討として、まず男性健常者の毛髪試
料を用いて、条件検討を実施した。毛髪の横断
面、縦断面の薄片標本を作製し、マイクロPIXEで
走査し、金属元素の検出効率を測定した。その結
果、試料の固定法やマイクロイオンビームの強度に
よって、検出効率が大きく変化してしまうことが判っ
た。今後、共同研究者らとさらなる技術的検討を行
う予定である。

どうして研究するのか？

かつての公立相馬総合病院の第一病棟。東日本大震災後に取り壊された。
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　「象牙の塔（仏tour d’ivoire）」は、19世紀のフ
ランスの小説家でもあり文芸評論家でもあったシャ
ルル＝オーギュスタン・サント＝ブーヴが、当時の芸
術至上主義者を批評するために使った言葉であ
る。世間とかけ離れた世界を、皮肉を込めて指す
ために使うことが多い。
　さて、21世紀の文明社会において、科学者は象
牙の塔にこもってばかりいる、と評されて久しい。た
しかに、学者は自らの営みを高尚なものと捉え、一
般の人々にはわからなくても構わない、といった姿
勢は存在した。中世のヨーロッパのようにパトロンが
いたり、科学者自らが高貴な身分であったりした時

代は、研究費に困ることはなかったと考えられるた
め、そのような態度もまだ認められよう。しかし、現在
の科学は国民の税金を原資とした国の研究費に
よって行われることが常であり、そのためにはスポン
サーである一般の人 を々ないがしろにしてはならな
い。しかも、今回のコロナ禍やウクライナ戦争は、資
材の高騰を引き起こし、研究用品の物価上昇にも
影響を与えた。とても、世間と切り離された世界で
はない、ということをつくづく感じている。これらのこと
を踏まえると、科学者は世情に通じる必要もあるの
かと改めて考えさせられる。

研 究 者：半田　悠
北海道大学大学院医学研究院�
生化学分野分子生物学教室
特任助教（2022年4月より助教）

研究テーマ：EMT下でのミトコンドリア機能およ
び形態が細胞運動へ与える影響
の分子的解析

研究成果要旨
　上皮間葉転換（EMT）は、発生や創傷治癒過
程で見られる生理的現象であり、EMTの結果とし
て上皮細胞は運動能を獲得する。現在までに、
EMTを誘導するシグナル伝達経路、細胞骨格や
接着分子のダイナミクス変化に関する分子機序が
明らかとなっている。また、癌細胞における代謝解

析によって、解糖系によるエネルギー取り出しのみ
ならず、ミトコンドリアでのグルタミノリシスによるエネ
ルギー産生も行われていることが明らかとなってき
た。本研究では、EMTに伴う酸化的リン酸化能の
変化に対して、その分子的メカニズムを明らかに
すべく解析を行った。EMTによって発現変化す
るタンパク質のうち、ミトコンドリア外膜に発現するも
のに焦点を当て、そのタンパク質の恒常発現細胞
を構築した。現段階では、この恒常発現による酸
化的リン酸化能変化への影響は確認できなかっ
たが、ミトコンドリアを介した細胞機能に対する変化
を観測した。今後は、EMTによるミトコンドリア機能
変化とそれが細胞全体へ及ぼす影響について明
らかにすべく解析を続ける。

象牙の塔ではなかった

プレートの塔
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　脳を情報処理装置として捉えて、感覚や運
動、認知、情動などの仕組みをトップダウン的に推
論し、定式化した数式やアルゴリズムを数理解析
やシミュレーション実験、時には動物実験により検
証する融合科学が計算論的神経科学である。
歯学部5年生の時にこの学問分野にはじめて触
れた私は研修医修了後北海道を離れて、はるか
南に位置する沖縄科学技術大学院大学（OIST）
の銅谷賢治先生に師事し大学
院での研究を始めた。ラボには
数理解析のためのスーパーコン
ピュータやシミュレーション実験の
ためのネズミ型ロボット、さらには
動物実験施設も整っており、情
報科学・工学・生物学の垣根を
超えた、まさにチャンプルー（沖
縄方言：「ごちゃまぜ」の意）な研
究環境であった。私は動機づけ
や意思決定を担う神経機構に
興味を持ち、機械学習の一種で
ある強化学習アルゴリズムが脳
内に実装されているとの仮説の
もと、大脳基底核を主要な研究

対象として現在も一貫して研究を続けている。カ
テコールアミンのドーパミンは大脳基底核に作用
して意欲など動機づけに関わる一方で、延髄で
は悪心・嘔吐を引き起こす催吐物質として作用す
る側面を併せ持つ。今後はドーパミンが関わる
快・不快の二面性に迫る研究を分野横断的な手
法により進めていきたい。

研 究 者：吉澤　知彦
北海道大学大学院歯学研究院�
口腔機能学分野口腔生理学教室��
助教

研究テーマ：延髄最後野ニューロンのグルコー
ス感受機構の解明

研究成果要旨
　脳幹の延髄に存在する最後野は化学受容器
引き金帯であり、血中の薬物や毒物に応答して嘔
吐中枢を刺激し、悪心・嘔吐を誘発するだけでな
く、摂食制御にも関与する。最後野ニューロンには
グルコースによって放電頻度が増加するタイプが
存在し、グルコース受容ニューロンとよばれる。この
タイプのニューロンは、満腹中枢として知られる視

床下部腹内側核にも存在する。視床下部腹内側
核においては、グルコース存在下でATP感受性
K+チャネルが閉鎖し、脱分極が生じることが放電
頻度増加のメカニズムとされている。一方で、最後
野のグルコース受容ニューロンが視床下部腹内
側核と同様のメカニズムによって放電頻度を増加
させるかは不明であった。本研究では、グルコース
存在下において最後野の単一ニューロン細胞内
記録を様 な々条件下でパッチクランプ法にて実施
した。その結果、最後野のグルコース受容にATP
感受性K+チャネルの寄与が示唆される結果が得
られた。今後も最後野と摂食制御の関連について
研究を進め、生活習慣病の原因の一つである肥
満の予防に役立てていきたい。

チャンプルーな研究を目指して

パッチクランプ実験中の筆者
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　私は脳神経外科の臨床領域に興味を持ち、
脳神経外科医を志しました。手術を経験し、手術
の貢献とその限界を感じた。臨床医だから持てる
視点を大事にしながら、問題意識を研究に還元
し、適切な問題設定を置くことが利点だと思いま

す。それでも一心不乱に量的に問題解決を図る
「犬の道」を往くことが多々あり反省ばかりの毎日
です。とにかく思考を絶やすことなく、試行の末、
経験を増やすことが、臨床と研究が適切なギア
でかみあい推進力を増していくことと信じて、物事
に取り組んでまいります。少しでも「バリューのある
仕事」をこなし、医学への貢献、ひいては現在の
患者さんのみならず将来の患者さんへの利益に
少しでもつなげるべく研鑽していきます。
　膠芽腫治療において、手術（病変摘出度と機
能温存）による貢献は予後改善の前提条件で
す。しかし手術だけでは治すことはできません。放
射線化学療法のみならず多角的に様々な非手
術的治療が登場し、治療が行われていますが、
既存の報告をみると数多ある治療の糸口の一部
のみが実用されていくもので非常に困難な現実
があります。今回幸いにも御支援賜ることができ
た助成金のもと進めてきた本研究が病態解明や
新規治療への一片の手がかりにでもなることを信
じ、努力したいと思っています。

研 究 者：岡本　迪成
北海道大学医学部医学科脳神経
外科学講座�医員

研究テーマ：膠芽腫における低酸素下糖代謝メ
カニズムの検証

研究成果要旨
　膠芽腫は原発性脳腫瘍のうち最も予後不良で
ある。悪性腫瘍では低酸素下糖代謝の亢進が、
異常増殖や浸潤を可能にするひとつのメカニズム
として考えられているが、その分子学的機序は不
明 な 部 分 が 多 い。Positron emission 
tomography （PET）検査を用いて糖代謝や低
酸素を検出することができることから、PETで術前
精査された患者の膠芽腫検体を用い遺伝子解析
し、低酸素下糖代謝亢進における重要分子の同

定を試みた。解糖系（低酸素下糖代謝）の亢進に
関わる因子と解糖系と逆の方向、つまり糖新生に
関わる因子をそれぞれ評価したところ、糖代謝に
相関し、かつ低酸素が進んだ領域ほど発現の多
い分子が検出された。こちらについて機能解析を
行うとやはり低酸素環境下で遺伝子発現が高まる
ことが確認された。興味深いことに同分子の遺伝
子発現は自施設内の他患者検体の遺伝子発現
とその予後と関連しており、さらに米国のデータ
ベース（The Cancer Genome Atlas）においても
予後と関連していた。本分子は予後予測因子とし
て考えられ、嫌気性糖代謝が予後を悪化させるメ
カニズムを紐解く一助となることが期待された。今
後はさらなる機能解析を継続し、同分子の役割を
明らかにしていく。

臨床↕研究

顕微鏡手術を行う
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　私が所属しています北大呼吸器内科学教室
はもともと「内科学第一講座（第一内科）」と称し
ており、1921年（大正10年）10月に内科学講座と
して開講して以来、2021年10月に開講100周年
を迎えました。コロナ禍の影響で100周年記念祝
賀会はまだ開催できておりませんが、100周年記
念誌の作成が始まっています。そして、私が一連
の記念行事の準備委員長を仰せつかって
おりまして、100年という時間に向き合ってい
ます。
　100年前は大正時代（鬼滅の刃の時代で
すね）。当時は結核が脅威となっており、現在
のCOVID-19に通じるものを感じます。現在
でも結核は存在していますが、しっかり治療
薬があります。COVID-19は100年後の世
界ではどうなっているでしょうか？また、現在の
呼吸器内科診療にはCTなどの画像診断は
欠かせませんが、100年前はまだレントゲンも
なく、昭和時代初頭にようやく北大病院にレン
トゲン装置が導入されています。レントゲンす
らない時代の呼吸器内科診療は想像がつき
ません。でも、たった100年前のことです。
　人類の歴史上、この100年間の変化・進
歩は凄まじいと思います。しかし、この進歩を

もたらした要因はたゆまぬ研究活動であったこと
は間違いありません。自分が行っている研究が
100年後の世の中に少しでも貢献できるものとなる
よう、日々 努力していきたいと思います。

研 究 者：鈴木　雅
北海道大学大学院医学研究院呼
吸器内科学教室�講師
（2022年4月より准教授）

研究テーマ：AIM/CD5Lの気管支喘息・アレル
ギー病態における役割の解明

研究成果要旨
　 A I M（ A p o p t o s i s  I n h i b i t o r  o f 
Macrophage、別名CD5L）は血中でIgMと特異
的に結合して豊富に存在する蛋白であり、脂質メ
ディエーター組成の炎症促進性・収束性のバラン
スの調節を介して炎症を制御していることが報告
され、同様のデータは申請者の肺組織の脂質分

析でも得られている。一方で、気管支喘息等のア
レルギー疾患においては種々の脂質メディエー
ターの関与が明らかになっており、AIMが喘息な
らびにアレルギー病態へ関与しているものと仮説
を立て検討を進めてきた。AIM欠損マウスを用
いた検討では、卵白アルブミン感作・曝露によるア
レルギー性気道炎症マウスモデルにおいて、
AIM欠損マウスでは好酸球性炎症と気道過敏
性が著明に抑制されていることを見出した。また、
ヒト臨床検体で血清中の遊離型AIM（活性型
AIM）濃度が喘息患者で上昇していることも見出
した。今後はAIMが喘息・アレルギー病態に関与
するメカニズムの解明をさらに詳細に検討していき
たい。

100年という時間を考える

北大医学部第一内科開講100周年お祝いケーキ
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　感染症が大流行し、戦争が起き、「これからの
人生、何を目指したらいいのだろう…」と中々先を
思い描けないことがあった。そんな中「職人」とい
う言葉に出会った。Wikipedia では「自ら身につ
けた熟練した技術によって、手作業で物を作り出
すことを職業とする人のこと」らしい。漠然とかっこ
いい感じがして、医師として「職人」を目指したい
と思った。
　職人に必要なことは何だろうか。新明解国語
辞典において「職人気質」という言葉は「自分の
技能には絶対の自信を持つ職人共通の傾向」と

記されている。やはり職人になるには技術の修練
が重要である。しかし、野村監督は「野球だけ
やっていればいいわけではない。人間的成長なく
して技術的進歩なし」と選手に言ってきたようだ。
すなわち表面的な修練を重ねるだけではなく、謙
虚に本質を探ろうとする気持ちが技術を成長させ
る、とのことらしい。深すぎる。感情に支配されてば
かりな自分の未熟な人間性を戒めたい。2つ目に、
職人たるもの顧客（＝患者）満足度の向上を極め
たい。耳鼻科は生活の質を支える側面が大きい
ため、疾患の治癒と機能温存の高度なバランス

が求められる。従って、手術治療
では医師がしたい手術ではなく
患者の求める治療を行い、結果
を出すことが重要である。最後
に、職人は古来の方法を伝承し
ていくが、新しい「職人」として医
療技術革新を受容し、ひいては
発展に寄与していきたい。変化
を続けることこそが新しい「職
人」として重要かもしれない。

研 究 者：山本　圭佑
札幌医科大学耳鼻咽喉科・頭頸
部外科学講座�助教

研究テーマ：ヒト鼻粘膜上皮細胞を用いた
HMGB1を標的とするアレルギー
性鼻炎治療薬の検討

研究成果要旨
　 炎 症 性 疾 患と密 接 な 関 係 が あるHigh 
mobility group box-1（HMGB1）は、主に核内に
局在して転写の制御を行うとともに、細胞死や炎
症性の刺激によって細胞外に放出され細胞障害
性のシグナルを誘導するとされている。また、鼻粘
膜上皮細胞のバリア機能の破綻と関連するアレ

ルギー性鼻炎や慢性副鼻腔炎はHMGB1と密接
に関連する。今回われわれはHMGB1がTGF-βシ
グナリングを介して3細胞間接着分子である
angulin-1/LSRの発現を低下させることでバリア
機能を低下させることを明らかにした。またTGF-β
受容体キナーゼ阻害薬EW-7197はHMGB1投与
によって生じるバリア機能低下を抑制することが示
された。以上のことからangulin-1/LSRがタイト結
合におけるバリア機能は重要な役割を果たしてい
ると考えられ、HMGB1がバリア機能低下の一因
である可能性がある。さらにTGF-β受容体キナー
ゼ阻害薬EW-7197がHMGB1の作用を抑制する
ことで、鼻副鼻腔疾患の新規治療薬となりうる可
能性が示唆された。

新しい「職人」をめざして

「職人」を目指して修行中



第4章　ネットワーク形成事業
助成金受領者からのメッセージ

1 ．	高校生を育て地域をつなぐ	
「みらいナレッジスクール」プロジェクト

2．	誰にとっても暮らしやすい北海道	
～性的マイノリティの視点から～

3．産後の母たちの「体力回復・健康増進」を応援！

4．	食が地域を熱くする！	
～地域農業パートナーシップで創るグラウンドワーク～

5．離島社会存続に向けた水源林の生態系サービス活性化

6．発進！北海道まるごとキッズ元気プロジェクト！

7．	「産後ケア推進プロジェクト」十勝から発信！！	
次も産みたくなる北海道

8．	支え合える“居場所”となる地域×農業×福祉の	
コミュニティづくり

9．	市民主体の対話によるまちづくりのためのプラットホーム構築	
～北海道で市民ファシリテーターを増やそう～

10．さっぽろ里山会議



99

　キャリア教育の必要性や意義を認めながらも、
教育現場では一人一人と向き合う時間が不足し
ています。小学生から高校生まで、学校教育に求
められている行程は階段を昇るように編成されてい
ますが、進路選択は一人一人の子ども達に委ねら
れています。その表れが高校生の「答え待ち」の
動向です。進路選択は誰かに導かれるもの、教え
てくれるものと思う子ども達が多く、保護者や社会も
この考えに踏襲されているのではないでしょうか。
　コロナ禍により、進路選択に関わる環境はさらに
狭められました。他者の意見や価値観に触れるこ
となく、ネットワーク形成の機会も奪われました。プロ
ジェクトも当初の予定を変更せざるを得なくなり、コ
ロナウイルス感染症拡大問題と並行して現在に至
り、世界中を巻き込むパンデミックは、いまだに猛威
を振るい続けている現状です。
　プロジェクトを進めながら、3年間にわたり高校生
の「キャリア発達課題」に向き合ってきました。SDGｓ
に関係するさまざまな取組みをきっかけと
して、DVD鑑賞や進路講演、グループ
ワークの実践等により高校生とともに未
来を考え、悩みを共有しながら、教育機
関との協働実践を繰り返してきました。
私達のプロジェクトは終わることのないエ
ンドレステーマだと思います。教育社会と
職業社会をつなぐ教育は、「学びと社会
の関連性」が基盤となります。受動的な
高校生を主体的に育てるためには、分
かりやすい語りかけに尽きるのではない

でしょうか。小学校を経て中学校で急成長した子
ども達は、高校生になり「進路選択」と言う岐路に
立たされます。そんな子ども達に、私たちは「おおき
くなったら きみはなんになる？」と問いかけます。一
人一人の心の中に、小学生の頃の純粋な気持ち
が残っていると思うからです。小学生の変化、中学
生のキャリア教育での成長の姿と同じように高校
生も成長し続けると信じています。北海道200高校
へのDVD発送、YouTube発信、高校でのキャリ
ア教育講座およびグループワークも多数実践してき
ました。ICTを駆使した実践教育を通して、新しい
ネットワーク形成に手応えを感じた瞬間でもありまし
た。多くの高校から、連絡や御礼のメールが届くた
びに、高校生の顔つきは少し変わりましたか？目は
輝いていましたか？と聞いています。これからも多く
の子ども達に語りかけて行こうと考えています。「お
おきくなったら きみはなんになる？」

「おおきくなったら�きみはなんになる？」

プロジェクト名：高校生を育て地域をつなぐ
「みらいナレッジスクール」プロジェクト

代 表 者：棚橋　伸男

助成期間：2019年度～2021年度

プロジェクト要旨
　「北海道の高校生達が主体的進路選択によっ
て、自身の未来を輝かせること、より良い人生を歩
むこと」のサポートが基本コンセプトです。北海道

各地域の高校生に対して、さまざまな専門職の
方々からのメッセージを通して、未来を考えるグルー
プワークを実践します。公的教育機関と協働しなが
ら、伝えることの難しい「学びと社会の関連性」に
ついて、共に考える場を提供することで、高校生の
主体的行動を育成します。プラットホームメンバー、
高校生、高校教員等へのアウトリーチによる新しい
ネットワーク形成を目指す取り組み実践です。

高等学校でのキャリア教育講座「みらいナレッジスクール」風景
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　2021年度は、我 Ｅ々ＮＩＳＨＩにとって大切な年度
になった。
　平成30年8月に江別市に要望した「パートナー
シップ制度の創設」が3年7か月をかけて、ついに
実を結んだのである。
　令和4年3月1日から江別市は、パートナーシップ
宣誓制度の予約受付を開始し、制度が実際に動
き出した。道内第2番目の制度導入である。
　要望書提出から足掛け4年。この間、市の男女
共同参画審議会の委員を務め、市職員や各委員
にＬＧＢＴに関することやパートナーシップ制度につ
いて説明を行い、理解の促進に努めたことにより、

「どちらかが江別市に居住していればよい」、「希
望者には子どもも記載することができる」など、道
内最初の制度導入を行った札幌市にはない内容
も含まれている。
　現在導入を検討している「北見市」「函館市

「帯広市」など道内に広がりを見せることになるだ
ろう。我 Ｅ々ＮＩＳＨＩとしては、次は、石狩管内でこの
パートナーシップ宣誓制度が利用できるよう、広域
連携を呼び掛けていきたい。その行動や声が北

海道を動かし、北海道が制度を導入してくれること
を願っている。
　もう一つ、本助成事業初年度に行ったアンケー
ト調査の結果を小冊子として発行できた。
　この小冊子「LGBT VOICE」は、約300人の方
から回答を得てそれを集計したものであるが、発行
してからは、石狩管内のみならず胆振管内やオ
ホーツク管内の学校などからも教育で使用したい
との連絡をいただき、当初作製した1，000冊は瞬く
間になくなるほどであった。
　また、各メディアにも取り上げられ、ＥＮＩＳＨＩの活
動にとって大きな後押しとなった。
　他の当事者支援団体とも連携活動を行い、地
域ラジオでの当事者のお悩み解決コーナーを第
一、第三火曜日に行っている。
　また、北海道や江別市から講師の依頼をいただ
き、講演を行っている。
　そして、ＥＮＩＳＨＩとしても3月5日に札幌エルプラ
ザにおいて、セミナーを開催した。
　これは、コロナ禍の延期を経てようやく開催でき
たものである。定員いっぱいの13名の参加者のも
と開催されたセミナーであり、今後も継続して開催
していきたい。
　今となっては、ＬＧＢＴｓという言葉は、多くの人に
知られており、我 Ｅ々ＮＩＳＨＩもＬＧＢＴの方の支援を
行う、と設立した法人であるが、今後は、ＳＯＧＩ

（Sexual Orientation ＆ Gender Identity）とい
う、誰もが持っている属性を広めていき、真に平等
で誰もが暮らしやすい社会の構築に努める活動を
行っていこう。

ＬＧＢＴからＳＯＧＩへ～誰にとっても暮らしやすい社会～

プロジェクト名：誰にとっても暮らしやすい北海道�
～性的マイノリティの視点から～

代 表 者：和泉　知美（寄稿者：五十嵐　拓也）

助成期間：２０１９年度～２０２１年度

プロジェクト要旨
　ＬＧＢＴ等、性的マイノリティの方を含め、誰でも
が自分らしく暮らし、仕事や社会活動、学習などを
通して社会参加できるネットワークを形成し、北海

道の活性化などに寄与したいと考えています。
　最近では、「性的指向、性自認」を表すＳＯＧＩ

（Sexual Orientation＆Gender Identity）という
言葉により、広く「人権」とも捉えられております。
　具体的な活動は、社会に対しての啓発、当事
者の問題解決策の提案ができるように、社会保険
労務士等の当法人に所属している行政書士以
外の士業や、医療・教育・行政等との連携の構築
です。

アンケート調査小冊子の表紙
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　2021年9月、運動講座展開の領域をハハラボラト
リーの本体から独立し、社団法人化致しました。（㈳
＿ フィジカルケアラボ；公 式 ＨＰ→http://
physicalcarelabo.or.jp）この設立ＰＲ活動の一環と
して同年10月31日、フィジカルケアフォーラム＠オンライ
ンイベントを終日の日程で開催致しました（写真参照）。
　午前の部は「研究者や医師が考えている、セラピ
ストから母親へ伝えてほしいこと」と題し、勤医協札
幌病院の西岡利康氏（産科医ドクター）からは、「出
産による身体の変化と運動が必要な理由」につい
て、帯広畜産大学の室井喜景氏（准教授）からは、

「マウスを用いたお母さんのメンタルへルス研究～
やっぱりすごいぞお母さん」をご講演いただきました。
　午後は「動いて学んで身体が楽になる運動講
座」と題し、フィジカルケアラボ代表の山下とメンバー

（理事）の寅嶋より、運動セッションを提供しました。
　午前の部、西岡ドクターからは、「出産は体力が
いること」「産前は胸郭と骨盤の距離をとること」

「産後は有酸素運動が必要」等を解説頂き、ラボ
が運営している内容の根拠を、明瞭に提示してく
ださいました。室井准教授からは、日々 のマウス研
究の概要解説から、「産後の母親マウスのホルモ
ン動態より、子を守るために必死の状態＝ちょっと
父親へ攻撃的になるのは必然」「母親は命がけ
で子どもを育くんでいる」という、母親の皆さんに
とっては大変ありがたいメッセージをマウス実験の
視点から明示していただきました。講演後の質疑
応答も活発でした。
　視聴者のご感想からは「大変勉強にになった」

「母親として勇気づけられた」「産後母のメンタル
における大変さが理解できた」「産後の運動の大

切さを改めて認識した」など大変有意義な時間で
あったことが伺えました。お二人の先生方には改め
て心よりお礼申し上げます。次年度もこのような「研
究と運動実践を繋ぐラボ」として、イベントを継続し
てほしいというお言葉もいただきました。
　午後からの運動セッションでは、日頃の講座で
実施している、有酸素的な運動実践及び骨盤ケ
アメンテナンスの一部をご紹介しながら、視聴者の
方 と々共に楽しく動きました。こちらも午前同様に温
かいお声をたくさんいただくことができました。
　今後も、ラボは地域の産前産後の母親の体力
回復と健康増進に、このようなオンラインも駆使した
形で、全国展開を行うことを視野に入れて活動を
邁進していきます。

フィジカルケアフォーラム＠オンラインイベント開催

プロジェクト名：産後の母たちの
「体力回復・健康増進」を応援！

代 表 者：寅嶋　静香

助成期間：2019年度～2021年度

プロジェクト要旨
　『産後の母親の健康が置き去りでは？』…ここが
本プロジェクトの始まりでした。
　出産後、健康は害されるのが事実です。帝王
切開は筋断裂＝怪我。自然分娩はマラソン2往復

分の体力消耗。睡眠不足は心の安定の低下へ。
頻回授乳・抱っこによる体の痛みは気力も奪いま
す。これまで道内にて、約1000名の母親と出会って
きた真実です。
　しかし、産後にアダプトした体力回復プログラム
により、健康を取り戻せます。このプロジェクトでは、
産後の母親に対する健康回復の場の提供、その
回復指導ができる人材育成の循環をつくることを
目的としています。

2021年10月31日＿フォーラム・オンラインイベントのＰＲ広告
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　旭川市は全国平均を上回る超高齢社会で、地
域の高齢者が健康な生活を長く続けられる取組
が求められています。そこで私たちは今年度、あっ
たか旭川まんを活用して、食と健康を繋いだ持続
可能な地域農業や社会の実現に貢献する活動を
考え、構築してきたコミュニティとの連携を継続しな
がら、地域共創のグラウンドワークに取り組みました。
①　食材探究
　旭川産米糀甘酒を活用した製品開発を依頼さ
れ、北海道文教大学で機能性成分に関する共同
研究を進めました。実験の結果、米糀甘酒の成分
が骨粗鬆症の予防に繋がる可能性が導かれ、効
能と成分特定の研究を継続することにしました。ま
た、市内の農業生産者と連携し、規格外メロンとコ
ラボした糖類無添加の糀メロンクリームの開発に
成功して米糀の機能性に科学的根拠を持たせた
旭川産規格外メロンの高付加価値化を実現した
新製品を誕生させることができました。
②　介護食探究

　私たちは65歳以上の在宅療養患者の72.7%が
「低栄養」または「低栄養のおそれあり」という食
の課題に着目し、あったか旭川まんがその課題解
決に貢献できないかと考え、成分検査に取り組み
ました。その結果、あさひかわ菜っ葉三姉妹が北
海道で２番目、学校製品としては初の農林水産省

「新しい介護食品　スマイルケア食　識別マーク
青」の認可を受けることができました。
③　食育探究
　探究成果を食育活動で実践するため、スマイル
ケア食の認可を受けたあったか旭川まんを実際の
高齢者に試食してもらいました。高齢者からの改
善点や感想をいただき、製品をブラッシュアップし
ながら介護従事者等にスマイルケア食の食育活
動を展開したいと考えています。また、近隣小学校
の給食であったか旭川まんを提供し、小学生に地
元産食材のＰＲと介護食品スマイルケア食の考え
方や地域の高齢者、要介護者の実態と課題に向
き合ってもらう機会を作ることができました。

　これらの活動を踏まえ、大学との連携を
一層強め、糀の機能性についての探究活
動を継続したり、地域社会との繋がりを深
め、分野横断的な食育活動を展開したりす
ることを今後の課題としていきたいと考えて
います。
　私たちは、日頃からバランスの取れた美
味しい食事を摂り、病気を予防しようとする
医食同源の考え方をサポートしながら、あっ
たか旭川まんが地域と農業の発展や活性
化に貢献できるよう、これからも地域と農業
と産業を繋ぐ架け橋となって、旭川をあった
かく盛り上げます。

「医食同源」を柱に、持続可能な地域共創の取組へ

プロジェクト名：食が地域を熱くする！�～地域農業
パートナーシップで創るグラウンド
ワーク～

責 任 者：多田　崇（寄稿者　廣瀨　夏花（生徒代表））

助成期間：２０１９年度～２０２１年度

プロジェクト要旨
　「あったか旭川まん」を基軸に地域の農業生産
者や関連企業とパートナーシップを結んで地域社

会や農業の課題の解決に向けた商品開発や地
域活性化、まち・ひとづくりを推進するコミュニティを
形成して食育活動、地域活動に取り組むグラウン
ドワークを展開しています。
　今年度もコロナの影響を受け、思うような活動は
十分には進められませんでしたが、コロナ禍でもで
きる活動とアフターコロナに向けた活動に取り組ん
で、持続可能な地域社会と農業の実現に寄与で
きる成果を得ることができました。

北原農園（メロン生産者）への訪問活動
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　今年度は、プロジェクトの2年目に当たりました
が、コロナ禍のため、大人数で小さな離島である
天売島に渡ることを控えました。そこで、余った時
間とエネルギーを平取や札幌でのイオルの森の再
生に注ぎました。イオルとは、アイヌ文化を支える伝
統的な衣食住等の自然素材の供給地となる森や
川や海を指します。森に関しても、明治以降の開
拓でその多くが失われたり変質したことから、平取
町では、イオルの森の再生が進められています。
　かつて北海道には里山はないと言われてきまし
た。そして、里山としての利用がされていないことか
ら、明治維新後に無主の地として大半の森は、国
有林、御料林、大学演習林、市町村有林、団体有
林、社有林等にされてきました。しかし、それ以前か
ら北海道にはアイヌ民族がアイヌ文化のもとで生活
し、森から生活に必要な多くの薪や丸木舟等を作
る資材を得ていました。利用の密度が低いだけ
で、コタンの周りの森は、里山の一種
と考えられます。そして、利用の密度
が高い道外の里山に比べ、より原生
的な植生が維持され、そこには、コタ
ンコロカムイと呼ばれるシマフクロウ
の営巣木となるハルニレの大木や、
外洋での交易に使用するイタオマ
チㇷ゚と呼ばれる大型の丸木舟の材
料となるカツラ等の巨木も生育して
いました。
　最近、北海道での森の扱い方が
大きく変化しています。広く地形が緩
やかで大型林業機械が入りやすい
場所は、木材の畑としてカラマツやト
ドマツの人工造林と皆伐を繰り返し

ています。一方、地形が急峻な場所は、自然に戻
すと称して手入れを放棄し、過密になった樹木が
倒れて沢や河川に流出するようになっています。
　私達の進めている森づくりは、徹底した人工林
化でもなく、かと言って自然に戻す放置でもありませ
ん。第三の道として、恒続林とよばれる適正な利用
を続ければ、森の利用と維持が長く続けられるとい
う考え方の森づくりです。
　恒続林の考え方が紹介された20世紀初期、木
材需要の高い日本では、実施は不可能と諦められ
ていました。しかし、木材利用の程度を落とし、森を
良く観察して手入れをすることで、生物多様性も高
く、木材等の生態系サービスも得られる巨木の混
じった森が維持できると考えています。この森をイ
オル型恒続林と呼び、天売島でこの森づくりを進
めることで、水源の維持とシーカヤック艇庫の建設
が両立すると考えています。

イオル型恒続林としての水源林の整備とシーカヤック艇庫の建設

プロジェクト名：離島社会存続に向けた水源林の
生態系サービス活性化

代 表 者：岡村　俊邦

助成期間：2020年度～2022年度

プロジェクト要旨
　大量に獲れたニシンの肥料づくりや、その後の
食糧難、エネルギー不足のための伐採、開墾で裸
の島になった天売島の水不足を解消するため、水

源林として、トドマツ等の人工林が造成されました。
しかし、手入れが遅れ、人工林の崩壊が懸念され
ています。そこで、過密な水源林を安定した混交
林に誘導するために育成木施業を行います。ま
た、林床や育成木の保全のため伐木を馬で搬出
し、現地で製材して、シーカヤック艇庫の建設を行
います。さらに、無立木地に防草シートを敷設し、生
態学的混播・混植法により、多種の広葉樹からな
る混交林を再生します。

育成木施業後に林内で天然更新したトドマツ・センノキ・ミズナラ・イタヤカエデ等の実生
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　本年（2022年）年明けから「コロナ第6波」が子
ども達に猛威を奮っています。コロナウイルスは、今
まで子どもの感染は極めて少ない状況だったの
が、今回は冬休みを含めた1月だけで学校・学年・
学級閉鎖などの措置を取った道内の学校が591
校に上り、幼保育園については、休園や学級閉鎖
に加えて自主当園などの措置が取られて、今（3月
末）もまだ続いている状況です。
　学校・学級・園の閉鎖時の外出は健康でも禁止
で、兄弟姉妹も自粛を促されます。元気でも外出が
出来ないという規則なのです。知り合いの子どもが
兄弟姉妹が次々学級閉鎖で、3週間登校（外出
も）できないと嘆いていました。この冬は元気な子ど

も達が、自宅で多くの時間を過ごすことになり、元気
なのに外出が出来ず、運動不足やエネルギーを余
して生活の乱れや、メンタルバランスを崩している
子どもが多くなっています。
　そんな子どもを取り巻く「第6波」がきっかけで、
今まで何も感じなかった親も運動をしない（できな
い）子ども達を前に、今の子ども達は｟体を動かす
環境がなければ動かない｠という現状に気づき、積
極的に運動を促したり、動けるような場所に連れて
いくなどする親も増えてきているのを感じます。片や
仕事などで時間に余裕がない家庭や、親が留守
がちな家庭もあり、やはり親次第で子ども（幼少期）
の活動量が決まるのでしょうか・・
　今年度は、保護者向けの冊子『運動ができる子
どもに育てる幼児の体づくり』（全24ページ）を各地
域のプラットホームメンバーをとおして配布し、受け
取った保護者からは勉強になった、チェックシート
で気づきをもらったなど、嬉しい感想をたくさん頂き
ました。今後も冊子を効果的に配布し、第2版も検
討しています。
　早いもので秋山財団地域ネットワーク助成は残
り1年となりました。まだまだ続くコロナ禍ですがその
中で何が出来るか思案し、難題ではありますがコ
ロナ収束後には、子ども達の運動が親次第ではな
く、どんな子ども達も当たり前に運動が出来ることを
思いながら活動していきたいです。

元気なのに外出が出来ないコロナ第6波

プロジェクト名：発進�！�北海道まるごとキッズ
元気プロジェクト�！

代 表 者：作田　文子

助成期間：2020年度～2022年度

プロジェクト要旨
　幼少年期に楽しくからだを動かすことは、発育
発達や健康維持に欠かせませんが、今の子ども
達は、伸び伸びと遊べる環境が失われ、遊びを通

じて得られたはずの体力が獲得できずにいます。
特に北海道の子ども達の体力は長年において低
迷していることから、幼少年期の子どもやその携わ
る人々に運動の楽しさやその必要性を訴え、各地
域にて運動教室の開催や指導者育成、研修会な
どを開催して、プロジェクトと地域のネットワークを築
き、地域において持続可能な活動をサポートし、北
海道の未来を担う子どもを元気にします。

メンバーと冊子です。
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　私達は、「産後ケア」を推進するためのプロジェ
クトを立ち上げてから2年が経過し、十勝管内の3
分の1以上の市町村から業務委託を受け、訪問
型の産後ケアを実施している。コロナ禍で、目まぐる
しく変わる状況に苦慮することも多くあったが、担
当保健師と密に連絡を取りながら、産後のお母さ
んの希望に対応してきた。実際訪問すると、「コロ
ナが怖くてほとんど外出していない。支援センター
に行きたい気持ちはあるが、悩んでしまう。大人と
ゆっくり話すのは久しぶり。」などの言葉が聞かれ、
母子が以前にも増して孤立している様子を日々 感
じている。
　このような中ではあるが、「母子が元気になるイ
ベントができないか？オンラインも良いが、実際に集
うイベントをしたい！」とスタッフ間で検討を重ね、昨
年12月に「おんぶとだっこの講習会」を開催するこ
とができた。今回は試験的な講座とし、産休中の
看護職を中心に声をかけ、多くの参加を得られた。
終了後には、感想や改善
点等の意見をもらい、今
後への参考となった。
　参加者からは、「おん
ぶや抱っこはママとの触
れ合いの時間で、その気
持ち良さを実感した。産
後ケア訪問で個別のサ
ポートも有り難かったが、
同じ育児中のママと体操
やお喋りができて、心も体
もポカポカ。幸せホルモン
のオキシトシンに感謝。
ちょっとした不安や疑問も

気軽に聞けて良かった。自分のためのリフレッシュ
タイムだった。医療者としての基本の基を改めて感
じた。」など多くの言葉をもらうことができた。
　今回の参加者の多くは医療職であり、基本的
知識はあるものの、話を聞いてみると育児に精一
杯で張りつめた毎日を過ごしていた。参加者は時
間と共に徐々に心を開いていき、時には泣いたり
笑ったりして講座を終了した。生き生きとした表情
への変化は、私達の想像以上であり、直接会って
思いを語り合うことの大切さを改めて実感した。人
との心のふれあいがママの心を満たし、それが我
が子に注がれる。そして子供の健やかな成長にマ
マそして家族はエネルギーをもらえる。
　「産後ケア」の利用により、産後の回復が促進さ
れ、ママ達が元気に集えるようになり、将来的には
地域で支え合える関係性が生まれることを期待し
ている。

「産後ケア」の先にある未来

プロジェクト名：「産後ケア推進プロジェクト」
十勝から発信�！�！�
次も産みたくなる北海道

責 任 者：前川　泉（寄稿者　三浦　智奈美）

助成期間：2020年度～2022年度

プロジェクト要旨
　出産後早期は今後の親子、家庭関係に大きく
影響する大切な時期であるが、ギリギリの精神状

態で育児をしている母親も多く、深刻な現状があ
る。それを地域で目の当たりにした私達は、助産師
として何とかしなくては、との思いを胸に「産後ケ
ア」を事業化し活動を開始した。2年以上を経過
したコロナ禍では、孤立した母子はさらに増加して
おり、本事業の果たすべき役割は大きく、地域助産
師、医療施設、行政、協力企業や地域住民等と
連携し活動を続けている。

おんぶとだっこの講座
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　私たちが営む「自然体験農園とあさ村」と、
OPEN2年目を迎えた「みんなの家」の1年を振り返
りお伝えさせていただきます。
　「みんなの家」ではまず、カフェ営業日を地域の
人のニーズに合わせ変更し、月1カフェで予約制の
鍼灸師さんによる整体の日が始まりました。コロナ
禍の影響もあって、カフェの来客数は少ない一年
になりましたが、昨年度から「みんなの家」で行って
いた防災イベントでは、企画段階から地域の人に
関わってもらえたことなどを通じて、地域の人と「み
んなの家」を作りたいというコンセプトがゆっくり少し
ずつ実現してきている手応えを感じています。
　農園の体験事業のほうでは、昨年度よりも団体で
の申し込みが増え、暑くて忙しい夏～秋となりました。
　自動車学校と提携して行っている大学生の体
験視察事業では、参加学生は昨年度の倍以上に
増えました。2年ぶりに近郊の幼稚園の見学も実
施したことに加え、地元の子ども園からの見学申し

込みもあり、今後も見学は継続される予定です。
　コロナ禍が続く中ではありましたが、多くの人に来
ていただくことができたおかげで、交流の機会である
農園事業は、私達の活動のミッションにとって、重要
で大切な場所だということをあらためて感じました。
　11月には、震災から3年ということで企画された
胆振振興局主催のオンライン報告会において、安
平町代表として取り組みの事例を発表しました。
慣れない大役にとても緊張しましたが、北海道の
関係団体やマスコミ各社に活動を知っていただく
機会となりましたし、良い経験になりました。また、そ
の発表がきっかけで、北海道農業改良普及協会
の月刊誌「農家の友」の中で紹介していただける
ことになったことにも感謝しています。
　2022年度は、5月着任予定で安平町の地域お
こし協力隊員が1人「みんなの居場所つくり隊員」
として一緒に活動してくれることが決まりました。他
にも道外の大学の健康福祉を学ぶゼミの学生達

がフィールドワークの打診があり、打
合せ中です。
　「継続は力なり」という言葉通り、
色々な人たちと作る居場所づくり地
域×農業×福祉は、それぞれに広が
り、色 な々カタチの居場所作りがあり、
人が集まることで大きなパワーが生ま
れる感覚を今感じています。
　春の日差しが増すように、じわじわ
と大きなエネルギーを育て、蓄えなが
ら、ここにしっかり根を伸ばし、今年も
「みんなの家」と「とあさ村」をみんな
で育ていけるように頑張りたいなと
思っています。

みんなの居場所づくりを目指して

プロジェクト名：支え合える“居場所”となる
地域×農業×福祉のコミュニティ
づくり

代 表 者：青木　明子

助成期間：2020年度～2022年度

プロジェクト要旨
　地域×農業×福祉の連携を掲げるNPO法人と
あさ村は、安平町で体験農園を運営しています。

2018年に胆振東部地震を経験し、私の息子も含
めて発達障がいのある人 を々有事の時にサポート
する施設や取組みが不足していることを痛感。クラ
ウドファンディングでのご支援もいただき、2020年に
は安心できる居場所として交流施設「みんなの
家」をオープンしました。今は、多様な分野にわたる
協力者の“つながり”を生かして、障がいのある人も
そうでない人も安心して暮らせる地域社会の実現
に向け、モデルとなる事業づくりを進めています。

2021年12月に行った冬の避難所運営を考えるワークショップの様子
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　まちづくりのなかで「住民参加」や「協働」、「対
話」という言葉が使われる一方で、本当に住民の
声を聞けているのか、対話という言葉のイメージは
どのようなものなのだろうかと、ふと疑問に思うこと
が多い。このプロジェクトに参画しているメンバー
も、これまでの話し合いの場や対話の場を、自分た
ちが暮らすまちのために変えていきたい、創ってい
きたいという気持ちがあった。
　そんな中、自分が暮らすまちの話し合いにファシ
リテーションの視点を持って参加する「市民ファシ
リテーター」を増やすためのプラットフォーム構築に
向けた事業が始まり、道内4地域（恵庭市、芽室
町、上富良野町、中標津町／順不同）のメンバー
と連携を図りながら進んできた。メンバーは、NPO、
中間支援団体、住民組織、行政など、地域によっ
てさまざまである。
　2021年度は、4地域における市民ファシリテー
ション講座の開催、地域の行政と中間支援団体と
きたのわの3者で企画から運営、講座後の仕組み
づくりの打合せ、地域によっては要望書を提出した
り、町長と意見交換する場を
設ける等、それぞれの地域に
合わせた歩みを始めていると
ころだ。
　その集大成として、2月に

「きたのわ全 道フォーラム
2021」をオンラインで開催し
た。109名の参加申込みが
あった。フォーラムでは4地域
のチームメンバーからの報告
とともに、まちの変化とこれから

目指していくもの、そして学び続ける環境や一歩を
踏み出すまでのストーリーなどを分科会で発表し
た。
　このフォーラム当日までの準備を通して、自分た
ちが実践してきた成果を整理する機会となったと
共に、4地域のメンバーがタイトル通り「私たちが住
むまちの未来のことを、私たちの話し合いからはじ
めた」ことを噛み締める時間となった。
　「安心できる居心地の良い居場所を求めて」
　「まちに仲間が増えることでまちは変わる」
　「会議は楽しいものじゃない、会議は楽しくするも
のだ」
　「対話の文化を育み、スローデザインで住民自
治のまちづくり」
　これらは、各地域のメンバーが考案したキャッチ
コピーだが、これらはその地域で目指していきたい
ものとも合致するのではないだろうか。
　これからも、北海道という広大な土地で対話の
場を通して、共にまちの未来を考えていきたいメン
バーと一緒に、はじめていきたいと思う。

私たちが住むまちの未来は、私たちの話し合いからはじめよう。

プロジェクト名：市民主体の対話によるまちづくり
のためのプラットホーム構築
～北海道で市民ファシリテーターを
増やそう～

代 表 者：宮本　奏（寄稿者：遠藤　千尋）

助成期間：2021年度～2023年度

プロジェクト要旨
　将来の予測が困難な時代に社会的孤立が問
題となっているいま、地域で暮らす全ての世代がと

もに聴きあい話し合うことでいのちは守られ、育ま
れます。しかし、対話の場が閉ざされており意義が
見えにくく、対話の専門的な知識や手法などが知
られていない現状があります。当該プロジェクトで
は、自分が暮らす地域で対話の場をつくる「市民
ファシリテーター」を増やすために、お互いに仕組
みづくりの情報交換ができ、北海道全域で市民
主体の対話によるまちづくりを進めるためのプラット
フォームの構築を目指します。

2021年度全道フォーラムの広報
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　「ぼくらの町は川っぷち、煙突だらけの町なん
だ」という歌がありました。1960年代の工業都市、
経済の急成長を好意的にあらわす雰囲気に満ち
ていると感じます。そこからわずか半世紀、時代の
大きな変化が否めない中で、わたしたちはいったい
どんな歌を口ずさむのか？とこの頃思います。いわ
ゆる高度成長の中で先進国と称されるメンバーに
なる使命が社会の一人一人にも割り振られ、その
さなかで育ったわたしのような世代には、日常感覚
の根底に崩しにくい価値観としてそれがすり込ま
れているような気がします。今日の変化＝環境、エ
ネルギー、パンデミック、国家の枠組み等々…、巻き

上がるそれら大課題は、来るところまで来てしまっ
た感覚を伴い、客観的にも明るいメロディーなんぞ
似つかわしくありません。
　わたしたちは地球の上の一員として、どのように
責任を取っていくのか？という命題をそれぞれが引
き受ける必要があります。今回のプロジェクトは、身
近なところから手を付けるということ、それが大きな
ところにつながっていくようにという期待を持ち、逆
はなさそうだという実感に基づいています。小さいこ
とは大きいこと、部分は全体、みたいに。
　いつの頃からか私たち市民は「消費者」と呼ば
れるようになりました。より多く消費することが求めら
れ、社会的立場の前提が築かれました。これを世
界標準にしていくと、地球が何個も必要になること
が見え隠れしているのに。いまそれがひっくり返っ
ていくさまを見ているのだと思います。社会や暮らし
の前提が急変していく中で、オロオロしないで「次」
を主体的に担う立場＝地球の上の一人をクリエイ
ティブに目指したいものだと思います。
　わたしたちのチームは身近なところにある都市
の自然を見直し、さまざまな社会課題を投影・試行
可能な場面として「里山」なるものを立ち上げる企
てをはじめました。なつかしい里山、そんなものはす
でにないと思います。そして再生というのではありま
せん。新たに里山を作り出す活動を通じてミライを
主体的に見よう、ということかと考えています。たの
しい歌をつくります！

里山・ミライ

プロジェクト名：さっぽろ里山会議

代 表 者：永田　勝之

助成期間：2021年度～2023年度

プロジェクト要旨
　ことのはじまりは、都市近郊農地が担い手の急
激な減少に伴い荒れはじめていることでした。見

渡せば、農地の周りにある山林も長いこと手入れ
がなされず荒れはてています。都市から遠い大自
然とは違う、人的な要素が濃く入り交じるこの自然
環境の維持を、都市のあり方と重ね合わせながら
見直し、里山（＝さととやま）として新たに方策を立
てていこうというのが、このプロジェクトです。

里山のてっぺんで作戦会議



あ　と　が　き

1．	　受賞者・受領者の方々を始め関係者の皆様におかれましては、ご多用のところ
ご寄稿くださり誠に有難うございました。心より御礼申し上げます。

2．	　「年報」に関する皆様からのご意見や新企画等のご提言をお待ちしております。

　　2022年 9 月 1 日

公益財団法人		秋山記念生命科学振興財団
事務局一同



公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

賛助会員のご案内

●当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、かつ人材育
成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反映させることにより、
学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与することを目的としております。
　●具体的には、生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、新渡戸稲造と南原繁が
取り組んだ国際平和と教育に注いだ精神を受け継ぎ、次世代の育成に顕著な功績があった方に対する
褒章、健康維持・増進に関連する生命科学諸領域の基礎研究分野に対する助成、地域社会の健全な発
展を目的とする活動並びに新たな公共の担い手育成及びネットワーク構築に対する助成等です。
　●上記の事業を推進するに当たって、当財団では事業の趣旨にご賛同頂ける方々を対象とした賛助会
員制度を設けております。事業の趣旨にご賛同賜り、賛助会員としてご入会下さいますよう、お願い
申し上げます。
　●賛助会員の種類と会費
1.個人会員         1口：年額 １万円
2.法人会員         1口：年額１０万円
　●特典
1.財団が作成する資料（年報・文献・刊行物）を原則として無償でお送り致します。
2.財団が主催する講演会等へご招待致します。
　●当財団は、賛助会費をお支払頂いた方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定
を受けております。
　●当財団に対して個人または法人が賛助会費をお支払頂いた場合には、その個人・法人ともに税法上
の優遇措置を受けることが出来ます。賛助会員への税制優遇措置の概略をご説明致します。
　1.個人の方が会費をお支払頂いた場合
　個人の方が当財団に対して2,000円を超える会費をお支払頂いた場合は、（会費金額 － 2,000円）が
所得から控除されます。なお会費金額は賛助会員の総所得金額の40％相当額が限度となります。

　2.法人の方が会費をお支払頂いた場合
　法人税については、以下を限度として損金算入出来ます。
（資本金等の額の0.375％ ＋ 所得金額の6.25％）× 1/2

　●当財団の事業趣旨にご賛同頂ける方々からのご入会をお待ちしております。ご不明な点につきまし
ては、当財団事務局までお問い合わせ下さい。

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団
〒064-0952
札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番25号

T E L　０１１－６１２－３７７１
FAX　０１１－６１２－３３８０
Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）



賛 助 会 員 入 会 申 込 書（個人・法人用）

本申込書をＦＡＸまたはご郵送下さい。原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０ 　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

年　 　  月　 　  日

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、賛助会員として下記の通り入会を申し込みます。
法人の方は（※）の項目も、ご記入下さい。

種　　　別 加 入 口 数 年　会　費

賛 助 会 費

法人・団体名（※）

ご氏名（代表者名）

ご住所（所在地）

ご担当者の
所属・役職・氏名
　　　　　（※）

電話番号
Ｆ Ａ Ｘ
Ｅ-mail

振 込 先

下記の金融機関宛にお振込み下さい。

■郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

■北海道銀行　鳥居前支店　普通口座  ０９７９０３３
　口座名　公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

□　個　人
（1口：10,000円）

口

（1口：100,000円）

口
□　法　人

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org  （事務局）
公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

円

円

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

印

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー



公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

ご寄附をお寄せくださる方に

■当財団は、健康維持・増進に関連する生命科学（ライフサイエンス）の基礎研究を奨励し、かつ
人材育成及び国際的な人材交流の活性化を促進し、その成果を応用技術の開発へ反映させ
ることにより、学術の振興及び地場産業の育成並びに道民の福祉の向上に寄与することを目
的としております。
　
■具体的には、生命科学の進歩発展に顕著な功績があった研究者に対する褒賞、新渡戸稲造と
南原繁が取り組んだ国際平和と教育に注いだ精神を受け継ぎ、次世代の育成に顕著な功績
があった方に対する褒章、健康維持・増進に関連する生命科学諸領域の基礎研究分野に対する
助成、地域社会の健全な発展を目的とする活動並びに新たな公共の担い手育成及びネット
ワーク構築に対する助成等です。
　
■上記の事業を推進するに当たって、保有株式の配当金と皆様からの寄附金並びに基本財産
の運用による利息収入により行われております。
　
■当財団は、ご寄附を賜った方に対して税法上の特典を受けられる公益財団法人として認定を
受けております。
　
■当財団に対して個人または法人が寄附を行った場合には、その個人・法人ともに税法上の優
遇措置を受けることが出来ます。寄附者への税制優遇措置の概略をご説明致します。
　
1.個人の方が寄附される場合
個人の方が当財団に対して2,000円を超える寄附を行った場合は、（寄附金額 － 2,000円）が
所得から控除されます。なお寄附額は寄附者の総所得金額の40％相当額が限度となります。

　
2.法人の方が寄附される場合
法人税については、以下を限度として損金算入出来ます。
（資本金等の額の0.375％ ＋ 所得金額の6.25％）× 1/2

　
■当財団の事業趣旨にご賛同頂ける方々からのご寄附をお待ちしております。ご不明な点に
つきましては、当財団事務局までお問い合わせ下さい。

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

〒064-0952

札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番25号

T E L　０１１－６１２－３７７１
FAX　０１１－６１２－３３８０
Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）



寄 附 金 申 込 書（個人用）

本申込書をＦＡＸまたはご郵送下さい。原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０ 　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、寄附致します。

金　　額

ご 氏 名

ご 住 所

納付日（予定）

振込または郵送に○印をお付け下さい。

■納付方法

■北海道銀行 鳥居前支店  普通口座  ０９７９０３３
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

　　　　  年　　　月　　　日

ご氏名 【　　　　　　　　　　　　　　】

ご住所 【 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

：振込　　郵送

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

金　　　　　　　　　　　　　 円也

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

領 収 書

ご希望の場合は、該当する方に○印をお付け下さい。

（   　 ）上記と同じ氏名と住所宛
（   　 ）上記とは別の氏名と住所宛（以下にご記入願います）

寄 附 金
お振込みの場合は、下記の金融機関宛にお願い致します。

■郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

印

電話番号
F A X
E -ma i l

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー

年　 　  月　 　  日



寄 附 金 申 込 書（法人・団体用）

本申込書をＦＡＸまたはご郵送下さい。原本は保管をお願い致します。

（FAX　０１１-６１２-３３８０ 　〒０６４-０９５２ 札幌市中央区宮の森２条１１丁目６番２５号）

　　　　   年　 　  月　 　  日

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

貴財団の趣旨に賛同し、寄附致します。

金　　額

法人・団体名

代表者名

所 在 地

ご担当者の
所属・役職・氏名

納付日（予定） 　　　　  年　　　月　　　日

法人・団体名 【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
住　所 【 〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

お問い合わせ：TEL　０１１-６１２-３７７１　　Ｅ-mail：office@akiyama-foundation.org（事務局）

公益財団法人 秋山記念生命科学振興財団

金　　　　　　　　　　　　　 円也

〒　　ー

理　事　長 秋 山 孝 二 殿

領 収 書

ご希望の場合は、該当する方に○印をお付け下さい。

（   　 ）上記と同じ法人・団体名と住所宛
（   　 ）上記とは別の法人・団体名と住所宛（以下にご記入願います）

印

電話番号
F A X
E -ma i l

（　　　　）　　　　　　ー
（　　　　）　　　　　　ー

振込または郵送に○印をお付け下さい。

■北海道銀行 鳥居前支店  普通口座  ０９７９０３３
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

寄 附 金
お振込みの場合は、下記の金融機関宛にお願い致します。

■郵便振替口座　　　　　　０２７９０－２－２１９５５
　口座名  公益財団法人秋山記念生命科学振興財団

■納付方法 ：振込　　郵送
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